
北海道大学東京同窓会会報  フロンティア
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横
田
会
長
か
ら
は
、ご
挨
拶
さ
れ
た

方
々
へ
の
お
礼
と
、大
学
・
校
友
会
エ
ル
ム

と
一
層
の
連
携
強
化
を
図
る
べ
く
協
力
し

て
い
く
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
総
会
議
事
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。参
加
者
は
、会
員
９
１
１
名
に
対

し
て
１
／
５
以
上（
委
任
状
提
出
２
１
１

名
、オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
67
名
）の
人
数
で

あ
り
、当
日
の
総
会
は
成
立
要
件
を
満
た

し
て
お
り
ま
す
。議
事
は
横
田
会
長
は
じ

め
井
上
副
会
長
と
梶
谷
副
会
長
が
議
長

団
と
な
り
始
ま
り
ま
し
た
。第
１
～
４
号

議
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
よ
り

説
明
が
あ
り
、い
ず
れ
も
参
加
者
全
員
の

賛
成
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　

２
０
２
１
年
に
関
す
る「
事
業
報
告
」

は
菅
埜
総
務
委
員
長
、「
収
支
報
告
」は
萱

野
財
務
委
員
長
、「
監
査
報
告
」は
鷲
田
監

事
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
、質
疑
応

答
の
後
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
投
票
機
能
を
使
っ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
会
員
拡
大
並
び
に
組
織
強
化
活
動 

①
実
績
２
４
８
０
名（
正
会
員
９
１
１

　

２
０
２
２
年
度
の
総
会
は
、昨
年
に
続

き
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。総

会
議
事
に
先
立
ち
、３
名
の
方
々
よ
り
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、本
学
で
総
括
・
教
育
・
校
友

会
・
同
窓
会
を
担
当
さ
れ
て
い
る
山
口
淳

二
理
事
・
副
学
長（
最
高
教
育
責
任
者
）

か
ら
、現
在
の
大
学
の
状
況
や
４
年
後
の

創
基
１
５
０
周
年
記
念
事
業
に
向
け
た

取
り
組
み
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、中
国
古
代
学
術
思
想
を
研
究

さ
れ
て
い
る
文
学
部
教
授
で
、新
渡
戸
カ

レ
ッ
ジ
は
副
校
長
を
さ
れ
て
い
る
𢎭
（ゆ

は
ず
）和
順
副
学
長
か
ら
、こ
れ
ま
で
の

新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
の
歩
み
や
講
義
の
様

子
、学
生
の
海
外
留
学
に
関
連
し
た
海
外

の
大
学
と
の
交
流
に
つ
い
て
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、前
東
京
同
窓
会
会
長
で
現

在
、校
友
会
エ
ル
ム
会
長
の
杉
江
和
男

さ
ん
よ
り
、校
友
会
で
取
り
組
ん
で
い
る

学
生
向
け
の
活
動
の
ご
紹
介
や
、大
学

が
進
め
て
い
る
卒
業
生
名
簿
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
構
想
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

名
、メ
ル
マ
ガ
会
員
１
５
６
９
名
）前
年

度
末
よ
り
35
名
増
。

②『
総
会
』を
令
和
３
年
６
月
５
日
に
開

催  

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
形
式
に
て
実
施
。

③『
北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
１
』は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

で
中
止
。

④『
大
忘
年
会
』は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
中
止
。

⑤
交
流
勉
強
会『
北
大
丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ
』

を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
て
継
続
し
て
開
催

「
農
学
校
と
卒
業
生
の
足
跡
に
学
ぶ
」

第
１
～
４
回
：
申
込
み
延
べ
２
７
１
名
、

「
私
が
見
て
き
た〈
北
大
発
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
〉の
現
状
と
展
望
」：
申
込
み
44
名
、

「
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
会
計
事

務
所
経
営
」：
申
込
み
22
名
。

⑥『
新
年
交
礼
会
』は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
止
。

⑦『
産
業
別
エ
ル
ム
会
』と
の
交
流
促
進

（
情
報
産
業
エ
ル
ム
会
、食
品
産
業
エ
ル

ム
会
）。 

⑧
各
学
部
東
京
地
区
同
窓
会
と
連
携

（
事
務
局
長
会
議
を
開
催
） 

。

⑨『
ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰
』（
10
月
10
日
に

多
磨
霊
園
墓
参
、16
名
参
加
） 

。

⑩
エ
ル
ム
談
話
室
、囲
碁
ク
ラ
ブ
と
も

に
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り
北
大
東
京
オ
フ
ィ
ス
会
議
室
で
の

開
催
中
止
。 

⑵
財
政
基
盤
の
強
化 

①
目
標
：「
繰
越
金（
単
年
度
）残
高

３
０
０
万
円
の
維
持
・
確
保
」に
対
し
、

４
０
０
万
円
を
見
込
む
。

②
目
標
：「
中
長
期
会
計
繰
越
金

３
０
０
万
円
維
持
・
確
保
」に
対
し
、

５
３
０
万
円
を
見
込
む
。

⑶
広
報・会
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充

①
広
報
誌『FRO

N
TIER

』を
８
月
、２
月

に
発
行
し
た
。

②
東
京
同
窓
会
の
案
内
チ
ラ
シ
作
成（
卒

業
生
向
け
配
布
）に
よ
り
会
員
拡
大
を
図

っ
た（
予
定
し
て
い
た「
北
大
東
京
ジ
ン
パ

２
０
２
２
」の
チ
ラ
シ
は
作
成
な
し
）。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
化
を
図

っ
た（
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
情
報
シ

ン
ク
ロ
等
）。

④『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
』の
発
行
を
し
た（
ネ

ッ
ト
会
員
の
拡
充
） 

メ
ル
マ
ガ
会
員
23
名

増（
前
年
比
）。

⑤
北
大
生
涯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス（
大
学
が

卒
業
生
に
生
涯
利
用
で
き
る
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
付
与
）を
活
用
し
た
。

⑥
Ｓ
Ｎ
Ｓ（facebook

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）の
組
織
的
な

活
用
を
し
た
。

⑷
募
金・産
学
連
携

①
産
学
連
携
に
向
け
企
業
を
大
学
に
紹

介
。

②
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
育
成（
研

究
者
・
学
生
へ
の
起
業
支
援
、ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
紹
介
等
）。

③
北
大
基
金
の
効
率
的
な
運
用（
北
大
財

務
）に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。

⑸
総
会・役
員
会
等
の
開
催

①
総
会
１
回（
６
／
５
）、②
評
議
員
会

２
回（
９
／
16
、３
／
17
）、③
理
事
会
４
回

（
９
／
16
、12
／
９
、２
／
17
、３
／
17
）、

④
顧
問
・
学
部
同
窓
会
事
務
局
長
会

議
１
回（
２
／
17
）、⑤
委
員
長
会
議
１
回

（
２
／
３
）、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の

影
響
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
形
式
に
て

実
施
。

⑹
委
員
会
の
組
織
強
化

①
各
委
員
会
の
役
割
・
機
能
の
再
整
理
、

体
制
強
化
を
図
っ
た
。

②
委
員
長
会
議
を
開
催
し
、各
委
員
会
の

機
能
強
化
と
体
制
の
充
実
を
推
進
し
た
。

⑺
校
友
会
エ
ル
ム
の
支
援 

①
東
京
同
窓
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て

支
援
す
べ
く
、各
委
員
会
で
活
動
を
実
施

し
た
。

②
校
友
会
エ
ル
ム
主
催
の
就
職
相
談
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
数
回
開
催
）を
支
援

し
た
。

③
告
知
協
力
依
頼
へ
の
対
応（
メ
ル
マ
ガ

配
信
・
Ｈ
Ｐ
掲
載
）。

第
２
号
議
案

　

２
０
２
２
年
度
に
関
す
る「
事
業
計

画
」は
菅
埜
総
務
委
員
長
、「
収
支
計
画
」

は
萱
野
財
務
委
員
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
あ
り
、質
疑
応
答
の
後
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の

令和4年度

東京同窓会 総会 
■日時：2022年6月11日（土）14:00～15:00 
■場所：オンライン会議(Zoom)にて開催

山口淳二理事・副学長

𢎭和順副学長

杉江和男校友会エルム会長

〔議長〕 横田浩会長

管埜 誠 総務委員長

投
票
機
能
を
使
って
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
会
員
拡
大
並
び
に
組
織
強
化
活
動 

①
組
織
・
交
流
委
員
会
は
同
窓
会
組
織

を
強
化
す
る
た
め
の
入
会
促
進
活
動
、会

員
交
流
、キ
ャ
リ
ア
向
上
等
に
寄
与
す
る

企
画
を
提
供
す
る
こ
と
を
活
動
目
的
と

す
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
物
理
的
交
流
が
で
き

な
い
環
境
下
で
同
窓
会
の
存
在
価
値
を

提
示
し
会
員
維
持
に
努
め
る
。

②
組
織
交
流
の
場
と
し
て
下
記
活
動
を

計
画
す
る
。

・第
８
回
北
大
東
京
ジ
ン
パ
の
開
催
：
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り

２
０
２
２
年
度
は
開
催
せ
ず
、２
０
２
３

年
５
月
の
開
催
に
延
期
。ギ
ネ
ス
世
界
記

録
挑
戦
の
企
画
を
実
施
し
、か
つ
て
な
い

圧
倒
的
熱
狂
と
一
体
感
を
体
感
で
き
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
。

・
交
流
勉
強
会
の
開
催
～
学
び
な
が
ら

同
窓
生
同
士
の
交
流
で
き
る
場
提
供
の

た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
形
式
に
て『
北

大
丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ
』を
継
続
し
て
開
催

を
予
定
。

・
Ｏ
Ｇ
会
の
開
催
：
年
１
回
の
開
催
を

予
定
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延
状
況
を

〔司会〕 松浦永治総務委員長

令和4年度 東京同窓会 総会

オンライン配信する本部の様子
（サピア会議室から配信）
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ま
た
、卒
業
生
に
会
員
募
集
チ
ラ
シ
を
配

布
す
る
こ
と
で
会
員
拡
大
を
図
る
。

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
化
を
図

る（
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
情
報
シ
ン

ク
ロ
等
）。 

⑤『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
』の
発
行
を
す
る（
ネ

ッ
ト
会
員
の
拡
充
）。 

⑥
北
大
生
涯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス（
大
学
が

卒
業
生
に
生
涯
利
用
で
き
る
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
付
与
）を
活
用
す
る
。 

⑦
Ｓ
Ｎ
Ｓ（facebook

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）の
組
織
的
な

活
用
を
す
る
。

⑷
募
金・産
学
連
携

①
産
学
連
携
の
サ
ポ
ー
ト
。

②
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
支
援
。

③
寄
付
講
座
の
企
画
と
斡
旋
。

④
同
窓
会
や
外
部
へ
の
寄
付
の
呼
び
か
け
。

⑤
北
大
フ
ァ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
。

⑥
北
大
資
金
の
効
率
的
な
運
用
サ
ポ
ー

ト
。

⑸
総
会・役
員
会
等
の
開
催 

①
産
学
連
携
の
サ
ポ
ー
ト（
研
究
の
価
値

が
高
ま
る
連
携
を
模
索
）。

②
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
支
援（
人

材
の
育
成
と
調
達
、起
業
の
資
金
や
場
所

の
確
保
な
ど
）。

③
寄
付
講
座
の
企
画
と
斡

旋
。

④
同
窓
会
や
外
部
へ
の
寄
付

の
呼
び
か
け
。

⑤
北
大
フ
ァ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
作
り
。

⑥
北
大
資
金
の
効
率
的
な
運

用
サ
ポ
ー
ト
。

⑹
委
員
会
の
組
織
強
化 

①
各
委
員
会
の
役
割
・
機
能
の
拡
充
と

体
制
強
化
を
図
る
。

②
委
員
長
会
議
を
適
宜
開
催
し
、各
委

員
会
の
機
能
、連
携
強
化
と
体
制
の
充
実

を
推
進
す
る
。 

⑺
校
友
会
エ
ル
ム
の
支
援

①
東
京
同
窓
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て

連
携
、支
援
す
べ
く
、各
委
員
会
で
活
動

を
す
る
。

②『
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
』へ
の
フ
ェ
ロ
ー
候
補

を
紹
介
支
援
す
る
。 

③
本
学
主
催
の
進
学
相
談
会
並
び
に
校

友
会
エ
ル
ム
主
催
の
就
職
相
談
会
を
支

援
す
る
。

④
告
知
協
力
依
頼
へ
の
対
応（
メ
ル
マ
ガ

配
信
・
Ｈ
Ｐ
掲
載
等
）。

第
３
号
議
案

　

松
浦
総
務
委
員
長
よ
り
規
約
改
定
案

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、質
疑
応
答
の

後
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
投
票
機
能
を
使
っ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

規
約
改
定（
案
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
形
式
で
の
会
議
開
催

を
明
文
化
す
る
た
め
、規
約
を
見
直
し
、

次
の
よ
う
に
改
定
す
る
。

【
理
事
会
】

第
14
条

第
２
項
に
追
加（
以
下
、第
３
項
と
し
ま

す
）。

２ 

理
事
会
は
、必
要
あ
る
場
合
に
は
、出

席
者
の
意
思
表
示
等
が
相
互
且
つ
即
時

に
伝
達
で
き
る
状
態
を
維
持
し
つ
つ
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム（
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
シ
ス
テ
ム
等
、電
話
会
議
形
式
を
含

む
）の
方
法
を
用
い
て
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
評
議
員
会
】

第
15
条

第
２
項
に
追
加（
以
下
、第
３
項
と
し
ま

す
）。

２ 

評
議
員
会
は
、必
要
あ
る
場
合
に
は
、

出
席
者
の
意
思
表
示
等
が
相
互
且
つ
即

時
に
伝
達
で
き
る
状
態
を
維
持
し
つ
つ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム（
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
シ
ス
テ
ム
等
、電
話
会
議
形
式
を
含

む
）の
方
法
を
用
い
て
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
総
会
】

第
16
条

第
３
項
に
追
加（
以
下
、第
４
項
と
し
ま

す
）。

４ 

総
会
は
、必
要
あ
る
場
合
に
は
、出
席

者
の
意
思
表
示
等
が
相
互
且
つ
即
時
に

伝
達
で
き
る
状
態
を
維
持
し
つ
つ
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム（
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
シ
ス
テ
ム
等
、電
話
会
議
形
式
を
含

む
）の
方
法
を
用
い
て
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
４
号
議
案

　

管
埜
総
務
委
員
長
よ
り
２
０
２
２
年

度
の
評
議
員
人
事
案
、な
ら
び
に
、役
員
・

理
事・監
事
の
人
事
案
の
説
明
が
あ
り
、質

疑
応
答
の
後
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
投
票
機
能
を

使
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

北海道大学東京同窓会  令和4年度  会長・副会長・理事・監事 

北海道大学東京同窓会  令和3年度  スケジュール

■は新任  ★は特命　　会長・副会長の丸数字は夫々の就任年数　　理事・監事の丸数字は評議員年数

第4号議案 その2

■は新任　　　　★は特命理事

理事・監事の丸数字は評議員年数

 会長 ③ 横田  浩 （経S60）

 副会長 ③ 井上  修平 （工S50） ⑨ 樋口  達夫 （水S52） ★ 石川  裕一 （法S54）

④ 弘田  裕 （医S57） ■① 櫻田  功 （農経S58） ③ 志済  聡子 （法S61）

 理事 ⑰ 平田  更一 （理植S44） ⑬ 及川  正規 （工S47） ⑪ 松谷  有希雄 （医S50）

⑥ 土屋  裕 （薬S50） ⑨ 松谷  寛 （工電S52） ⑤ 菅埜  誠 （経S52）

⑦ 菅野  彰一 （工建S53） ⑬ 畠山  義彦 （水産S55） ⑨ 福西  真 （法S55）

③ 小口  正範 （法S53） ⑯ 大久保  英俊 （法S56） ⑪ 畠山  昌則 （医S56）

⑦ 福士  博司 （工合化S57） ⑤ 廣重  勝彦 （法S57） ③ 横井  成尚 （農S57）

■⑬ 岩崎  哲也 （S59工機械） ④ 中村  秀治 （工建S58） ③ 近藤  伸一 （工院S58）

④ 杉崎  順平 （歯S60 ） ⑦ 島田  久 （工S61） ⑬ 萱野  聡 （法S62）

⑬ 高橋  寛 （農S62） ⑪ 西野  順子 （農院H01） ⑧ 橋本  大志 （理H01）

③ 浅田  清 （歯H01） ⑯ 足立  直子 （工電H02） ■① 依田  智子 （工H02）

⑯ 大西  裕子 （文修H03） ④ 平野  友善 （文H05） ⑩ 大野  隆明（水修H06）

⑫ 溝口  尚重 （農H07） ⑦ 滝内  邦弘 （情科院H07） ③ 松浦  永治 （法H08）

④ 原田  武志 （工H19） ⑫ 常松  尚史 （経H20） ⑧ 山田  尚大 （工院H23）

⑥ 上満  研吾 （経修H27）

 特命理事 ★ 野呂  忠一 （薬S39） ★ 伊藤  洋 （農生S48） ★ 石川  裕一 （法S54）

 監事 ⑫ 鷲田  千臣 （農S58） ⑩ 向井  拓 （法H5） ⑦ 沖崎  遼 （法H21）

- 12 -

北海道大学東京同窓会 2022年度（令和4年度） 役員・理事・監事　

　　　　　　　　　　　　会長・副会長の丸数字は夫々の就任年数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

1 総会 11日(土) 10日(土)

2 評議員会 15日(木) 16日(木)

3 理事会 15日(木) 8日(木) 16日(木) 16日(木)

4 顧問会議 / 学部・学科同窓会
事務局長会議 16日(木)

5 新年交礼会 20日(金)

6 組織強化活動

   ジンパ（昭和記念公園） 中止 中止 21日(日)

   OG会（期日未定）

   交流勉強会・丸の内カレッジ
                     （期日未定）

7 クラーク遺徳顕彰・墓参 9日(日)
霊園墓参

8 広報活動・会報誌発行 フロンティア
発行

フロンティア
発行

9 エルム談話室
  ＜毎月第1金曜日予定>

10 ホームカミングデー 24日(土)

11 校友会エルム総会 期日未定

（注※）スケジュールは新型コロナウイルス感染症の状況により、延期または中止となる可能性があります。

北大東京同窓会　 ２０２２年度（令和４年度）スケジュール

2022年（令和４年） 2023年（令和５年） 2023年（令和５年）

令和4年度 東京同窓会 総会

鑑
み
な
が
ら
、１
月
の
新
年
交
礼
会
の
開

催
を
計
画
す
る
。 

④
産
業
別
エ
ル
ム
会
と
の
交
流
促
進（
情

報
産
業
、食
品
産
業
）を
図
る
。 

⑤
校
友
会
エ
ル
ム
や
各
学
部
東
京
地
区

同
窓
会
と
の
連
携
強
化（
学
部
同
窓
会
事

務
局
長
会
議
の
開
催
） を
進
め
る
。

⑥
ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰（
多
磨
霊
園
墓
参

の
開
催
な
ど
） 

を
実
施
す
る（
10
月
９
日

を
予
定
）。

⑦
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延
状
況
を

鑑
み
な
が
ら
、エ
ル
ム
談
話
室
な
ど
の
勉

強
会
や
囲
碁
ク
ラ
ブ
な
ど
趣
味
の
集
ま

り
の
充
実
を
図
る
。

⑵
財
政
基
盤
の
強
化 

～
策
定
中

①
目
標
：「
繰
越
金（
単
年
度
）残
高

３
０
０
万
円
の
維
持
・
確
保
」。

②
目
標
：「
中
長
期
会
計
繰
越
金

３
０
０
万
円
維
持
・
確
保
」。

⑶
広
報・会
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充

①
広
報
誌『FRO

N
TIER

』を
８
月
、２
月

に
発
行
す
る
。

②「
北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
３
」チ
ラ
シ

を
会
員
に
配
布
。

③「
北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
３
」の
ポ
ス

タ
ー
を
学
内
掲
示
、会
員
に
チ
ラ
シ
配
布  

〔注※〕スケジュールは新型コロナウイルス感染症の状況により、延期または中止になる可能性があります。

萱野 聡 財務委員長

鷲田千臣 監事
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北海道大学東京同窓会  令和4年度  委員会役員 ■は新任　　丸数字は評議員の就任年数　

委員会名 委員長 副委員長 委　員

 総務委員会 ③ 松浦  永治 （法H08） ⑤ 菅埜  誠 （経S52） ⑬ 畠山  義彦 （水S55）

（事務局） ⑯ 大久保  英俊 （法S56） ④ 平野  友善 （文H05）

⑩ 大野  隆明 （水院H6） ⑬ 坂本  茂 （経H13）

④ 渡辺  明日香 （法H18）

■① 宗野  裕治 （文H20）

④ 西舘  卓人 （経H23）

○ 米子  智裕 （農H02)

 組織・交流委員会 ⑧ 山田  尚大 （工院H23） ⑪ 西野  順子 （農院H01） ⑦ 久野  和哉 （経H24）

⑪ 小中出  拓也 （工院H23） ⑥ 内山  壮 （文H28）

⑥ 辻本  陽平 （情報院H25） ③ 山本  淳博 （環境院H30）

⑥ 上満  研吾 （経院H27） ○ 後藤  さなえ （農S63）

○ 関  良子 （法H23）

○ 川原  史識 （農院H25）

○ 田村  康将 （情報院H27）

○ 橋本  和大 （水院H28）

 財務委員会 ⑬ 萱野  聡 （法S62） ⑥ 上満  研吾 （経院H27）

④ 平野  友善 （文H05） ○ 波田  大専 （経H24）

 広報委員会 ⑦ 島田  久 （工金属S61） ① 陣谷  義直 （経S51）

⑬ 高橋  寛 （農S62） ⑭ 八谷  俊雄 （法H02）

③ 浦崎  稔史 （工院H22）

⑦ 青山  千穂 （農院H23）

⑥ 髙野  葵 （環境院H25）

① 谷畑   敦史 （経H27）

③ 山本  淳博 （環境院H30）

 情報処理委員会 ⑨ 松谷  寛 （工電S52） ⑤ 原田  武志 （工土木H19） ⑬ 浜名  純 （農S48）

④ 中村  秀治 （工建築S58） ⑤ 千葉  寛之 （工情報院S63）

■① 依田  智子 （工H02）

⑤ 大久保  高樹 （工合成H04)

⑫ 溝口  尚重 （農H07）

⑤ 長谷川  健 （理地惑H14）

 募金・産学連携委員会 ⑤ 廣重  勝彦 （法S57） ④ 井上  修平 （工S50） ⑬ 高橋  寛 （農S62）

⑦ 菅野  彰一 （工建S53） ⑬ 萱野　聡 （法S62）

○ 杉江  和男 （工院S45） ⑯ 大西  裕子 （文修H03）

★ 石川  裕一 （法S54） ⑫ 溝口  尚重 （農H07）

⑬ 楯  裕史 （法H10）

⑬ 坂本  茂 （経H13）

⑬ 高橋  良佳 （医H16）

⑬ 常松  尚史 （経H20）

○ 永田  明 （農S54）

 クラーク遺徳顕彰・墓参 ③ 浅田  清 （歯H01） ⑰ 平田  更一 （理植S44） ④ 清水  全生 （工土木S45）

○ 前田  直寛 （工土木S43)

○ 清水  慧 （工衛生S43)

○ 関口  光雄 （工土木S43）

（参考）委員会役員

※ 丸数字は評議員の就任年数     ■は新任、★は特命理事

北海道大学東京同窓会  令和4年度  評議員（学部）一覧表
第4号議案 その1

学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会 学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会 学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会

S48林 川喜多　進 14 S44植 平田　更一 17 理事 クラーク遺徳顕彰・墓参委員 H03文修 大西　裕子 16 理事 募金・産学連携委員会

S50農化 丹羽　弘 11 S52地鉱院 勝島　尚美 10 H05文 平野　友善 4 理事 財務委員会委員長
総務委員会

S57農化 横井　成尚 3 理事 S59数学 鈴木　徹 15 H20文 宗野  裕治 1 総務委員会

S62農工 高橋　寛 13 理事 広報委員会委員長
募金・産学連携委員会 H14地球 相澤　晃 14 H28文 内山　壮 6 組織・交流委員会

S62農工 瀬戸山　洋介 15 H19化 小坂　由紀 12

H01農院 西野　順子 11 理事 組織・交流委員会副委員長 小計 4 名

H06農化 堤　崇史 2 小計 5 名

H18農研 伊藤 真吾 6

H22生資 二木　智 11 H03教育 中島  樹生 12

H21共生 鈴木　克昌 11 S44機械 中原　豊 16

H23農院 青山　千穂 7 広報委員会 S45土木 清水　全生 4 クラーク遺徳顕彰・墓参委員 小計 1 名

S47機械 留目　一英 11

小計 11 名 S48建 足立　守 12

S49建 中山 茂樹 10 S50法 新城　修 16

S50金属 山崎　信男 11 S50法 奥野　滋 11

S45獣医 采  孟 11 S52原子 大谷　武彦 15 S53法 小口　正範 3 理事

S59獣医 矢原　芳博 7 S52金属 升光　法行 11 S55法 福西　真 9 理事

H11獣医 米久保 和樹 6 S52電子 松谷　寛 9 理事 情報処理委員会委員長 S56法 大久保　英俊 16 理事 総務委員会 副委員長

S56合成 谷口　泰之 12 S56法 高見　之雄 11

小計 3 名 S56土木 野田　徹 6 S57法 廣重　勝彦 5 理事 募金・産学連携委員長

S57土木 本多　清暢 13 S61法 志済　聡子 10 副会長

S57電気 松尾　 望 11 H02法 山口　公範 15

S49薬 近藤　達仁 11 S57土木 増田　 達 11 H02法 八谷　俊雄 15 広報委員会

H50薬 土屋　裕 6 理事 S58建 中村　秀治 4 理事 情報処理委員会委員長 H03法 石橋　祐介 11

S58院 近藤　伸一 3 理事 H05法 向井　拓 11 監事

小計 2 名 S59機械 岩崎  哲也 13 理事 H08法 松浦　永治 3 理事 総務委員会委員長

S60機械 石田　充 15 H18法 渡辺　明日香 4 総務委員会

S60機械 菊地　正武 15

S50医 松谷　有希雄 15 理事 H02衛生 杉山　茂 3 小計 14 名

S56医 畠山　昌則 11 理事 H01衛生 山本　有孝 3

S58医 福島　亮治 11 H02電子 足立　直子 16 理事

S61医 大塚　吾郎 15 H03電子 鈴木　政直 7 S51経済 陣谷  義直 1

S61医 森  清 15 H07合成 平畠　亘 13 S52経済 菅埜　誠 5 理事 総務委員会副委員長

H01医 杉森　裕樹 15 H07情科院 滝内　邦弘 7 理事 S57経済 永松  昌一 1

H05医 松本　明郎 9 H15情科院 山田　将史 10 S60経済 横田　浩 4 会長

H13医 中田　勝巳 15 H17環境院 跡部　泰子 14 S61経済 松山　哲人 3

H21資源 中山　卓人 7 H07経済 藤井　考先 11

小計 8 名 H13経済 坂本　茂 13 総務委員会
募金・産学連携委員会

小計 28 名 H23経 西舘　卓人 4 総務委員会

H27経院 上満　研吾 6 理事 組織・交流委員会副委員長
財務委員会

S60歯 杉崎　順平 4 理事 H27経 谷畑  敦史 1

H01歯 浅田　清 3 理事 クラーク遺徳顕彰・墓参委員 S52食修 樋口　達夫 10 副会長

S61食 中田　邦彦 11 小計 10 名

小計 2 名 H03食 釜谷　明 14

H06食修 大野　隆明 10 理事 総務委員会副委員長

小計 4 名

合計 92 名

S39薬 野呂　忠一 特命 理事 S48農生 伊藤　洋 特命 理事

S54法 石川　裕一 特命 副会長 募金・産学連携委員会副委員長
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水産学部

歯学部

北海道大学東京同窓会 2022年度（令和4年度） 評議員（学部）一覧表

農学部 理学部 文学部

エ学部

教育学部

経済学部

獣医学部

法学部

薬学部

医学部

第4号議案 その1

学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会 学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会 学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会

S48林 川喜多　進 14 S44植 平田　更一 17 理事 クラーク遺徳顕彰・墓参委員 H03文修 大西　裕子 16 理事 募金・産学連携委員会

S50農化 丹羽　弘 11 S52地鉱院 勝島　尚美 10 H05文 平野　友善 4 理事 財務委員会委員長
総務委員会

S57農化 横井　成尚 3 理事 S59数学 鈴木　徹 15 H20文 宗野  裕治 1 総務委員会

S62農工 高橋　寛 13 理事 広報委員会委員長
募金・産学連携委員会 H14地球 相澤　晃 14 H28文 内山　壮 6 組織・交流委員会

S62農工 瀬戸山　洋介 15 H19化 小坂　由紀 12

H01農院 西野　順子 11 理事 組織・交流委員会副委員長 小計 4 名

H06農化 堤　崇史 2 小計 5 名

H18農研 伊藤 真吾 6

H22生資 二木　智 11 H03教育 中島  樹生 12

H21共生 鈴木　克昌 11 S44機械 中原　豊 16

H23農院 青山　千穂 7 広報委員会 S45土木 清水　全生 4 クラーク遺徳顕彰・墓参委員 小計 1 名

S47機械 留目　一英 11

小計 11 名 S48建 足立　守 12

S49建 中山 茂樹 10 S50法 新城　修 16

S50金属 山崎　信男 11 S50法 奥野　滋 11

S45獣医 采  孟 11 S52原子 大谷　武彦 15 S53法 小口　正範 3 理事

S59獣医 矢原　芳博 7 S52金属 升光　法行 11 S55法 福西　真 9 理事

H11獣医 米久保 和樹 6 S52電子 松谷　寛 9 理事 情報処理委員会委員長 S56法 大久保　英俊 16 理事 総務委員会 副委員長

S56合成 谷口　泰之 12 S56法 高見　之雄 11

小計 3 名 S56土木 野田　徹 6 S57法 廣重　勝彦 5 理事 募金・産学連携委員長

S57土木 本多　清暢 13 S61法 志済　聡子 10 副会長

S57電気 松尾　 望 11 H02法 山口　公範 15

S49薬 近藤　達仁 11 S57土木 増田　 達 11 H02法 八谷　俊雄 15 広報委員会

H50薬 土屋　裕 6 理事 S58建 中村　秀治 4 理事 情報処理委員会委員長 H03法 石橋　祐介 11

S58院 近藤　伸一 3 理事 H05法 向井　拓 11 監事

小計 2 名 S59機械 岩崎  哲也 13 理事 H08法 松浦　永治 3 理事 総務委員会委員長

S60機械 石田　充 15 H18法 渡辺　明日香 4 総務委員会

S60機械 菊地　正武 15

S50医 松谷　有希雄 15 理事 H02衛生 杉山　茂 3 小計 14 名

S56医 畠山　昌則 11 理事 H01衛生 山本　有孝 3

S58医 福島　亮治 11 H02電子 足立　直子 16 理事

S61医 大塚　吾郎 15 H03電子 鈴木　政直 7 S51経済 陣谷  義直 1

S61医 森  清 15 H07合成 平畠　亘 13 S52経済 菅埜　誠 5 理事 総務委員会副委員長

H01医 杉森　裕樹 15 H07情科院 滝内　邦弘 7 理事 S57経済 永松  昌一 1

H05医 松本　明郎 9 H15情科院 山田　将史 10 S60経済 横田　浩 4 会長

H13医 中田　勝巳 15 H17環境院 跡部　泰子 14 S61経済 松山　哲人 3

H21資源 中山　卓人 7 H07経済 藤井　考先 11

小計 8 名 H13経済 坂本　茂 13 総務委員会
募金・産学連携委員会

小計 28 名 H23経 西舘　卓人 4 総務委員会

H27経院 上満　研吾 6 理事 組織・交流委員会副委員長
財務委員会

S60歯 杉崎　順平 4 理事 H27経 谷畑  敦史 1

H01歯 浅田　清 3 理事 クラーク遺徳顕彰・墓参委員 S52食修 樋口　達夫 10 副会長

S61食 中田　邦彦 11 小計 10 名

小計 2 名 H03食 釜谷　明 14

H06食修 大野　隆明 10 理事 総務委員会副委員長

小計 4 名

合計 92 名

S39薬 野呂　忠一 特命 理事 S48農生 伊藤　洋 特命 理事

S54法 石川　裕一 特命 副会長 募金・産学連携委員会副委員長
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水産学部

歯学部

北海道大学東京同窓会 2022年度（令和4年度） 評議員（学部）一覧表

農学部 理学部 文学部

エ学部

教育学部

経済学部

獣医学部

法学部

薬学部

医学部

令和4年度 東京同窓会 総会
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北海道大学東京同窓会  令和4年度  評議員（世代）一覧表
学部 名前 就任

年数 理事 委員会 学部 名前 就任
年数 理事 委員会 学部 名前 就任

年数 理事 委員会

H30 2018 環境院 山本  淳博 3 広報委員会
組織・交流委員会 H16 2004 理 増岡　弘之 13 S58 1983 農 鷲田　千臣 13 監事

H29 2017 法 小島  恵太 5 H16 2004 医 高橋  良佳 13 募金・産学連携委員会 S57 1982 水 阿部　修司 8

H16 2004 水 矢部  いつか 13 S57 1982 工 福士　博司 6 理事

小計 2 名 H14 2004 理 長谷川　健 5 情報処理委員会 S57 1982 農 桜田  功 1 副会長

H12 2000 農 三浦　隆司 13 S56 1981 農 佐藤　寛 11

H12 2000 水 前田  亘宏 11 S56 1981 工院 岩瀬　徹哉 8

H26 2014 情報院 多田  宗弘 6 H10 1998 法 山本　剛 13 S55 1980 工 居駒　幹夫 13

H26 2014 環境院 宮佐  穂奈未 5 H10 1998 法 楯　裕史 13 募金・産学連携委員会 S55 1980 水 畠山　義彦 13 理事 総務委員会

H25 2013 情報院 辻本  陽平 6 組織・交流委員会副委員長 H10 1998 歯 上岡　理晴 13 S55 1980 工院 藤田　栄 13

H25 2013 環境院 高野  葵 6 広報委員会 H09 1997 工 山口　建章 13 S57 1982 医 弘田  裕 13 副会長

H25 2013 環境院 楊  ジョウ 6 H07 1995 農 溝口　尚重 12 理事 情報処理委員会
募金・産学連携委員会 S53 1978 工院 中島　敏夫 13

H24 2012 経 久野　和哉 6 組織・交流委員会 S53 1978 工 菅野  彰一 7 理事 募金・産学連携委員会副委員長

H24 2012 文修 彭  秀実 5 小計 11 名 S53 1978 獣 境　政人 7

H23 2011 工院 山田　尚大 8 理事 組織・交流委員会委員長 S51 1976 医 五十嵐  良雄 10

H22 2010 経 中西　克彦 11 S50 1975 工 井上　修平 4 副会長 募金・産学連携委員会副委員長

H22 2010 工院 小中出　拓也 10 組織・交流委員会 H06 1994 法 高田　清志 13 S48 1973 農 浜名　純 13 情報処理委員会

H22 2010 工院 浦崎　稔史 3 広報委員会 H06 1994 理 西川　達雄 13 S48 1973 工 小山内　清潤 10

H21 2009 法 沖崎  遼 8 監事 H05 1993 医 岩村　美佳 13 S47 1972 工 及川　正規 13 理事

H21 2009 工 宮田　康大 6 H04 1992 工 高野　伸一 13 S46 1971 農 高島　章生 13

H20 2008 経済 杉山　美雪 13 H04 1992 工院 江原　猛 13 S45 1970 工 鈴木　憲 13

H20 2008 経済 常松　尚史 13 理事 募金・産学連携委員会 H04 1992 工 大久保　高樹 5 情報処理委員会 S45 1970 農 高橋　周 13

H20 2008 工院 加藤　貴臣 13 H02 1991 工院 黒田　政寿 13 S44 1969 工 石井　哲夫 13

H19 2007 農院 鈴木　貴文 10 H02 1990 経 宇治原　里志 13 S42 1967 工 岡　隆次郎 13

H19 2007 工 原田　武志 5 理事 情報処理委員会副委員長 H02 1990 教 今田　久美子 6 S42 1967 医 伊藤　敦之 13

H17 2005 法 山田　敏之 13 H02 1990 工 依田  智子 1 理事 情報処理委員会

H17 2005 工 酒井　美帆 13 H01 1989 工 松田　茂広 13 小計 24 名

H01 1989 工 山森　聡 13

小計 20 名 H01 1989 理 橋本　大志 8 理事

S63 1988 法 石関　正浩 13

S63 1988 理 原澤　直子 13

S63 1988 医 根本浩一郎 7

S63 1988 工院 千葉　寛之 5 情報処理委員会

S62 1987 法 萱野　聡 13 理事 財務委員会委員長
募金・産学連携委員会

S62 1987 農 岡村　浩 13

S61 1986 理 中村　知道 11

S61 1986 工 島田　久 7 理事 広報委員会委員長

S60 1985 工 臼田　亨 13

小計 22 名

合計 79 名
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３０歳代

５０歳代

北海道大学東京同窓会 2022年度（令和4年度） 評議員（世代）一覧表

卒年 卒年 卒年

２０歳代 ４０歳代 ６０歳代以上

知っている人は
いるかな？

令和4年度 東京同窓会 総会

　

◎
大
学
時
代
の
思
い
出

　

新
歓
で
初
め
て
見
た
応
援
団
に
、

「
入
る
し
か
な
い
」
と
決
め
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
中
の
応
援
団
の
皆
さ
ん
に
、
入
団

志
願
。
小
樽
商
大
と
の
定
期
戦
・
交
流

会
や
、
七
大
戦
で
の
応
援
は
非
常
に
熱

か
っ
た
。
野
球
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
・

　

◎
北
大
進
学
の
理
由

　

な
ん
て
っ
た
っ
て
か
っ
こ
い
い
か

ら
。  

競
技
ス
キ
ー
合
宿
に
来
て
い
た
ニ

セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
の
最
高
の
雪
に
憧
れ
、

父
が
教
え
て
く
れ
た
北
大
の
学
問
セ
ン

ス
の
素
晴
ら
し
さ
、母
が
生
ま
れ
た
満
州

に
似
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
澄
ん
だ

❖東京同窓会 新役員・理事・委員長 —新メンバーからの自己紹介

工
学
部
・
機
械
工
学
科（
Ｓ
59
卒
）

応
援
団
／
神
奈
川
県
出
身

工
学
部
・
合
成
化
学
工
学（
Ｈ
１
卒
）

ス
キ
ー
競
技
部
／
岡
山
県
出
身

ボ
ー
ト
・
卓
球
・
柔
道
・
演
劇
な
ど
、

北
大
の
校
風
意
気
発
揚
に
な
る
活
動
は

何
で
も
応
援
し
ま
し
た
。
卒
団
後
は
、

機
械
工
学
科
で
技
術
・
仕
事
を
叩
き
込

ま
れ
、社
会
復
帰
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
◎
思
い
出
の
お
店

　

南
３
西
５
の
雑
居
房
。
又
の
名
は
Ｚ

で
、こ
こ
に
入
っ
た
ら
後
が
な
い
ブ
ラ
ッ

ク
ニ
ッ
カ
の
店
。
何
故
か
テ
ー
ブ
ル
が

曲
が
っ
て
い
て
グ
ラ
ス
が
テ
ー
ブ
ル
の

中
心
に
寄
っ
て
ゆ
く
。
体
育
会
の
先
輩

方
が
多
く
、
気
が
付
く
と
寮
で
寝
て
い

る
か
、
店
を
出
る
と
外
が
明
る
く
な
っ

て
ま
し
た
。「
夢
中
さ
君
に
」
が
か
か
る

と
閉
店
。
熱
く
鍛
え
て
頂
き
ま
し
た
。

空
気
に
憧
れ
進
学
し
ま
し
た
。

　
◎
大
学
時
代
の
思
い
出

　

体
育
会
ス
キ
ー
部
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
厳
し
さ
に
よ
く
つ
い
て
い
け
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。３
年
生
に
も
な
る
と
強
靭

な
肉
体
と
精
神
力
が
つ
き
、午
後
の
実

験
演
習
を
終
え
た
後
、車
を
飛
ば
し
て

旭
川
の
ピ
ッ
プ
ス
キ
ー
場
の
ナ
イ
タ
ー
練

習
に
合
流
、そ
の
後
運
転
し
て
帰
宅
し
、

翌
日
も
。毎
日
爆
走
し
て
い
ま
し
た
。

　
◎
思
い
出
の
お
店

苺
館
：
石
の
壁
の
異
空
間
が
お
し
ゃ
れ

で
大
好
き
で
し
た
。紅
茶
と
パ
ン
プ
キ
ン

ケ
ー
キ
と
カ
レ
ー
が
思
い
出
の
味
！

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
い
く
つ
か
Ｉ

Ｔ
企
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

◎
大
学
時
代
の
一
番
の
思
い
出

　

農
業
経
済
学
科
で
は
黒
柳
俊
雄
先
生

の
ゼ
ミ
で
し
た
。
卒
業
論
文
に
あ
た
っ

て
、
ま
だ
世
間
で
は
珍
し
か
っ
た
パ
ソ

コ
ン
を
使
用
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の

社
会
人
人
生
の
大
き
な
柱
と
な
る
Ｉ
Ｔ

に
関
わ
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

な
お
、
黒
柳
ゼ
ミ
で
の
最
大
？
の
思

い
出
と
し
て
は
、
ゼ
ミ
の
コ
ン
パ
で
、

今
は
な
き
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
バ
レ
ー
「
エ

ン
ペ
ラ
ー
」
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。
大

人
の
社
交
場
と
い
う
も
の
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
（
笑
）。

列
車
で
合
格
発
表
を
見
に
来
ま
し
た
。

　
◎
大
学
時
代
の
破
壊
的
な
出
来
事

　

当
然
の
よ
う
に
ス
キ
ー
競
技
部
に
入

部
、
真
夏
の
旭
岳
ス
キ
ー
合
宿
を
は
じ

め
、
北
海
道
の
数
々
の
雪
山
と
大
平
原

で
の
駅
伝
、
茨
戸
で
の
レ
ガ
ッ
タ
と
、

大
い
に
大
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。
イ

ン
カ
レ
初
出
場
は
１
年
目
か
ら
の
ア
ル

ペ
ン
は
叶
わ
ず
、
70
ｍ
級
ジ
ャ
ン
プ
。

前
年
大
会
で
３
部
校
の
40
ｍ
級
で
点
数

を
荒
稼
ぎ
し
て
２
部
校
に
昇
格
を
果
た

し
て
く
れ
た
先
輩
方
の
お
陰
で
、
そ
の

後
の
人
生
の
揺
ぎ
無
き
度
胸
を
構
築
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
40
と
70
で
は

破
壊
的
な
違
い
が
あ
る
の
で
す
。

株式会社IＨＩ
技監

岩﨑　哲也
理　　　　事

日立製作所 
研究開発グループ主任研究員

依田　智子
理　　　　事

　

◎
現
在
の
仕
事

　
１
９
８
３
年
に
全
国
共
済
農
業
協
同

組
合
連
合
会
に
入
会
、
そ
の
後
２
０
１
４

年
に
共
栄
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
常

務
取
締
役
、
２
０
１
９
年
株
式
会
社
中

央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
代
表
取
締

役
社
長
を
経
て
、
現
在
は
Ｉ
Ｔ
・
経
営

　

◎
北
大
進
学
の
理
由

　

１
９
７
９
年
入
学
。
す
で
に
す
す
き

野
は
デ
ィ
ス
コ
全
盛
。
東
京
の
大
学
も

受
験
し
た
の
で
す
が
、
や
は
り
、
ス
キ
ー

が
し
た
か
っ
た
の
で
北
大
。
小
中
と
小

樽
で
高
校
途
中
か
ら
函
館
。
小
樽
で
友

達
と
落
ち
合
っ
て
蒸
気
機
関
車
の
夜
行

農
学
部
・
農
業
経
済
学
科（
Ｓ
58
卒
）

東
京
都
出
身

工
学
部
・
建
築
工
学
科（
Ｓ
58
卒
）

ス
キ
ー
競
技
部
／
北
海
道
出
身

（株）中央コンピュータシステム
　元代表取締役社長

櫻田　巧
副　　会　　長

三菱総研DCS株式会社
常務執行役員

中村　秀治
情報処理委員長・理事
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北海道大学創基150周年に向けた大学の取組み

示
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
光

が
三
原
色
か
ら
成
り
立
つ
よ
う
に
、
本

学
は
、Sustainability

、Innovation

、

そ
し
てDiversity

の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
一

丸
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
で
、
よ
り
明

る
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
の
決
意

も
示
し
て
い
ま
す
。
以
上
の
よ
う
に
「
北

か
ら
新
し
い
世
界
を
作
っ
て
い
く
」
、
そ

の
決
意
の
も
と
、
本
事
業
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

　

さ
て
、
創
基
１
５
０
周
年
記
念
事
業

の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
ょ
う
。
こ
の

事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
企
画
運
営
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
寳
金
総
長
が
委
員

長
と
な
り
、
私
が
副
委
員
長
と
し
て
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
４
つ
の
記
念

事
業
の
実
施
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
「
古
河
講
堂
の
再
活
用
」
で

す
。
古
河
記
念
講
堂
は
１
９
０
９
（
明

治
42
）
年
に
建
築
さ
れ
た
本
学
の
歴
史

あ
る
建
物
で
す
。
本
学
正
門
を
入
っ
て

緑
あ
ふ
れ
る
中
央
ロ
ー
ン
の
向
か
い
に

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
北
海
道
大
学

理
事
・
副
学
長
の
山
口
で
す
。

　

２
０
２
０
年
10
月
寳
金
総
長
の
就
任

に
伴
い
、
総
括
、
教
育
担
当
と
し
て
理

事
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
昨
年
４
月
よ
り
校
友
会
・
同
窓
会

担
当
も
務
め
て
お
り
ま
す
。
先
日
６
月

11
日
の
東
京
同
窓
会
総
会
で
は
、
「
北

海
道
大
学
創
基
１
５
０
周
年
に
向
け

て
」
と
題
し
て
少
し
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
そ
れ
を
文
章

と
し
て
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
ず
、
簡
単
に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
、
群
馬
県
太
田

市
の
生
ま
れ
で
、
埼
玉
大
学
理
学
部

生
化
学
科
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
農
学

研
究
科
（
修
士
・
博
士
）
を
修
了
し
た

後
、
留
学
を
経
て
、
名
古
屋
大
学
で
助

手
、
助
教
授
を
務
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
２
０
０
１
年
に
北
海
道
大
学
大
学

院
理
学
研
究
科
生
物
科
学
科
に
教
授
と

し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
、

私
は
北
大
の
卒
業
生
で
は
な
い
の
で
す

が
、
今
は
多
様
性
の
時
代
で
す
。
校
友

会
担
当
理
事
と
し
て
大
目
に
見
て
く
だ

さ
い
。
お
陰
様
で
、
今
年
３
月
に
教
授

と
し
て
は
定
年
退
職
と
な
り
、
今
は
理

事
・
副
学
長
職
に
専
念
し
て
お
り
ま

す
。
大
学
全
体
の
活
動
と
し
て
は
、
特

に
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
に
は
開
校
当
初
か

ら
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

経
緯
も
あ
り
、
現
在
本
学
の
教
育
全
般

の
か
じ
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

北
海
道
大
学
は
２
０
２
６
年
に
創
基

１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ご
存
じ
の

よ
う
に
、
１
８
７
６
年
の
札
幌
農
学
校

の
開
校
以
来
、
北
海
道
帝
国
大
学
、
戦

後
の
新
制
北
海
道
大
学
、
２
０
０
４
年

の
国
立
大
学
法
人
化
を
経
て
、
本
学
は

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
本

学
は
、
地
域
社
会
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内

外
に
数
多
く
の
人
材

を
輩
出
し
、
地
域
と

世
界
の
発
展
に
寄
与

し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
先
人
達
の
努
力

の
結
実
と
し
て
、
現

在
、
世
界
で
も
有
数

の
規
模
を
誇
る
キ
ャ

ン
パ
ス
を
持
つ
総
合

研
究
大
学
へ
と
発
展

を
遂
げ
ま
し
た
。

　

２
０
２
６
年
は
、

こ
の
１
５
０
年
の
分
厚
い
歴
史
と
類
稀

な
環
境
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
潜
在
力

に
磨
き
を
か
け
、
唯
一
無
二
の
「
比
類

な
き
大
学
」
と
し
て
、
次
の
１
５
０
年

の
ス
タ
ー
ト
に
も
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
北
海
道
大
学
は
、
「
光
は
、

北
か
ら
。
」
を
合
言
葉
に
、
こ
の
創
基

１
５
０
周
年
記
念
事
業
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
は
寳
金
総
長
が
就
任
直
後
か
ら

使
っ
て
き
た
言
葉
で
す
が
、
「
光
」
と

は
知
識
や
思
想
と
い
っ
た
様
々
な
情
報

を
意
味
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

Lofty am
bition

、
つ
ま
り
、
こ
の
未
曽

有
の
危
機
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
人
道

主
義
の
理
想
の
灯
火
を
こ
こ
札
幌
・
北

海
道
か
ら
発
信
し
て
い
く
と
の
決
意
を

あ
る
白
亜
色
の
建
物
と
し
て
、
と
て
も

存
在
感
が
あ
り
ま
す
。
中
央
に
入
口
を

設
け
、
左
右
に
翼
部
を
伸
ば
す
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
様
式
の
総
２
階
の
建
物
で
、

１
９
９
７
年
に
は
登
録
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
の
耐
震
建

築
基
準
を
満
た
し
て
お

ら
ず
、
現
在
利
用
が
不

可
能
な
状
態
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
安
心
安
全

で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
建

物
に
変
え
て
学
内
外
に
開

放
し
、
新
た
な
北
大
の
名

所
に
し
た
い
と
の
考
え
で

す
。

　

ま
た
、
古
河
講
堂
と
道

を
隔
て
た
旧
昆
虫
学
及
養

蚕
学
教
室
棟
に
つ
い
て

は
、
「
北
海
道
ワ
イ
ン
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
」
棟
と
し
て
改
修
す

る
計
画
が
先
行
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
「
エ
ル
ム
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の
寄

附
事
業
に
な
り
ま
す
。
と
も
に
改
修
が

実
現
し
た
暁
に
は
、
こ
の
あ
た
り
は

「
は
る
か
な
明
治
の
薫
り
」
が
漂
う
学

内
エ
リ
ア
と
な
り
ま
す
の
で
、
同
窓
生

の
皆
様
に
も
広
く
利
用
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
「
情
報
発
信
設
備
（
Ｓ
Ｔ
Ｕ

Ｄ
Ｉ
Ｏ 

１
５
０
）
の
整
備
」
で
す
。

２
０
２
６
年
を
目
指
し
て
、
ま
ず
は
情

報
発
信
や
対
外
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
活
性
化
す
る
た
め
の
拠
点
「
Ｓ
Ｔ

Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ 

１
５
０
」
を
整
備
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
周
年
事
業
の
情
報
発
信
だ

け
で
は
な
く
、
学
外
の
自
治
体
・
企
業

と
の
対
話
の
場
＝
社
会
連
携
拠
点
と
し

て
の
整
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　

３
番
目
は
、
「
融
合
キ
ャ
ン
パ
ス
構

想
」
で
す
。
こ
こ
で
い
う
「
融
合
」
と

は
、
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
の
融
合

に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
現

を
意
味
し
ま
す
。
周
年
記
念
と
し
て
実

施
さ
れ
る
リ
ア
ル
な
イ
ベ
ン
ト
を
、
時

間
と
場
所
を
超
え
て
フ
ル
バ
ー
チ
ャ
ル

で
、
よ
り
多
く
の
参
加
者
に
体
験
し
て

も
ら
お
う
と
の
試
み
と
な
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
３
６
０
度
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
（
Ｖ
Ｒ
）
シ
ア
タ
ー
を
学
内

に
設
置
し
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
圧
倒

的
な
臨
場
感
で
再
現
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
本
学
が
保
有
す
る
様
々
な
デ
ジ

タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
を
基
盤
と
し
て
、
周

年
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
本
学
の
特

徴
で
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
の
魅
力
に

つ
い
て
も
参
加
者
に
体
験
し
て
も
ら
お

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
太
古

の
森
や
鉱
山
現
場
、
広
大
な
海
上
や
宇

宙
空
間
な
ど
、
私
た
ち
が
な
か
な
か
辿

り
着
け
な
い
と
こ
ろ
に
バ
ー
チ
ャ
ル
で

行
っ
て
き
ま
し
ょ
う
！
、
と
い
う
も
の

で
す
。

　

最
後
は
「
北
大
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
す
。
本
学
は
従
来
、

研
究
等
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
（
講

演
会
、
サ
イ
エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ
、
体
験

会
・
講
習
会
）
を
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
こ
で
は
１
５
０
周
年
を
記
念
と

し
て
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
の
計

画
と
な
り
ま
す
。

　

実
施
が
決
定
し
て
い
る
も
の
は
以
上

と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
現
在
、
学
生
支
援
や
学
内
施
設
の

再
編
等
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
「
同
窓
生
の
皆
様
と
と
も
に
本

学
の
未
来
を
作
り
上
げ
て
い
く
」
、
そ

の
た
め
に
は
「
本
学
の
何
に
共
感
・
応

援
し
て
も
ら
う
の
か
？
」
、
こ
の
よ
う

な
視
点
を
絶
え
ず
意
識
し
て
本
事
業
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
ご
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

今
回
の
周
年
記
念
事
業
は
、
本
学
に

と
っ
て
重
要
な
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
な

り
ま
す
。
と
は
い
え
、
こ
れ
が
達
成

さ
れ
て
終
わ
り
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
私
は
、
こ
れ
が
本
学

と
校
友
会
・
同
窓
会
の
皆
様
と
の
分
厚

い
連
携
の
始
ま
り
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
従
来

学
部
同
窓
会
あ
る
い
は
地
域
の
同
窓
会

が
各
々
管
理
さ
れ
て
い
た
同
窓
生
名
簿

を
大
学
と
し
て
一
体
的
に
管
理
・
運
営

す
る
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
を
「
卒
業
生
電
子
名
簿

（
仮
称
）
」
の
構
築
と
称
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
実
現
す
る
こ
と
で
、
現
役

学
生
や
比
較
的
若
い
卒
業
生
の
名
簿
登

録
が
効
率
化
し
ま
す
し
、
そ
れ
を
当
該

同
窓
会
と
共
有
す
る
こ
と
も
可
能
と
な

り
ま
す
。
現
在
、
校
友
会
エ
ル
ム
（
杉

江
会
長
）
の
も
と
で
、
現
役
学
生
の
校

友
会
入
会
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
入

会
学
生
が
そ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
就

職
情
報
の
提
供
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
な
ど
の

英
語
試
験
の
無
料
化
、
１
０
０
円
朝
食

の
提
供
、
等
）
を
享
受
す
る
こ
と
で
、

卒
業
後
も
引
続
き
各
同
窓
会
に
入
会
し

て
も
ら
え
る
よ
う
体
制
整
備
を
進
め
て

参
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の

お
知
ら
せ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち

は
行
動
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
対
面
（
＋
オ
ン
ラ
イ
ン

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
）
で
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
（
感
染
状
況
を
考
慮

し
な
が
ら
最
終
決
定
と
の
注
釈
付
き
で

す
が
…
）
。
９
月
24
日
、
お
会
い
で
き
ま

す
こ
と
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

創
基
１
５
０
周
年
に
向
け
た
大
学
の
取
組
み

北
海
道
大
学
理
事・副
学
長 

山
口
淳
二 

古河講堂

エルム森のプロジェクト webサイト
https://wrc.agr.hokudai.ac.jp/
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さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
２
０
２
０
年
２

月
よ
り
２
代
目
の
理
事
長
を
務
め
て
お

り
ま
す
。

　

記
念
館
建
設
を
最
大
の
使
命
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
新
渡
戸
遠
友
館

（
仮
称
）
を
拠
点
に
、
未
来
を
拓
く

　

◇
新
渡
戸
稲
造
：
そ
の
業
績
と

　
　

持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　

盛
岡
で
生
ま
れ
た
新
渡
戸
稲
造

は
、
東
京
英
語
学
校
で
学
ん
だ
後
、

１
８
７
７
年
に
生
涯
の
友
と
な
る
内
村

鑑
三
や
宮
部
金
吾
ら
と
と
も
に
札
幌
農

学
校
の
二
期
生
と
な
り
ま
し
た
。
卒
業

後
は
約
束
さ
れ
た
こ
と
と
し
て
開
拓
使

に
採
用
さ
れ
、
２
年
後
に
東
大
に
入
る

も
１
年
で
退
学
し
、
私
費
で
ア
メ
リ
カ

に
留
学
（
１
８
８
４
）
、
ア
レ
ゲ
ニ
ー

大
学
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学

で
学
び
ま
す
。
３
年
後
に
は
札
幌
農
学

校
准
教
授
と
し
て
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
大

〝
新
渡
戸
の
子
〟
を
育
成
す
る
様
々
な

機
会
を
提
供
し
ま
す
。

・
〝
今
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
〟
の
企
画
・

提
案

・
共
に
学
び
、
高
め
合
う
機
会
・
場
の

提
供

・
学
び
を
広
げ
、
率
い
て
い
く
人
の
育

成
・
輩
出

・
新
渡
戸
稲
造
・
萬
里
子
夫
妻
の
業
績

顕
彰
、
お
よ
び
札
幌
遠
友
夜
学
校
に
関

す
る
史
料
や
資
料
の
展
示

・
新
渡
戸
に
連
な
る
巨
星
た
ち
、
内
村

壇
に
立
ち
ま
し
た
。
高
倉
新
一
郎
先
生

や
石
塚
喜
明
先
生
ら
も
閉
校
時
ま
で
携

わ
り
ま
し
た
。　

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
差
別

な
く
無
償
で
学
べ
る
、
公
に
認
定
さ
れ

た
大
学
に
よ
る
日
本
最
初
の
社
会
教
育

の
場
で
し
た
。
正
規
卒
業
生
１
１
１
６

名
、
中
退
者
も
入
れ
る
と
５
～

６
０
０
０
名
が
人
格
尊
重
・
自
由
・
平

等
・
博
愛
の
も
と
で
学
び
ま
し
た
。
新

渡
戸
先
生
の
「
無
欲
の
奉
仕
精
神
」
、

「
何
人
に
も
悪
意
を
抱
か
ず
、
す
べ
て

の
人
に
慈
愛
の
心
を
持
っ
て
」
、
「
学

問
よ
り
実
行 

― 

人
生
の
目
的
は
人
間

と
し
て
完
成
す
る
こ
と
に
あ
る
」
の
教

え
が
教
育
の
原
点
と
な
り
、
多
く
の
有

為
の
人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
札
幌
農
学
校
お
よ
び
北
大

農
学
部
の
卒
業
生
は
５
３
９
８
名
で
す

か
ら
、
大
学
に
引
け
を
取
ら
ぬ
大
教
育

機
関
で
し
た
。
こ
の
跡
地
（
札
幌
市
南

４
条
東
４
丁
目
）
は
現
在
新
渡
戸
稲
造

記
念
公
園
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

 

（
一
社
）
新
渡
戸
稲
造
と

　

◇
札
幌
遠
友
夜
学
校
を
考
え
る
会

　
　

大
学
と
市
民
の
架
け
橋
に

　

本
会
は
、
新
渡
戸
稲
造
の
教
育
者
、

国
際
平
和
主
義
者
、
札
幌
遠
友
夜
学
校

創
始
者
と
し
て
の
人
間
愛
に
満
ち
た
高

い
見
識
と
実
践
を
、
市
民
と
と
も
に
学

び
、
実
践
、
継
承
、
伝
達
し
、
よ
り
よ

い
社
会
作
り
に
貢
献
し
よ
う
と
市
民
の

有
志
が
集
ま
り
、
２
０
１
３
年
に
設
立

プロフィール
（一社）札幌農学同窓会理
事長、（一社）新渡戸稲造と
札幌遠友夜学校を考える会
理事長、北大名誉教授、元
農学研究院長

学
、
ハ
レ
大
学
に
留
学
し
ま
す
。

　

母
校
の
教
授
と
な
る
も
（
１
８
９
１

～
１
８
９
７
）
、
過
労
が
た
た
り
休
養

の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
ま
す

が
、
こ
こ
で
名
著
『
武
士
道
』
を
発

刊
、
そ
の
後
は
台
湾
で
製
糖
業
の
近
代

化
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
１
：
貧
困
を
な
く

そ
う
、
目
標
２
：
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
）
、

京
都
帝
大
教
授
、
第
一
高
等
学
校
校

長
、
東
京
帝
大
教
授
（
同
目
標
４
：
質

の
高
い
教
育
）
、
東
京
女
子
大
初
代
教

授
、
女
子
経
済
専
門
学
校
（
現
新
渡
戸

文
化
学
園
）
初
代
校
長
な
ど
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
貢
献
（
同
目
標
５
）
、
国

際
連
盟
事
務
次
長
や
太
平
洋
問
題
調
査

会
理
事
長
と
し
て
平
和
と
公
正
に
尽
く

す
な
ど
（
同
目
標
16
）
、
教
育
・
文

化
、
世
界
平
和
の
た
め
に
多
大
な
貢
献

を
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
目
標
の

全
て
に
素
晴
ら
し
い
足
跡
を
遺
し
た
我

が
北
大
が
誇
る
第
一
の
偉
人
で
す
。

　

◇　

年
続
い
た
札
幌
遠
友
夜
学
校

　

新
渡
戸
先
生
ご
夫
妻
は
、
妻

メ
リ
ー
（
萬
里
子
）
さ
ん
の
実

家
か
ら
得
た
莫
大
な
資
金
で
札

幌
遠
友
夜
学
校
を
創
立
し
ま
し

た
。
お
二
人
は
３
年
後
に
札
幌

を
離
れ
ま
す
が
、
運
営
は
同
期

の
宮
部
金
吾
や
後
輩
の
有
島
武

郎
、
半
沢
洵
先
生
ら
が
引
継

ぎ
、
農
学
校
や
北
大
の
先
生

と
学
生
達
６
０
０
人
以
上
が

１
９
４
４
年
ま
で
の
50
年
間
教

50

鑑
三
、
有
島
武
郎
、
伊
福
部
昭
ら
の
業

績
顕
彰
や
資
料
の
展
示
な
ど
。

　

企
業
や
組
織
向
け
の
講
演
会
、
北
海

道
の
歴
史
な
ど
を
小
中
学
生
に
、
北
大

の
模
擬
講
義
な
ど
を
高
校
生
に
提
供
し

ま
す
。
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
と
武
士
道

講
読
会
を
行
い
ま

す
。
北
大
に
と
っ

て
も
学
会
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
講
演

会
、
演
奏
会
、
映

画
会
、
「
新
渡
戸

カ
レ
ッ
ジ
」
研
修

な
ど
へ
の
利
用
価

値
が
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
市
民
と

交
わ
り
や
す
い
敷

居
の
低
い
サ
テ
ラ

イ
ト
と
し
て
多
様

な
利
用
を
行
っ
て

頂
く
予
定
で
す
。

大
学
と
市
民
の
架

け
橋
に
な
る
の
で

す
。　

　

北
大
の
校
友
会

エ
ル
ム
と
学
部
、

研
究
所
、
地
域
等

の
基
礎
同
窓
会
が

縦
に
横
に
繋
が
る

よ
う
に
致
し
ま

す
。
第
15
代
総
長

丹
保
憲
仁
先
生
、

校
友
会
エ
ル
ム
杉

江
和
男
会
長
、
東

松井 博和（Ｓ47・農／S49・修士）

大学と市民の架け橋：新渡戸稲造
遠友館建設にご協力を

新渡戸稲造の業績と SDGs との対応一覧 

松井博和・藤井茂・編（2022 年 5月 25 日版） 

新渡戸稲造の母校、北海道大学が THE インパクトランキング 2022 の総合ランキングにおいて、2015 年に国

連が採択した「Sustainable Development Goals（SDGs： 持続可能な開発目標）」への取り組みで世界 10位

（日本国内 1位）になったことを契機に、新渡戸の業績を SDGs の 17 目標にあてはめてみました。100 年以上

も前から新渡戸が先見性・先進性をもって持続可能な社会構築に大いに貢献してきたことが分かります。複

数にまたがるものが多いのですが、どちらかと言えば…との編者判断をお許し下さい。 

貧困をなくそう 

 ・札幌遠友夜学校設立（1894～1944） 

 ・「糖業改良意見書」（台湾総督府技師、1901） 

 ・『世渡りの道』21章（1912） 

 ・『人生雑感』「慈善の要は自己の心を頒つにあり」（中央慈善協会理事、1915） 

 

飢餓をゼロに 

 ・『農業本論』（1898） 

 

すべての人に健康と福祉を 

 ・東京医療生活協同組合中野総合病院（現新渡戸記念中野総合病院）開設（1931） 

  

質の高い教育をみんなに 

 ・普連土女学校設立助言（1885、開校 1887、命名 1889） 

 ・札幌農学校教授（1891～1897） 

 ・京都帝国大学法科大学教授（1903）、法学博士（1906） 

 ・第一高等学校校長（1906～1913） 

     ・東京帝国大学農科大学／法科大学教授（1906） 

    ・拓殖大学学監（1917） 

 ・軽井沢通俗夏期大学学長（1918～。途中、中断されたが現在も続けられている） 

  

ジェンダー平等を実現しよう 

  ・英文『武士道』14章「婦人の教育および地位」（1900） 

 ・女子英学塾（現津田塾大学）助言者、顧問（1901） 

 ・東京女子大学初代学長（1918） 

 ・女子経済専門学校（現新渡戸文化学園）初代校長（1928） 

    ・『人生雑感』の「婦人の力」「母の力」（1915） 

    ・河井道、津田梅子、安井哲、上代タノら、後の女子教育者の最大の援護者 

 

安全な水とトイレを世界中に 

  ・『編集余録』（1929～1933） 

 

エネルギーをみんなに。そしてクリーンに 

 ・『編集余録』（1929～1933） 

THEインパクトランキング2022 
北海道大学 世界 1位 

新渡戸稲造（1862～1933）

■新渡戸稲造と札幌遠友夜学校を考える会 北大創基150周年「応援事業」
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京
同
窓
会
横
田
浩
会
長
に
も
会
の
顧
問

に
就
い
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

◇
北
大
創
基
１
５
０
周
年
応
援
事
業

　

２
０
２
６
年
に
創
基
１
５
０
年
を
迎

え
る
北
大
で
は
、
新
渡
戸
が
学
ん
だ
時

代
か
ら
変
わ
ら
ぬ
４
つ
の
基
本
理
念
、

①
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
、
②
国
際
性
の

涵
養
、
③
全
人
教
育
、
④
実
学
の
重
視

を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の

達
成
に
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
、
英
国
タ
イ

ム
ズ
ハ
イ
ヤ
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
が
日
本
で

１
位
、
世
界
全
体
で
10
位
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
（
Ｔ
Ｈ
Ｅ
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
２
０
２
２
）
。
こ
の
高
い
評
価

は
、
札
幌
農
学
校
か
ら
受
け
継
い
で
き

た
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
そ
の

原
型
は
ク
ラ
ー
ク
精
神
を
実
践
し
た
新

渡
戸
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
大
先
輩
た

ち
の
活
躍
が
あ
っ
て
の
も
の
で
す
。

　

そ
の
推
進
に
は
、
北
大
の
知
を
学
内

に
留
め
ず
広
く
分
か
ち
合
い
、
議
論

し
、
実
践
す
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
り
、
そ
れ
を

可
能
に
す
る 

〝
場
〟

が
必
要
と
の
こ
と
で
、

こ
の
度
、
本
会
が
進
め

る
新
渡
戸
稲
造
の
記
念

館
建
設
を
北
大
創
基

１
５
０
周
年
応
援
事
業

と
位
置
付
け
て
、
最
大

の
ご
協
力
を
約
束
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
〝
新
渡

戸
〟
と
〝
遠
友
〟
を
、

北
海
道
、
札
幌
、
そ
し

て
北
大
の
魅
力
あ
る
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
、
新
渡

戸
遠
友
館
（
仮
称
）
か

ら
発
信
で
き
る
よ
う
、

設
計
、
建
築
、
研
究
林

木
材
提
供
等
、
全
面
的

な
協
力
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　

北
大
か
ら
頂
い
た
こ

の
応
援
を
、
記
念
館
完

成
後
に
は
、
今
度
は
市

民
が
北
大
を
応
援
す
る

た
め
の
事
業
と
す
る
こ

と
を
お
約
束
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
大
事
な

〇募金額：2,000円以上、金額は問いません。
〇納入方法　　
①銀行口座振込・振替
　・ゆうちょ銀行
　　　記号：19020　番号：3988211　
　　　加入者名：遠友夜学校を考える会
　・北洋銀行本店営業部　
　　　普通預金　口座番号：6925551
　　　加入者名：一般社団法人 新渡戸稲造と札幌遠友　　
　　　　　　　　夜学校を考える会記念館建設口座
　・北海道銀行本店営業部　
　　　普通預金　口座番号：3274986
　　　加入者名：（社）新渡戸稲造と札幌遠友夜学校　　
　　　　　　　　　を考える会　記念館建設口座
②郵便振込・振替
　　　専用郵便振込用紙を事務局へご請求ください。
※ 銀行口座納入された方は恐れ入りますが、お名前とご住
所を下記の事務局まで、メール、FAX、または郵便でお知
らせ下さい。お名前をHPおよび記念館にお載せします。
なお、公開を希望されない方はお申し出ください。

働きがいも経済成長も 

  ・実業之日本社の顧問となり、『実業之日本』に月２回執筆（1908～） 

 ・『編集余録』（1929～1933） 

 

産業と技術革新の基盤を作ろう 

 ・『編集余録』（1929～1933） 

 ・産業組合中央会岩手支会長（郷里岩手県の産業新興に尽力）（1931～1933） 

  

人や国の不平等をなくそう 

  ・『修養』（1911） 

 ・『編集余録』（1929～1933） 

 

住み続けられるまちづくりを 

  ・講演「地方の話」（1907） 

 ・「地方の研究」（雑誌に、1907） 

 ・『編集余録』（1929～1933） 

 

つくる責任、つかう責任 

  ・『編集余録』（1929～1933） 

 

気候変動に具体的な対策を 

  ・『編集余録』（1929～1933） 

 

海の豊かさを守ろう 

 ・『編集余録』（1929～1933） 

 

陸の豊かさも守ろう 

 ・『編集余録』（1929～1933） 

 

平和と公正をすべての人に 

 ・日米交換教授（1911～1912） 

  ・『人生雑感』の「何時戦争止む乎」「心の平和」（1915） 

 ・国際連盟事務次長（1920～1926） 

    ・オーランド諸島帰属問題解決（新渡戸裁定、1921） 

    ・国際知的協力委員会設立に貢献（現ユネスコの前身）（1922） 

    ・太平洋問題調査会理事長（1929） 

 

パートナーシップで目標を達成しよう 

  ・英文『武士道』（1900） 

  ・『修養』（1911） 

 ・『人生読本』の「人われに代り我人に代りて」（1934） 

 

 

THEインパクトランキング2022 
北海道大学 世界 12位 

THEインパクトランキング2022 
北海道大学 世界 17位 

THEインパクトランキング2022 
北海道大学 世界 18位 

〒060−0061
札幌市中央区南1条西5丁目8 愛生館ビル 　
TEL: 011-577-1441　FAX：011-241-1150
info@nitobe-enyu.org　
http://nitobe-enyu.org/

募金型自動販売機
〈北海道コカ・コーラボトリング（株）

提供、新渡戸稲造記念公園〉本会の案内パンフ（１部）

こ
と
…
、
あ
と
は
資
金
の
み
で
す
！
母

校
を
愛
す
る
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ど
う

か
助
け
て
下
さ
い
。
一
緒
に
、
み
ん
な

が
集
う
場
を
作
っ
て
下
さ
い
。
学
生
時

代
の
コ
ン
パ
１
回
分
で
結
構
で
す
。
積

も
り
積
も
っ
て
大
を
為
す
の
で
す
。

　

◇
募
金
の
納
入
方
法

　

既
に
多
く
の
皆
様
方
よ
り
暖
か
い
応

援
を
頂
い
て
お
り
、
心
よ
り
深
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
新
た
な
方
よ
り
ご
寄
付
頂

け
る
場
合
は
下
記
要
領
で
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
趣
意
に
賛
同
し
た
民
間
企
業

か
ら
は
様
々
な
形
で
応
援
を
頂
い
て
お

り
、
下
の
自
販
機
は
そ
の
一
例
で
す
。

一般社団法人
新渡戸稲造と札幌遠友夜学校を考える会

募金の納入方法

■新渡戸稲造と札幌遠友夜学校を考える会
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【3回】9/18（日）、10/9（日）、10/30（日）
※詳しくはメルマガでご確認ください。

　

◇ 

は
じ
め
に

　

大
村
卓
一
氏
は
、
北
海
道
開
拓
鉄
道

に
尽
力
し
、
最
後
は
満
鉄
総
裁
ま
で
務

め
た
札
幌
農
学
校
工
学
科
の
大
先
輩
で

あ
る
。
私
は
、
大
学
紛
争
が
激
化
す
る

昭
和
四
十
四
年
に
入
学
し
、
後
に
北
大

総
長
と
な
る
佐
伯
浩
先
生
の
指
導
を
受

け
て
卒
業
は
し
た
が
、
当
時
は
北
大
の

歴
史
や
大
村
氏
の
偉
業
も
知
ら
ず
に
い

た
。
国
鉄
に
入
社
後
に
、
国
内
の
新

幹
線
や
都
市
鉄
道
の
計
画
、
建
設
な
ど

に
従
事
し
、
在
イ
ラ
ク
大
使
館
や
国
連

に
も
出
向
し
た
が
、
十
数
年
前
に
、
故

郷
で
あ
る
室
蘭
の
石
炭
桟
橋
の
設
計
・

施
行
を
大
村
氏
が
担
当
し
た
こ
と
を
知

り
、
同
氏
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
、
そ

の
功
績
や
人
物
像
、
明
治
か
ら
終
戦
ま

で
の
時
代
背
景
や
後
藤
新
平
な
ど
の
関

係
す
る
人
々
に
つ
い
て
も
調
べ
、「
北

海
道
の
開
拓
鉄
道
者
、
鉄
道
技
師
・
大

村
卓
一
の
功
績
」
を
出
版
し
た
。

　

◇ 

札
幌
農
学
校
工
学
科
と

　
　

 

恩
師
廣
井
勇

　

大
村
氏
は
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年

に
、
福
井
市
に
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま

れ
、
札
幌
農
学
校
工
学
科
に
廣
井
勇

に
学
ん
だ
。
札
幌
農
学
校
は
１
８
７
６

（
明
治
９
）
年
に
開
校
し
、
そ
の
後
、

１
８
８
７
（
明
治
20
）
年
に
工
学
科
を

設
置
し
、
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
ま

で
に
第
７
回
（
16
名
）
の
卒
業
生
を
世

に
出
し
た
。
大
村
氏
は
そ
の
六
期
生
で

あ
る
。
廣
井
勇
は
札
幌
農
学
校
二
期
生

で
、
開
拓
使
、
ア
メ
リ
カ
で
の
実
務
や

ド
イ
ツ
留
学
を
経
て
母
校
工
学

科
の
教
授
と
な
り
、
小
樽
築
港

工
事
や
後
に
東
京
帝
国
大
学
時

代
、
多
く
の
優
れ
た
人
材
を
育

成
し
た
こ
と
で
も
有
名
だ
。

　

大
村
氏
は
予
科
を
首
席
で
卒

業
し
、
特
待
生
と
し
て
授
業
料

も
免
除
さ
れ
た
よ
う
だ
。
中
央

寺
の
自
炊
寮
で
、
終
生
の
親
友

と
な
る
後
の
北
大
総
長
・
高
岡

熊
雄
ら
と
も
出
会
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
も
参
加
し
た
遊
戯

会
（
運
動
会
の
よ
う
な
大
会
）

に
も
出
場
し
て
入
賞
し
た
記
録

も
残
っ
て
い
る
。

　

廣
井
勇
は
母
校
で
教
え
る
と
同
時
に

道
庁
の
技
師
も
兼
務
し
て
お
り
、
大
村

氏
の
卒
業
論
文
の
課
題
も
実
際
の
鉄
道

計
画
の
設
計
で
、
実
践
的
で
あ
っ
た
。

卒
業
写
真
を
見
る
と
農
学
科
も
含
め
て

少
人
数
で
あ
り
、
師
弟
お
よ
び
学
生
間

も
公
私
と
も
に
密
着
し
た
家
族
の
よ
う

な
濃
密
な
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ

せ
る
。

　

◇ 

創
生
期
の
北
海
道
開
拓
鉄
道

　

大
村
氏
は
、
１
８
９
６
（
明
治
29
）

年
７
月
に
北
海
道
炭
礦
鉄
道
株
式
会
社

（
北
炭
）
に
入
り
、
若
い
鉄
道
技
術
者

と
し
て
、
約
20
年
間
、
路
線
の
改
良
や

新
線
建
設
計
画
な
ど
で
活
躍
し
た
。

１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
に
は
、
約
一

年
間
の
欧
米
出
張
を
命
じ
ら
れ
、
当
時

と
し
て
は
最
先
端
の
設
備
や
技
術
を
調

査
し
、
シ
カ
ゴ
で
同
窓
の
友
人
達
と

会
っ
て
い
る
。
こ
の
成
果
と
し
て
、

ラ
ッ
セ
ル
車
の
導
入
や
防
雪
林
の
設
置

に
加
え
、
室
蘭
、
小
樽
港
の
木
造
の
石

炭
桟
橋
の
設
計
・
施
行
を
指
揮
し
、
効

率
的
な
石
炭
輸
送
に
寄
与
し
た
。
北
海

道
の
鉄
道
は
、
北
の
大
地
の
開
拓
を
飛

躍
的
に
進
め
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

支
え
、
食
料
増
産
や
産
業
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
し
た
。

　

◇ 

大
陸
で
の
活
躍

　

大
村
氏
は
１
９
１
８
（
大
正
７
）

年
、
第
一
次
世
界
大
戦
下
の
複
雑
な
利

害
関
係
が
錯
綜
す
る
大
陸
に
転
じ
、
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
管
理
技
術
委
員
会
委
員
、

鉄
道
技
術
統
一
委
員
会
委
員
、
支
那
黄

河
橋
梁
設
計
審
査
委
員
会
委
員
に
任
命

さ
れ
る
な
ど
、
主
に
国
際
舞
台
で
広
く

活
躍
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
２
５
（
大

正
14
）
年
に
は
朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
長

に
就
任
、
朝
鮮
鉄
道
十
二
年
計
画
の
策

定
や
遂
行
に
尽
力
し
た
。

　

最
後
は
満
洲
に
渡
り
、
関
東
軍
交
通

監
督
部
長
、
松
岡
総
裁
の
下
で
満
鉄
副

総
裁
、
そ
し
て
戦
時
下
の
満
鉄
総
裁
に

抜
擢
さ
れ
た
。
大
村
氏
の
総
裁
就
任
期

間
は
、
１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
７
月

ま
で
の
四
年
と
三
ケ
月
余
で
、
在
任
期

間
と
し
て
は
歴
代
二
位
に
あ
た
る
。
こ

の
間
、
満
鉄
は
大
村
氏
が
主
導
し
た
新

線
建
設
に
よ
り
、
一
万
㎞
の
路
線
網
と

な
っ
た
。

　

満
鉄
総
裁
を
辞
任
後
も
家
族
や
周
囲

の
人
々
の
本
土
へ
の
帰
還
の
勧
め
を
断

り
、
大
陸
に
残
り
終
戦
後
、
大
陸
の
発

展
と
祖
国
の
復
興
を
願
い
つ
つ
本
土
の

土
を
踏
む
こ
と
な
く
犠
牲
と
な
っ
た
。

先
人
が
努
力
し
て
建
設
し
た
イ
ン
フ
ラ

は
今
日
で
も
人
々
の
役
に
立
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。

　

大
村
氏
に
と
っ
て
は
、
鉄
道
技
術
者

と
し
て
の
北
海
道
で
の
経
験
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
延
長
線
上
に
朝
鮮
半
島
の
、
そ

し
て
満
洲
の
鉄
道
に
よ
る
地
域
の
開

拓
や
経
済
発
展
の
夢
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　

◇ 

人
物
像

　

大
村
氏
は
札
幌
農
学
校
に
お
け
る
廣

井
勇
か
ら
、
学
問
的
に
も
精
神
的
に
も

大
き
な
薫
陶
を
受
け
た
。
同
時
に
廣
井

勇
と
同
期
の
内
村
鑑
三
や
新
渡
戸
稲
造

か
ら
の
影
響
も
大
き
い
。
大
村
氏
は
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
酒
は
飲
ま
ず
、
宴
会

ぎ
ら
い
で
、
若
い
人
と
の
議
論
を
好

み
、
高
潔
な
る
人
格
と
そ
の
博
識
は
広

く
知
ら
れ
て
い
た
。
裸
体
操
を
毎
朝
続

け
、
思
索
と
著
作
を
好
ん
で
い
た
。
最

後
の
満
鉄
総
裁
の
山
﨑
元
幹
氏
は
大
村

氏
を
最
も
尊
敬
す
る
人
物
と
し
て
「
鏡

の
よ
う
な
人
で
あ
る
」と
記
し
て
い
る
。

　

大
村
氏
は
常
に
使
命
感
と
責
任
感

を
強
く
持
ち
続
け
、
熱
意
と
努
力
で

日
々
の
業
務
に
最
善
を
尽
く
し
た
。
ま

た
、
若
い
人
へ
鉄
道
人
と
し
て
奉
仕
の

精
神
を
中
心
と
し
た
交
通
道
を
提
唱

し
て
い
る
。

　

大
村
氏
の
場
合
は
、
技
術
者
と
し
て

の
信
念
や
強
い
使
命
感
は
、
札
幌
農
学

校
の
全
人
教
育
、
実
学
重
視
、
国
際
性

を
重
視
し
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
基

層
と
な
り
、
北
海
道
の
開
拓
鉄
道
の
実

務
者
と
し
て
の
経
験
か
ら
得
た
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し

て
そ
の
使
命
に
基
づ
い
て
、
多
く
の
困

難
を
克
服
し
て
信
念
を
持
っ
て
行
動
す

る
こ
と
が
違
和
感
な
く
で
き
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

◇ 

北
大
の
源
流
と
し
て
の

　
　

 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神

　

新
渡
戸
稲
造
が
台
湾
の
糖
業
改
良
に

寄
与
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
台

湾
、
朝
鮮
半
島
、
樺
太
、
満
洲
な
ど
の

地
で
多
く
の
札
幌
農
学
校
・
北
大
の
卒

業
生
が
活
躍
し
た
。
私
は
、
大
村
氏
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
先
人
達
が
、
内

外
の
厳
し
い
困
難
な
時
代
の
中
で
社
会

的
な
使
命
を
自
覚
し
、
高
い
志
、
先
見

性
、
熱
意
を
堅
持
し
て
献
身
的
な
努
力

を
続
け
た
こ
と
に
心
を
打
た
れ
た
。

　

札
幌
農
学
校
は
、
北
の
大
地
で
ク

ラ
ー
ク
博
士
が
蒔
い
た
一
粒
の
種
が
学

生
に
伝
わ
り
、
世
代
を
超
え
て
、
そ
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
根
付
い
て
大
き

く
成
長
し
、
そ
の
輪
が
さ
ら
に
広
が

り
、
日
本
国
内
外
で
結
実
し
た
。
北
海

道
大
学
は
札
幌
農
学
校
の
時
代
か
ら
の

古
い
歴
史
と
伝
統
を
持
ち
、
今
な
お
そ

の
原
点
と
も
言
え
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精

神
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
い
る
。

　

今
日
、
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
れ
ま
で
の

価
値
観
や
仕
事
の
仕
方
も
含
め
て
大

き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
、
我
々

は
今
こ
そ
母
校
の
源
流
・

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に

立
ち
返
り
、
未
来
を
拓
く

時
で
あ
る
。

　

◇ 

ま
と
め

　

大
村
氏
の
あ
ゆ
み
を

通
じ
て
、
北
海
道
や
朝
鮮

半
島
、
大
陸
の
開
拓
鉄
道

の
歴
史
を
知
り
、
未
来
を

担
う
こ
れ
か
ら
の
世
代

へ
の
参
考
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

北炭工務課長時代の大村卓一
〔北海道大学大学文書館〕

札幌農学校卒業記念写真
（１８９６年７月、中列の左端が大村卓一）

〔北海道大学大学文書館〕

シカゴにおける同窓たち
（左から森広、仁木信雄、大村卓一、藤田昌）

〔北海道大学付属図書館〕

旧室蘭駅
（かつて、大村卓一が設計した石炭船積み海上高架桟

橋があり、効率的な石炭輸送に寄与した）

◇鉄道技師・大村卓一にみる北大の源流「フロンティア精神」

 
鉄
道
技
師
・
大
村
卓
一
に
み
る
北
大
の
源
流

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
」

丸の内カレッジにてオンライン講演予定

日本コンサルタンツ（株）
特別顧問 

高津俊司（Ｓ48・工）
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◇
学
内
で
の
幾
つ
か
の
事
件

　

騒
ぎ
、
犯
罪
、
事
故
な
ど
解
っ
た
よ

う
で
解
ら
な
い
事
柄
を
事
件
と
言
い
ま

す
が
、
北
大
で
起
き
た
そ
の
い
く
つ
か

に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
低
温
科
学
研
究
所
の
正
面
入
り

口
の
白
壁
か
ら
で
す
。
建
物
は
戦
後
す

ぐ
（
昭
和
20
年
10
月
）
占
領
軍
に
接
収

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ほ
ど
な
く
返

還
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
正
面
玄

関
を
入
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
壁
一
面
に

派
手
な
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
と
若
い
女
性
が

描
か
れ
て
い
た
の
で
す
。
研
究
、
教
育

の
場
で
あ
る
建
物
に
！
と
割
り
切
れ
な

い
気
分
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
現

実
な
ん
だ
と
思
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
か
っ
た
で
す
。

　

次
は
昭
和
23
年
11
月
25
日
（
サ
ン
ク

ス
ギ
ビ
ン
グ
デ
ー
）
の
米
兵
に
よ
る
出

来
事
が
あ
り
ま
す
。
札
幌
の
市
内
か
ら

問
題
が
始
ま
り
ま
し
た
。
北
一
条
の
ト

ラ
ッ
ク
運
転
手
が
即
死
、
北
大
病
院
の

助
手
、
北
大
の
農
学
部
学
生
な
ど
が

拳
銃
な
ど
で
強
打
（
そ
の
後
亡
く
な

る
）、
水
産
学
部
の
学
生
か
ら
時
計
が

奪
わ
れ
、
や
が
て
正
門
横
で
我
が
身
が

拳
銃
で
強
打
さ
れ
現
金
８
０
０
円
が
奪

わ
れ
た
の
で
す
。
下
手
に
抵
抗
す
れ
ば

何
が
起
き
る
か
解
っ
た
も
の
で
は
有
り

ま
せ
ん
。
為
す
が
ま
ま
に
し
て
お
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
正
解
で
し
た
。
犯
人
た

ち
は
正
門
か
ら
立
ち
去
っ
た
の
で
す
。

彼
ら
が
い
な
く
な
っ
た
の
を
確
認
し
て

か
ら
、
南
門
の
守
衛
室
に
か
け
こ
み

ま
し
た
。
洗
面
器
の
水
は
真
っ
赤
で

し
た
が
、
と
に
か
く
守
衛
さ
ん
に
付
き

添
わ
れ
北
大
病
院
へ
。「
ま
た
来
た
ぁ

…
」
驚
き
の
声
と
共
に
手
当
て
を
し
て

戴
い
た
の
で
す
。
嬉
し
さ
と
安
堵
で
し

た
。
市
電
で
我
が
家
へ
。
翌
朝
い
き
な

り
ジ
ー
プ
に
乗
っ
た
駐
留
軍
の
将
校
の

見
舞
い
を
受
け
た
の
で
す
。
翌
年
か
ら

長
々
と
軍
事
裁
判
が
続
き
ま
し
た
。
後

日
、
犯
人
の
兵
士
た
ち
は
本
国
へ
送
還

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ま
ご
ま
し
た
も
の
を
除
く
と
、
昭

和
25
年
５
月
に
イ
ー
ル
ズ
事
件
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
傷
害
事
件
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
記
憶
に
あ
り
ま
す
。
ま

だ
わ
が
国
に
主
権
が
回
復
さ
れ
て
い
な

い
こ
ろ
、
民
間
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
顧

問
の
イ
ー
ル
ズ
博
士
を
招
い
て
の
講
演

会
の
で
き
ご
と
で
す
。
中
央
講
堂
で
開

か
れ
た
つ
ま
ら
ぬ
講
演
中
、
い
き
な
り

演
壇
を
学
生
た
ち
が
占
拠
す
る
騒
ぎ
と

な
っ
た
の
で
す
。
講
演
は
司
会
者
の

判
断
で
中
止
で
し
た
。
そ
の
責
任
を
司

会
者
が
負
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
左
翼
思
想
を
極
端
に
排
除
す
る
時

代
の
一
齣
で
あ
り
ま
し
た
。
日
本
各
地

の
学
校
な
ど
で
似
た
よ
う
な
雰
囲
気
を

残
し
、
彼
は
帰
国
し
た
と
か
。
　

　

◇
植
物
画
の
こ
と

　

舘
脇
先
生
は
「
も
う
さ
ん
」
と
か

「
親
方
」
と
か
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
失
礼
な
が
ら
先
生
は
、
画

は
駄
目
だ
と
い
わ
れ
る
の
で
し
た
。

従
っ
て
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
本
の
挿
し

絵
な
ど
を
私
が
お
手
伝
い
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。
あ
る
日
、
こ
れ
が
手
本

だ
と
カ
ラ
フ
ル
な
挿
し
絵
の
束
を
見
せ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
チ
ョ
ウ

ノ
ス
ケ
ソ
ウ
や
ヒ
ダ
カ
ソ
ウ
の
絵
を
描

い
て
欲
し
い
と
い
わ
れ
る
の
で
す
。
手

本
は
「
北
海
道
主
要
樹
木
図
譜
」
の
原

画
を
描
か
れ
た
須
崎
忠
助
さ
ん
の
絵
で

し
た
。
臨
教
時
代
に
み
せ
て
戴
い
た
、

植
物
分
類
学
教
室
の
秋
山
茂
雄
先
生
の

東
亜
産
の
ス
ゲ
の
画
は
黒
一
色
の
細
密

画
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
ま
っ
た

く
別
な
魅
力
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
感
動
は
、
東
京
エ
ル
ム
新
聞
や
現
在

も
お
世
話
い
た
だ
い
て
い
る
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
の
挿
し
絵
ま
で
続
い
て
い
る
の

で
す
。「
三
つ
子
の
魂 

百
ま
で
」
な
ん

て
い
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！　

　

◇
大
学
校
内
を
走
る
石
炭
列
車

　

昭
和
26
年
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

農
学
部
の
裏
と
か
、
ポ
プ
ラ
並
木
あ
た

り
が
騒
々
し
い
の
で
す
。
砂
利
が
運
ば

れ
な
に
や
ら
土
木
工
事
で
し
た
。
枕
木

が
並
べ
ら
れ
、
や
が
て
レ
ー
ル
ま
で
敷

か
れ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

ま
だ
そ
の
頃
は
、
冬
に
な
れ
ば
石
炭

が
学
内
の
各
施
設
で
暖
房
用
に

使
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
馬
車
で
国
鉄

桑
園
駅
か
ら
各
施
設
ま
で
運
ば
れ
て
い

た
の
で
す
。
し
か
し
チ
マ
チ
マ
と
運
ぶ

よ
り
校
内
の
ど
こ
か
に

大
き
な
貯
炭
場
を
設

け
、
こ
こ
か
ら
各
施
設

ま
で
運
ん
だ
ほ
う
が
割

安
だ
と
い
う
の
で
、
や

が
て
工
学
部
の
北
の
広

場
に
貯
炭
場
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
大
学
校
内

を
列
車
が
走
る
な
ん
て

さ
す
が
ス
ケ
ー
ル
の
で

か
い
北
大
だ
と
妙
に
感

心
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
来
、
秋
を
迎
え
る
と
校

内
に
汽
笛
が
細
い
な
が
ら
も

聞
こ
え
た
の
で
す
。
し
か
し

こ
う
し
た
燃
料
は
石
炭
か
ら

石
油
へ
置
き
換
え
ら
れ
、
昭

和
40
年
頃
に
は
消
え
て
い
っ

た
と
か
、
時
代
の
な
が
れ
で

す
。

　

ポ
プ
ラ
並
木
と
蒸
気
機
関

車
の
引
く
石
炭
列
車
で
す
。

な
か
な
か
良
い
構
図
で
あ
り

ま
し
た
が
…
。
　

　

◇
洞
爺
丸
台
風

　

昭
和
29
年
９
月
26
日
、
忘

れ
ら
れ
な
い
日
で
す
！
当

時
、
学
内
に
山
好
き
が
集

ま
っ
て
山
岳
会
が
つ
く
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
。
会
員
は
幅

広
く
、
教
職
員
、
事
務
職
員
、
病
院
の

看
護
婦
な
ど
を
巻
き
込
み
、
北
大
山
岳

会
と
い
い
ま
し
た
。

　

秋
の
山
を
楽
し
も
う
と
空
沼
岳
登
山

が
あ
っ
た
の
で
す
。
ま
ず
一
日
目
は
空

沼
小
屋
で
祝
杯
！
で
す
。
日
が
変
わ
り

ま
す
。
ど
う
も
空
模
様
が
芳
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
空
沼
岳
の
て
っ
ぺ

ん
ま
で
行
っ
て
、
札
幌
岳
を
ま
わ
っ
て

定
山
渓
に
出
よ
う
と
い
う
人
た
ち
を
あ

ず
か
り
ま
し
た
。

　

札
幌
岳
の
頂
ま
で
行
っ
た
頃
、
吹
く

風
が
穏
や
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
岩
に

し
が
み
つ
き
な
が
ら
や
っ
と
一
同
通
過

で
す
。
雨
も
加
わ
り
ま
し
た
。
強
い
風

は
樹
々
の
大
枝
ま
で
へ
し
折
る
ほ
ど
で

し
た
。
途
中
に
あ
る
冷
水
小
屋
に
避
難

し
よ
う
と
い
う
者
も
お
り
ま
し
た
が
、

一
刻
で
も
早
く
札
幌
へ
帰
る
の
が
正
解

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
定
山
渓
鉄
道

の
電
車
は
動
い
て
い
て
大
助
か
り
で
し

た
。
札
幌
の
街
は
あ
ち
こ
ち
停
電
し
て

お
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
な
ど
な
い
頃
で

す
。
翌
朝
の
新
聞
で
や
っ
と
被
害
の
全

貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で

す
。
洞
爺
丸
を
は
じ
め
五
隻
の
青
函
連

絡
船
の
沈
没
、
乗
客
の
死
亡
、
岩
内
の

大
火
や
痛
ま
し
い
事
故
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
洞
爺
丸

台
風
で
し
た
。

　

こ
の
台
風
の
規
模
は
ま
こ
と
に
巨
大

で
、
石
狩
川
源
流
の
美
し
い
原
生
林

や
、
樽
前
山
麓
の
森
林
な
ど
に
も
壊
滅

的
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
し
か
し
前
年

ま
で
に
「
石
狩
川
源
流
原
生
林
総
合
調

査
」
は
終
了
し
て
お
り
、
関
係
者
一
同

ホ
ッ
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
自
然
と
は

時
に
酷
い
こ
と
を
人
に
与
え
る
も
の
な

の
で
す
ね
ー
。

　

◇
カ
ラ
ー
写
真
の
登
場

　

物
事
を
記
録
す
る
の
に
写
真
が
使
わ

れ
る
の
は
普
通
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た

が
、
や
は
り
色
が
附
い
て
い
る
ほ
う
が

よ
り
い
い
で
す
ね
。
素
人
も
簡
単
に
彩

色
さ
れ
た
写
真
を
撮
り
た
い
で
す
ね
。

　

昭
和
26
年
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

テ
ス
ト
に
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
と
カ

ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
を
一
本
預
か
り
ま
し

古
き
よ
き
昭
和
の
北
大（
後
編
）

鮫島惇一郎
（S25・理・植）ノハナショウブ園にて

2018年6月30日

雪の北大正門

農学部1953年7月19日

石炭を置いて大学内より桑園駅に帰る
貨物列車1953年9月27日

雪に包まれたかつての低温科学研究所
1955年1月8日

昭和の北大 永遠の日々を懐う
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化
て
い
る
ん
で
す
。
船
の
御
仁
が
「
け

え
ー
る
ぞ
っ
！
」
と
怒
鳴
り
ま
す
。
慌

た
だ
し
く
荷
を
纏
め
、
ど
う
や
ら
親
船

を
め
ざ
し
ま
す
。
し
か
し
海
面
は
大
波

の
揺
れ
、
小
舟
で
ア
イ
泊
り
か
ら
日
方

泊
り
ま
で
廻
っ
て
や
っ
と
親
船
へ
乗
船

し
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
の
故
障
で
は
ら

は
ら
し
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
江
良
の

港
へ
。
天
が
我
ら
に
幸
い
を
呉
れ
た
の

で
す
。

 

◇
農
林
省
林
業
試
験
場

　 

北
海
道
支
場
へ
出
向

　

長
か
っ
た
理
学
部
形
態
学
教
室
と
の

生
活
も
終
わ
り
の
日
が
来
ま
す
。
日
本

植
物
学
会
北
海
道
大
会
の
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
が
終
わ
る
と
、
思
い
出
深
い
場

か
ら
、
何
や
ら
面
倒
臭
い
公
務
員
に
な

る
の
か
と
考
え
た
の
で
す
が
、
止
む
を

得
な
い
事
情
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

担
当
の
課
題
は
「
林
木
の
育
種
」
と

聴
き
ま
し
た
。
昭
和
31
年
７
月
１
日
で

あ
り
ま
し
た
。

　

理
学
部
の
植
物
学
教
室
を

離
れ
て
か
ら
な
ん
と
65
年
が

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す

ね
。
懐
か
し
い
日
々
が
つ
い

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

手
稲
山
が
輝
い
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
人
々
、
豊
か
な

自
然
に
感
謝
を
こ
め
て
…
ま

た
明
日
！

た
。
現
在
の
よ
う
に
ボ
タ
ン
を
押
す
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
光
量
を
計
っ
た

り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
決
め
る

な
ど
、
細
々
と
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
時
代
で
し
た
。

　

さ
て
何
を
撮
ろ
う
か
し
ら
と
出
向
い

た
と
こ
ろ
が
白
亜
館
と
い
わ
れ
た
工
学

部
の
南
、
大
野
池
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
池
は
今
で
も
蓮
池
と
し
て
整
備
さ

れ
、
多
く
の
人
々
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
◇
石
狩
低
地
帯
を
め
ぐ
る

　
　
諸
問
題

　

院
生
た
け
な
わ
の
頃
で
す
。
低
地
帯

の
地
質
学
的
変
遷
、
植
物
、
動
物
た
ち

の
移
動
や
変
化
、
加
え
て
人
文
地
理
的

な
課
題
も
含
め
て
石
狩
低
地
帯
の
自
然

の
移
り
変
わ
り
、
役
割
な
ど
に
つ
い
て

総
合
的
な
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

ば
ら
ば
ら
に
な
り
が
ち
な
課
題
を
一
つ

 

◇
エ
イ
レ
イ
ソ
ウ
園
と

　 

実
験
用
イ
グ
ル
ー
の
建
設

　

こ
の
エ
イ
レ
イ
ソ
ウ
の
集
団
遺
伝
的

解
析
に
は
、
生
の
試
料
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
採
集
地
が

増
え
る
と
理
学
部
温
室
の
畑
で
は
も
う

満
杯
で
し
た
。
ど
こ
か
に
良
い
場
所
は

無
い
だ
ろ
う
か
と
探
し
た
ら
あ
り
ま
し

た
！
我
々
の
教
室
の
南
、
ハ
ル
ニ
レ

の
林
の
中
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
土
地

だ
っ
て
肥
え
て
い
る
に
ち
が
い
あ
り
ま

せ
ん
。
理
学
部
当
局
に
倉
さ
ん
が
掛
け

に
纏
め
て
、
興
味
あ
る
話
が
た
く
さ
ん

提
供
さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
後
で
す
。
札
幌
の
東
端
に
あ
る

モ
エ
レ
沼
を
調
べ
て
見
よ
う
か
、
何
か

面
白
そ
う
な
こ
と
が
見
つ
か
る
か
も
知

れ
ぬ
と
地
質
屋
の
一
人
が
い
い
ま
す
。

と
い
う
わ
け
で
沼
を
訪
れ
ま
し
た
。
泥

炭
地
の
ど
真
ん
中
の
沼
で
あ
り
ま
し

た
。
所
々
に
泥
炭
の
固
ま
り
が
積
み
上

げ
ら
れ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

冬
の
暖
房
用
な
ん
で
す
。
近
々
と
初
め

て
み
る
光
景
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
な

り
に
調
査
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す

が
、
中
身
は
ど
う
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？
後
日
、
ウ
ト
ナ
イ
湖
、
千
歳
川
流

域
の
大
小
の
沼
な
ど
に
も
足
を
の
ば
す

の
で
す
が
、
興
味
あ
る
低
地
帯
の
沼
は

無
数
に
あ
っ
た
の
で
す
。

　

や
は
り
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
の
集
団
遺
伝

的
解
析
に
精
を
だ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
し
た
。

昭和の北大 永遠の日々を懐う

合
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
結
果
Ｏ
Ｋ
！
で

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
な
る
と
忙
し
く
な
り
ま
す
。
芝

生
を
ま
ず
剥
が
し
て
鍬
入
れ
で
す
。
ス

コ
ッ
プ
は
健
気
に
働
い
て
く
れ
ま
し

た
。
立
派
な
エ
イ
レ
イ
ソ
ウ
園
が
出
来

あ
が
っ
た
の
で
す
。
採
集
地
が
増
え

た
っ
て
こ
れ
な
ら
大
丈
夫
で
す
。
来
る

春
が
待
ち
遠
し
く
な
り
ま
す
。

　

各
地
で
集
め
た
オ
オ
バ
ナ
ノ
エ
ン
レ

イ
ソ
ウ
の
染
色
体
の
退
色
模
様
を
調
べ

る
時
期
が
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
開
花
寸
前
の
花
の
蕾
の
低
温
処
理
が

ど
う
し
て
も
必
要
で
、
マ
イ
ナ
ス
零
度

に
48
時
間
ほ
ど
低
温
で
処
理
し
て
、
退

色
模
様
を
調
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
す
。
そ
れ
ま
で
鉢
植
え
の
個
体
は
低

温
室
や
雪
室
で
処
理
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
温
室
で
育
て
た
個
体
が
多

す
ぎ
ま
し
た
。
小
さ
な
雪
室
で
は
も

う
間
に
合
わ
ず
、
研
究
者
一
同
ど
う
し

た
も
の
か
と
大
変
困
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
提
案
さ
れ
た
の
が
、
大
型
の
イ
グ

ル
ー
を
造
っ
て
大
量
に
処
理
し
よ
う
と

い
う
案
で
あ
り
ま
し
た
。
な
ら
ば
我
ら

が
理
学
部
の
中
庭
が
陽
も
当
た
ら
な
く

て
最
高
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

試
験
材
料
の
処
理
で
す
か
ら
、
取
り
出

し
口
の
形
は
い
ろ
い
ろ
考
案
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
め
で
た
く
解
決
し
ま

し
た
。
昭
和
30
年
の
２
月
で
す
。
ま
だ

現
役
の
学
生
諸
君
の
応
援
ま
で
も
ら
っ

て
大
量
の
試
験
材
料
の
処
理
が
可
能
に

な
っ
た
の
で
す
。嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

◇
さ
て
一
息
入
れ
て

　
　
み
ま
し
ょ
う
か
？

　

校
章
に
も
な
っ
て
い
る
オ
オ
バ
ナ
ノ

エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
の
染
色
体
の
退
色
模
様

や
外
部
形
態
の
違
い
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
成
果
を
ま
と
め
る
と
、
道
南
（
東
北

地
方
を
含
む
）・
道
東
・
道
北
な
ど
三

地
域
に
分
け
ら
れ
る
の
で
し
た
。
道
南

域
で
は
個
性
豊
か
な
独
立
形
、
道
北
域

は
低
温
気
候
に
従
っ
て
似
通
っ
た
も
の

ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
道
東
域
で
は

染
色
体
の
退
色
模
様
は
さ
ま
ざ
ま
、
花

や
果
実
の
形
だ
っ
て
大
小
ま
ぜ
こ
ぜ
で

し
た
。
そ
し
て
興
味
あ
る
こ
と
は
こ
れ

ら
三
者
が
出
会
え
る
地
域
と
し
て
、
石

狩
低
地
帯
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

◇
無
人
の
渡
島
大
島
へ
渡
る

　

そ
の
年
の
３
月
に
な
り
ま
し
た
。
我

が
理
学
部
で
は
卒
業
生
の
送
別
会
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
４
月
で
す
。
北
大

助
手
（
理
学
部
）
に
採
用
す
る
と
通
達

を
受
け
ま
し
た
。
差
し
当
り
実
験
温
室

の
管
理
を
や
れ
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ

は
有
り
難
か
っ
た
で
す
ね
！
銭
ん
こ

払
っ
て
い
た
学
生
生
活
か
ら
さ
よ
う
な

ら
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
５
月
に
な

り
ま
し
た
。
理
学
部
玄
関
の
ク
ロ
フ
ネ

ツ
ヅ
ジ
が
満
開
で
し
た
。

　

地
質
学
教
室
の
勝
井
義
雄
さ
ん
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
渡
島
半
島
の
先
っ

ち
ょ
に
無
人
島
だ
と
い
う
島
が
あ
る
ん

だ
け
れ
ど
そ
の
島
を
調
べ
て
み
な
い

か
？
と
い
う
の
で
す
。
勝
井
さ
ん
は

石
狩
川
源
流
総
合
調
査
以
来
の
仲
間
で

す
。
異
存
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
質
や
植

物
だ
け
で
は
物
足
り
ま
せ
ん
。
動
物
屋

な
ど
に
も
声
を
か
け
て
み
た
の
で
す
が

参
加
希
望
者
は
お
り
ま
せ
ん
。
結
局
、

地
球
物
理
の
村
瀬
勉
さ
ん
だ
け
で
し

た
。

　

勝
手
に
「
渡
島
大
島
総
合
科
学
調
査

隊
」
な
ど
と
名
を
付
け
て
出
掛
け
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
経
費
は
全
て

自
腹
。
６
月
、
江
良
町
か
ら
漁
船
に
乗

せ
て
も
ら
っ
て
大
島
上
陸
で
す
！

　

島
の
植
生
は
自
然
そ
の
ま
ま
、
夢
中

で
し
た
。
勝
っ
ち
ゃ
ん
も
感
激
い
っ
ぱ

い
。
村
瀬
の
ト
ム
も
地
磁
気
の
測
定
に

大
わ
ら
わ
。
東
山
や
西
山
、
そ
れ
に
中

央
火
口
丘
な
ん
て
勝
手
に
名
付
け
て
歩

き
ま
わ
り
ま
し
た
。
ミ
ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ

の
大
群
落
、
高
い
地
熱
域
の
ハ
ハ
コ
グ

サ
や
ス
ナ
ゴ
ケ
の
群
生
地
な
ど
全
て
が

眼
に
新
し
く
感
激
の
連
続
で
あ
り
ま
し

た
。

　

夜
中
の
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
密
漁

な
ど
、
無
人
島
の
現
状
を
見
た
の
も
初

め
て
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
食

料
も
底
を
つ
き
か
け
ま
し
た
。
携
帯
電

話
な
ん
か
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
約
束
の

日
が
待
ち
遠
し
く
、
北
海
道
本
島
を
遠

く
青
く
眺
め
る
だ
け
で
し
た
。

　

迎
え
の
船
が
や
っ
と
来
た
と
き
は
嬉

し
か
っ
た
で
す
ね
。
星
が
キ
ラ
キ
ラ
と

輝
く
夜
中
、
穏
や
か
な
浜
が
何
故
か
時

白亜館といわれた工学部1955年9月12日

理学部中庭のイグルー製作（屋上から撮影、今の総合博物館）

オオバナノエレイソウ染色体
上は普通に染めた染色体

下は低温処理をして染めたもの

工学部の南 大野池（今のハス池）
1954年3月20日

ポプラ並木 1953年9月9日
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当
サ
ロ
ン
は
15
年
ほ
ど
前
に
囲
碁
好

き
の
同
窓
生
が
数
名
集
ま
っ
て
同
好
会

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

初
期
の
頃
は
碁
盤
、
碁
石
、
対
局
時

計
等
を
揃
え
る
な
ど
、
ご
苦
労
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
会
員
数

は
徐
々
に
増
え
続
け
、
今
で
は
初
級
者

（
初
心
者
）
か
ら
高
段
者
ま
で
20
名
ほ

ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
月
第
二
木
曜
日
の
午
後
に
サ
ピ
ア

タ
ワ
ー
の
会
議
室
を
お
借
り
し
て
烏
鷺

（
う
ろ
）
を
戦
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
。

（
烏
鷺
と
は
、
黒
白
の
碁
石
を
黒
い
カ

ラ
ス
と
白
の
サ
ギ
に
比
喩
し
た
囲
碁
用

語
で
す
。）

　

ま
た
、
春
夏
秋
冬
、
年
に
４
回
名
人

戦
と
称
し
て
大
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
く
じ
引
き
で
対
戦
相
手
を

決
め
、
一
日
に
四
局
打
ち
、
そ
の
勝
敗

に
よ
っ
て
順
位
を
決
め
、
そ
し
て
順
位

に
応
じ
て
賞
品
（
賞
金
）
を
授
与
し
て

い
ま
す
。
過
去
の
最
多
参
加
者
は
16
名

で
し
た
。（
碁
盤
が
８
面
し
か
な
い
の

で
ギ
リ
ギ
リ
で
し
た
。）

　

囲
碁
は
置
き
石
の
数
で
ハ
ン
デ
を
調

整
し
ま
す
の
で
、
初
級
者
に
も
優
勝
の

チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
会

の
後
は
祝
賀
会
と
称
す
る
懇
親
会
も
あ

り
、
優
勝
者
の
ス
ピ
ー
チ
も
少
し
は
あ

り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
囲
碁
の
話
と
学

生
時
代
の
思
い
出
な
ど
で
盛
り
上
が
っ

て
お
り
ま
す
。　

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
サ
ピ
ア
タ

ワ
ー
の
会
議
室
が
使
え
な
く
な
り
ま
し

た
の
で
、
全
て
の
活
動
を
自
粛
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
や
蔓
延

防
止
等
重
点
措
置
が
発
令
さ
れ
て
い
な

い
時
期
に
は
例
会
を
開
い
て
ほ
し
い
と

の
会
員
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
都
内
の

適
当
な
会
場
を
探
し
た
結
果
、
感
染
対

策
を
し
っ
か
り
と
実
施
し
て
い
る
市
ヶ

谷
の
日
本
棋
院
（
囲
碁
の
殿
堂
で
す
）

や
神
保
町
の
学
士
会
館
等
を
利
用
し
て

月
例
会
を
再
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
感
染
対
策
上
、
大
人
数
に

な
る
大
会
や
懇
親
会
は
す
べ
て
中
止
し

て
お
り
ま
す
。

　

右
の
写
真
は
２
０
１
９
年
９
月
の
大

会
（
第
21
回
名
人
戦
）
で
す
。
後
列
左

か
ら
大
槻
（
理
48
）、
丸
山
（
理
48
）、

吉
原
（
水
46
）、
尾
中
（
農
41
）、
糸
田

（
法
34
）、君
島
（
工
43
）、加
賀
谷
（
理

48
）、
谷
中
（
工
44
）、
前
列
左
か
ら
３

位
：
出
村
（
工
45
）、
大
島
会
長
（
工

28
）、
優
勝
：
深
尾
（
理
48
）、
準
優
勝
：

佐
藤
（
水
46
）
で
す
。

　

ま
た
、
上
の
写
真
は
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー

の
会
議
室
が
使
用
禁
止
に
な
っ
て
以

来
、
利
用
し
て
い
る
学
士
会
館
で
撮
影

し
た
も
の
で
す
。
入
館
時
に
体
温
測

定
、
手
指
消
毒
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

皆
さ
ん
マ
ス
ク
を
着
用
し
ア
ク
リ
ル
板

を
挟
ん
で
対
局
し
て
い
ま
す
。

　

囲
碁
は
、
老
若
男
女
、
大
人
か
ら
子

供
ま
で
誰
で
も
楽
し
め
る
頭
脳
ス
ポ
ー

ツ
（M

ind Sports

）、
今
や
海
外
に
お

い
て
も
フ
ァ
ン
が
多
く
、
ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
〝
Ｇ
Ｏ
〟
が
共
通
用

語
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

囲
碁
は
特
に
右
脳
を
使
う
ゲ
ー
ム
で

す
の
で
、
医
学
的
に
も
右
脳
を
刺
激

し
、
判
断
力
を
高
め
、
ス
ト
レ
ス
解
消

に
効
果
が
あ
る
こ
と
は
既
に
認
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、ボ
ケ
防
止
、

脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
、
予
防
面
で
も
囲

碁
の
効
能
が
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
サ
ロ
ン
北
大
卒
業
生
の
み
な
ら

ず
、
北
大
で
勤
務
経
験
の
あ
る
方
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

初
心
者
の
方
に
で
も
高
段
者
が
手
取

り
足
取
り
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、

短
期
間
で
上
達
す
る
こ
と
間
違
い
な
し

で
す
。
囲
碁
に
興
味
の
あ
る
方
は
一
度

覗
き
に
来
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

　

同
窓
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
け
れ
ば
、
次
回
の
例
会
の
場
所

等
、
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

幹
事 

深
尾 

保
章（
Ｓ
48
理
・
化
）

学士会館（2022年5月12日）

第21回名人戦（2019年9月）

◆エルム囲碁サロンの活動

エ
ル
ム
囲
碁
サ
ロ
ン
の
活
動

ダ
紀
行
」
で
同
行
者
の
夫
人

テ
ィ
ル
さ
ん
が
「
オ
ラ
ン
ダ
の

画
家
の
多
く
は
、
空
を
描
き
ま

す
。
景
色
と
い
え
ば
八
十
パ
ー

セ
ン
ト
が
空
で
す
か
ら
。」
と
話

し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て

い
る
が
、
17
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の

画
家
ロ
イ
ス
ダ
ー
ル
等
の
絵
を

思
い
出
す
。
20
世
紀
の
画
家
モ

ン
ド
リ
ア
ン
や
建
築
家
の
リ
ー

フ
ェ
ル
ト
達
の
直
線
的
な
抽
象

主
義
（
デ
・
ス
テ
ィ
ル
運
動
）
は
網
目

模
様
の
オ
ラ
ン
ダ
の
土
地
の
影
響
が
あ

る
の
だ
ろ
う
。

　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
町
は
狭
い
間
口

の
、
高
さ
が
揃
っ
た
建
物
が
運
河
の
両

側
に
建
ち
並
ぶ
。
建
物
の
下
に
は
木
杭

が
ぎ
っ
し
り
と
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
と

い
う
。
少
し
傾
い
た
建
物
も
あ
る
よ
う

だ
が
、
現
在
も
修
復
し
な
が
ら
使
わ
れ

て
い
る
。

　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
前
か
ら
運

河
ツ
ア
ー
の
船
が
出
て
い
る
。
船
は
幾

風
景
と
の
対
話

海
面
下
に
住
む
（
オ
ラ
ン
ダ
）

年
）。
国
土
の
26
％
が
海
面
下
に
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
は
低
地（
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
）

に
つ
く
ら
れ
た
国
で
あ
る
。
湿
地
帯
に

水
路
を
つ
く
り
、
水
を
風
車
で
高
い
堤

防
の
外
に
汲
み
上
げ
て
抜
き
、
干
拓
地

を
造
り
上
げ
て
き
た
。
埋
立
て
で
は
な

く
水
を
抜
い
た
干
拓
地
の
た
め
多
く
の

海
面
下
の
土
地
が
生
ま
れ
た
。

　

幼
い
こ
ろ
に
読
ん
だ
本
に
「
堤
防
に

小
さ
な
穴
が
あ
い
て
い
る
の
を
見
つ
け

た
少
年
が
命
を
か
け
自
分
の
腕
で
堤
防

の
穴
を
ふ
さ
い
だ
」と
い
う
話
が
あ
り
、

海
面
下
の
町
の
恐
怖
を
空
想
し
た
記
憶

が
あ
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
女
流
作

家
が
書
い
た
児
童
向
け
物
語
だ
っ
た
ら

し
い
。　

　

オ
ラ
ン
ダ
西
部
で
は
内
側
に
緑
の
自

然
地
帯
を
抱
え
込
む
よ
う
に
し
て
環
状

都
市
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
首
都
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
列
車
で
市
街
地
を

過
ぎ
る
と
す
ぐ
に
平
ら
な
牧
草
地
や
畑

の
風
景
が
広
が
り
、
運
河
が
空
間
を
区

切
る
。
20
分
も
す
る
と
新
た
な
町
に
入

り
、
抜
け
る
と
、
ま
た
平
ら
な
田
園
風

景
と
な
る
。
司
馬
遼
太
郎
は
「
オ
ラ
ン

つ
も
の
橋
を
く
ぐ
り
、
心
地
良
く
曲
が

る
川
筋（
黄
金
の
カ
ー
ブ
）を
進
む
。所
々

に
水
上
生
活
者
の
ハ
ウ
ス
・
ボ
ー
ト
が

係
留
さ
れ
て
い
る
。
水
上
に
住
む
権
利

を
持
ち
水
道
や
ガ
ス
も
あ
る
ら
し
い
。

　

１
６
０
０
年
に
日
本
に
漂
着
し
た
オ

ラ
ン
ダ
船
の
乗
組
員
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ア
ダ
ム
ス
や
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ
ン
は
家

康
に
厚
遇
さ
れ
た
。
半
円
形
運
河
で
構

成
さ
れ
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
街
は
江

戸
の
街
づ
く
り
に
も
影
響
を
与
え
た
よ

う
に
思
え
る
。

　

空
路
、
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
に
近
づ
く

と
水
路
に
囲
ま
れ
た
緑
と
黄
色
の
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
が
眼
下
に
見
え
て
く
る
。
オ

ラ
ン
ダ
の
国
土
は
九
州
と
ほ
ぼ
同
じ
、

人
口
は
約
１
７
５
５
万
人
（
２
０
２
１アムステルダムのクルーズ船より

カーブする運河

会
津
光
晨 

︵
Ｓ
40
工
・
建
築
︶　

＊
こ
の
寄
稿
文
は
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
旅
し
た
記
録
を
元
に
し
て
い
る
。
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ど
ち
ら
も
発
見
す
る
と
い
う
意
味
で

は
同
じ
仕
事
で
す
ね
」
と
言
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
ま
で
私
は
不
真
面
目
で
は
な

い
に
し
ろ
、
日
々
仕
事
を
や
り
過
ご
し

て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
は
っ
と
し
ま

し
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
そ
の
上
司
は
本

当
に
化
学
実
験
が
好
き
な
人
で
、
毎
日

毎
日
嬉
々
と
し
て
ベ
ン
チ
に
立
っ
て
い

ま
し
た
。
有
機
化
学
の
教
科
書
の
よ
う

に
詳
細
で
あ
り
な
が
ら
、
圧
倒
的
な
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
実
験
ノ
ー
ト
を
日
々
生
み

出
す
知
性
と
パ
ワ
ー
に
、
私
は
正
直
め

ま
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
尊
敬
の
対
象
で
し
か

な
か
っ
た
彼
も
、
管
理
職
と
し
て
は
会

社
か
ら
よ
く
思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
企
業
が
、
他
人
よ
り
突
き
抜
け
た

個
性
と
能
力
の
あ
る
人
材
を
、
う
ま
く

使
い
き
れ
な
い
典
型
で
も
あ
り
、
保
守

的
な
日
本
企
業
が
、
外
国
人
の
従
業

員
に
う
ま
く
対
応
で
き
な
い
例
で
も
あ

り
ま
し
た
。
会
社
と
上
司
の
ご
た
ご
た

を
傍
で
見
て
い
た
私
は
、
日
本
で
も
外

国
人
と
同
じ
職
場
で
働
く
機
会
は
今

後
も
っ
と
増
え
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

起
こ
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル

環
境
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
米
国
で
学
ぶ
た
め
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
を

取
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
、
言
う
と

聞
こ
え
は
よ
い
で
す
が
、
圧
倒
的
な
才

能
の
上
司
と
自
分
を
比
較
し
、
自
分

に
は
研
究
者
と
し
て
の
才
能
は
な
い
と

あ
き
ら
め
、
違
う
道
を
模
索
し
は
じ
め

た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
１
９
８
６
年
に
理
Ⅱ
系
に
入
学

し
、
薬
学
部
薬
学
科
に
進
学
、
卒
業
後

は
同
大
学
院
製
薬
化
学
専
攻
科
で
学
び

ま
し
た
。
リ
ケ
ジ
ョ
が
ま
だ
ま
だ
少
な

い
時
代
で
、
比
較
的
女
子
学
生
の
多
い

薬
学
部
に
お
い
て
も
、
修
士
課
程
の
同

級
生
40
名
中
、
女
子
学
生
は
５
名
と
い

う
状
況
で
し
た
。
さ
ぞ
か
し
真
面
目
に

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
は
？
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は

私
は
昔
か
ら
歴
史
や
経
済
学
な
ど
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
社
会
学
系
の
勉
強
が

好
き
で
し
た
。
理
系
に
行
っ
た
の
は
、

家
が
貧
乏
だ
っ
た
の
で
、
理
系
に
行
け

ば
家
庭
環
境
に
関
係
な
く
、
そ
れ
な
り

の
専
門
的
な
仕
事
に
就
け
る
か
ら
と
い

う
理
由
で
し
た
。

　

教
養
部
時
代
は
卒
業
に
必
要
な
単

入
社
し
て
５
年
ほ
ど
経
ち
、
ち
ょ
う
ど

１
０
０
０
万
円
程
度
の
軍
資
金
も
手
元

に
あ
り
ま
し
た
。

　
●
簡
単
に
世
界
と
つ
な
が
る
ア
メ
リ
カ

　

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
行
こ
う
と
思

い
立
っ
て
か
ら
実
際
に
渡
米
す
る
ま
で

半
年
ほ
ど
し
か
な
く
、
十
分
な
準
備
も

で
き
な
い
ま
ま
の
渡
米
で
し
た
。
最
初

は
本
当
に
英
語
で
苦
労
し
、
恥
ず
か
し

な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
い
な

が
ら
別
の
大
学
の
Ｅ
Ｓ
Ｌ
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。
最
初
は
１
年
で
完
了
す
る
経

営
学
コ
ー
ス
に
入
学
し
ま
し
た
が
、
途

中
か
ら
と
て
も
つ
い
て
い
け
ず
、
２
年

の
コ
ー
ス
に
変
更
し
、
一
方
で
貯
蓄
を

少
し
で
も
減
ら
さ
な
い
よ
う
、
週
20
時

間
、
大
学
の
図
書
館
で
働
き
ま
し
た
。

授
業
が
終
わ
っ
た
後
、
主
に
夜
の
シ
フ

ト
で
夜
11
時
半
ま
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
ま
し
た
。
毎
日
時
間
と
の
闘
い

だ
っ
た
は
ず
で
す
が
、
一
方
で
様
々
な

面
白
い
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は

と
り
わ
け
中
国
人
留
学
生
に
多
く
接
し

ま
し
た
が
、
彼
ら
は
米
国
の
ト
ッ
プ
の

大
学
に
留
学
し
て
ト
ッ
プ
の
成
績
を
と

る
よ
う
な
超
優
秀
で
、
し
か
も
性
格
も

よ
い
人
ば
か
り
で
し
た
。
そ
の
中
に
は

20
年
以
上
た
っ
た
今
で
も
、
つ
な
が
っ

て
い
る
友
人
が
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら

普
通
の
中
国
人
と
は
あ
ま
り
縁
が
な

く
、
私
の
中
国
人
観
は
、
良
い
方
に
か

な
り
偏
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
で
す

が
こ
の
経
験
が
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
も
つ

位
の
倍
以
上
好
き
な
科
目
を
履
修
し
、

専
門
科
目
以
外
（
？
）
は
す
べ
て
優
と

い
う
成
績
で
し
た
の
で
、
特
に
苦
労
も

な
く
薬
学
部
に
進
学
し
ま
し
た
。
薬
学

部
で
は
実
験
ば
か
り
で
楽
し
い
と
い
う

よ
り
も
大
変
だ
っ
た
記
憶
の
方
が
多
い

で
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
は
一
切
な

し
、
バ
イ
ト
と
実
験
に
追
わ
れ
る
生
活

で
し
た
。
で
す
が
こ
の
経
験
が
、
後
の

私
の
キ
ャ
リ
ア
に
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
●
社
会
人
に
な
っ
て
は
み
た
も
の
の

　

修
士
課
程
修
了
後
、
就
職
活
動
で

い
ろ
い
ろ
す
っ
た
も
ん
だ
が
あ
り
ま
し

た
。
１
年
間
北
海
道
医
療
大
学
助
手
を

し
た
後
、
ド
イ
ツ
バ
イ
エ
ル
社
の
農
薬

部
門
の
日
本
の
研
究
所
に
研
究
員
と
し

て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
の

部
署
は
農
薬
の
作
物
残
留
試
験
や
代
謝

研
究
を
行
う
部
署
で
、
私
が
入
社
し
た

年
は
、
後
に
「
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
」

と
し
て
問
題
に
な
る
新
し
い
殺
虫
剤
が

上
市
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。
当

時
は
追
加
試
験
や
登
録
業
務
に
忙
殺
さ

れ
て
お
り
、
月
に
よ
っ
て
は
１
０
０
時

な
が
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
●
カ
ナ
ダ
の
大
学
を
経
て
日
本
に
帰
国

　

Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
っ
た
後
は
ま
っ
す
ぐ
帰

国
せ
ず
、
カ
ナ
ダ
に
２
年
ほ
ど
寄
り
道

し
、
日
本
に
帰
国
後
は
住
商
フ
ァ
ー
マ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
商
社
に

勤
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
最
初
投
資

フ
ァ
ン
ド
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
フ
ァ

ン
ド
の
投
資
先
の
審
査
な
ど
に
か
か

わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
後
に
当
時
徐
々

に
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
現
し
始
め
た
研
究
・

製
造
受
託
企
業
の
仕
事
に
か
か
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
担
当
は
中
国
、
イ

ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
で
し

た
。
医
薬
研
究
・
製
造
受
託
企
業
に
関

し
て
は
こ
の
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
そ
の

後
圧
倒
的
に
大
き
く
な
っ
た
た
め
、
意

図
せ
ず
そ
う
し
た
企
業
の
大
躍
進
を
後

に
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
●
最
初
は
中
国

　

２
０
０
６
年
、
商
社
時
代
の
顧
客

だ
っ
た
中
国
企
業
に
誘
わ
れ
て
入
社
し

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
日
本
に
あ
る
外
資

系
企
業
や
商
社
な
ど
で
勤
務
し
、
海

外
企
業
と
の
や
り
取
り
は
慣
れ
て
い
ま

し
た
が
、
直
接
海
外
企
業
に
採
用
さ
れ

る
の
は
初
め
て
で
し
た
。
し
か
も
一
人

だ
け
日
本
で
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
そ
ん
な
に
簡
単
に
で
き
る
の
か
、

最
初
は
か
な
り
不
安
で
し
た
。
今
は
問

題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
中
国
か
ら

間
近
い
残
業
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
上
会

社
の
労
働
組
合
の
仕
事
も
し
て
い
ま
し

た
が
、
大
学
の
研
究
室
時
代
に
比
べ
れ

ば
、
全
く
大
変
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

入
社
し
て
２
年
ほ
ど
経
っ
た
時
、
会

社
が
バ
イ
エ
ル
社
の
１
０
０
％
子
会
社

に
な
り
、
私
が
い
た
分
析
部
門
が
縮
小

さ
れ
、
一
部
が
ド
イ
ツ
に
集
約
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
ド

イ
ツ
の
同
じ
部
門
に
行
く
か
、
日
本
の

別
の
部
署
に
移
る
か
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
ド
イ
ツ
で
は
博
士
号
を

持
た
な
い
研
究
者
が
研
究
者
と
し
て

活
動
す
る
の
は
難
し
い
と
思
い
、
日
本

で
元
の
専
門
だ
っ
た
合
成
の
部
署
に
移

り
、
ド
イ
ツ
人
の
上
司
の
元
で
し
ば
ら

く
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
時
、
仕
事
の
休
憩
時
間
の
何
気

な
い
会
話
の
中
で
私
が
「
本
当
は
大
学

で
考
古
学
を
勉
強
し
て
ミ
イ
ラ
の
発
掘

を
し
た
か
っ
た
」
と
い
う
話
を
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
上
司
が
、「
考
古
学
は
古

い
も
の
を
発
見
す
る
仕
事
、
今
の
仕
事

は
新
し
い
化
合
物
を
発
見
す
る
仕
事
、

の
外
貨
送
金
も
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ち
な
み
に
入
社
し
た
て
の
頃

は
、
お
給
料
が
１
カ
月
、
２
カ
月
遅
れ

る
こ
と
は
ザ
ラ
で
し
た
。

　

会
社
は
医
薬
品
の
研
究
を
受
託
す
る

企
業
で
、
私
は
日
本
や
そ
の
他
ア
ジ
ア

地
区
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
の

製
薬
企
業
な
ど
創
薬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

中
国
に
あ
る
研
究
所
で
実
施
す
る
よ
う

に
営
業
す
る
仕
事
で
す
。
た
だ
し
会
社

は
ど
こ
に
営
業
に
行
き
な
さ
い
と
も
言

い
ま
せ
ん
し
、
知
り
合
い
を
紹
介
し
て

く
れ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

で
仕
事
を
も
ら
え
そ
う
な
企
業
を
調
べ

て
、
コ
ン
タ
ク
ト
先
を
探
し
、
そ
の
企

業
に
あ
っ
た
提
案
を
す
る
と
い
う
仕
事

で
す
。
試
薬
の
よ
う
に
実
際
に
商
品
が

あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
創
薬
研
究
と
い

う
、
研
究
者
さ
え
ま
だ
具
体
的
な
プ
ロ

独
・
日
・
米
・
中
・
印
の
企
業
を
経
験
し
て

Jubilant Biosys Limited
Senior Director

Business Development

城戸佳織 （H4・薬・院）中国の国営研究所 Shanghai Synchrotron 
Radiation Facility （SSRF）

大学時代に同級生と
初めて行った利尻礼文の旅

　
●
　
年
以
上
前
か
ら
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
の
が
急
に
脚

光
を
浴
び
ま
し
た
。
こ
の
原
稿
を
読

ん
で
い
る
皆
さ
ん
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
ち
な
み

に
私
は
コ
ロ
ナ
の
15
年
ほ
ど
前
か
ら
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
海
外
企
業
に
勤
め
て

い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
働
き
方
＝
海

外
勤
務
で
は
必
ず
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
始
め
た
当
時

は
ま
だ
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え
ば
電
話
か
メ
ー
ル

で
し
た
。
で
す
が
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が

普
及
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
問
題
な

く
国
境
を
越
え
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
う
し
た
働
き
方
も
ス
ト
レ
ス
な

く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
日

は
私
が
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
よ
う
な

働
き
方
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

こ
れ
か
ら
も
っ
と
多
様
な
働
き
方
を
さ

れ
る
若
い
方
た
ち
の
た
め
に
、
書
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　
●
私
の
大
学
生
活

15 私
の
コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ 

ザ 

ド
ッ
ツ
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ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
を

描
き
切
れ
て
い
な
い

内
容
に
つ
い
て
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
落
と
し

込
ん
で
提
案
す
る

と
い
う
の
は
、
１
件

当
た
り
の
金
額
も
大

き
い
こ
と
も
手
伝
っ

て
、
難
易
度
は
高

か
っ
た
と
今
で
も
思

い
ま
す
。

　

当
時
は
中
国
の
上

海
と
四
川
省
の
成
都

に
研
究
所
が
あ
り
、

私
は
年
に
半
分
く
ら

い
は
中
国
に
行
き
、

日
本
の
お
客
さ
ん
を

連
れ
て
行
っ
た
り
、

中
国
に
い
る
同
僚
と

会
議
に
出
た
り
と
い
う
こ
と
を
し
て
い

ま
し
た
。
日
本
企
業
の
場
合
、
海
外
進

出
の
際
は
ま
ず
海
外
に
子
会
社
を
作
っ

て
事
務
所
を
借
り
、
事
務
員
も
雇
っ
て

と
い
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
外

資
系
企
業
の
場
合
は
ま
ず
は
１
人
、
現

地
の
人
間
を
在
宅
で
採
用
し
て
営
業
さ

せ
、
売
上
が
大
き
く
な
れ
ば
必
要
に
応

じ
て
現
地
事
務
所
を
設
立
す
る
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
私
が
採
用
さ
れ
た

当
時
は
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
が
定
着
す
る

直
前
く
ら
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。

　
●
米
国
企
業
に
転
職

　

き
っ
か
け
は
米
国
の
同
業
他
社
に
勤

め
て
い
た
商
社
時
代
の
同
僚

が
、
別
の
同
業
他
社
に
移
る

の
で
、
後
釜
を
探
し
て
い
る

と
い
う
話
で
し
た
。
当
時
、

働
い
て
い
た
中
国
企
業
の
会

社
の
体
制
が
変
わ
り
、
長
年

一
緒
に
働
い
て
い
た
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
が
大
量
に
退
職

し
、
私
も
よ
そ
に
移
る
か
検
討
し
て
い

た
時
で
し
た
。

　

米
国
企
業
に
は
２
年
ほ
ど
い
ま
し
た

が
、
私
の
入
社
と
同
時
期
に
入
社
し
た

社
長
が
、
そ
れ
ま
で
の
会
社
の
方
針
を

変
更
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
主
流
を
研
究
受

託
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
原
薬
ビ
ジ
ネ
ス

に
シ
フ
ト
さ
せ
、
私
が
辞
め
る
直
前
に

は
会
社
が
フ
ァ
ン
ド
に
買
収
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
現
在
仕
事
を
し
て
い
る
イ

ン
ド
の
同
業
他
社
に
転
職
し
ま
し
た
。

会
社
は
生
き
物
な
の
で
、
社
長
が
変
わ

れ
ば
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
、
辞
め
た

く
な
く
て
も
辞
め
時
が
来
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
の
同
業
他
社
に
移
っ
た
経
緯

は
、
先
の
米
国
企
業
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

研
究
所
長
だ
っ
た
同
僚
の
日
本
人
が
、

研
究
所
閉
鎖
で
ク
ビ
に
な
り
、
私
が
今

勤
め
る
イ
ン
ド
の
会
社
に
ひ
と
足
先
に

勤
め
て
い
た
か
ら
で
す
。
会
社
が
日
本

で
営
業
活
動
を
始
め
る
の
で
、
来
な
い

か
と
誘
わ
れ
た
の
で
す
。

　

カ
ナ
ダ
か
ら
日
本
に
戻
っ
た
時
の
就

職
活
動
は
本
当
に
大
変
で
、
少
な
く

と
も
１
０
０
社
く
ら
い
に
履
歴
書
を
送

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
す
べ
て
口
コ

ミ
で
の
就
職
で
す
。
お
給
料
の
交
渉
も

ほ
ぼ
言
い
値
で
決
ま
り
、
履
歴
書
も
採

用
が
決
ま
っ
て
か
ら
送
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
事
で
す
ね
。
ち
な

み
に
今
の
イ
ン
ド
企
業
は
、
社
長
が
イ

タ
リ
ア
人
で
イ
タ
リ
ア
に
住
み
、
研
究

所
関
係
は
す
べ
て
イ
ン
ド
に
あ
り
、
営

業
部
隊
は
米
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本

に
住
ん
で
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
営

業
会
議
が
い
つ
も
日
本
時
間
の
夜
に
始

ま
る
の
が
唯
一
つ
ら
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
●
最
後
に

　

仕
事
に
お
い
て
は
専
門
性
を
深
く

追
求
し
た
い
方
も
い
る
で
し
ょ
う
し
、

思
い
つ
く
ま
ま
い
ろ
い
ろ
学
び
た
い
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。
愛
着
の
あ
る
会
社

に
ず
っ
と
勤
め
た
い
と
い
う
人
も
い
れ

ば
、
と
に
か
く
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
待
遇
を

高
め
る
た
め
、
と
こ
と
ん
転
職
し
て

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
い
う
考
え
の
人
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
一
番

い
い
と
思
う
選
択
を
す
べ
き
と
思
い
ま

す
。
人
生
半
分
過
ぎ
た
私
が
言
え
る
の

は
、
人
生
に
無
駄
な
こ
と
は
何
ひ
と
つ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
回
り
道
だ
と

思
っ
た
こ
と
が
、
後
で
生
か
さ
れ
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の
い
う
、「connecting 

the dots

」
で
す
ね
。
た
だ
必
要
な
こ

と
は
、
チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
来
た

ら
、
そ
れ
を
積
極
的
に
つ
か
み
に
行
く

べ
き
と
い
う
こ
と
。
自
分
に
は
荷
が
重

い
か
ら
、
家
族
の
こ
と
が
気
に
な
る
か

ら
と
躊
躇
す
る
と
、
次
の
運
が
巡
っ
て

く
る
頃
に
は
、
死
ん
で
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
チ
ャ
ン
ス
と
い

う
扉
は
、
人
生
で
そ
ん
な
に
何
度
も
開

い
て
は
く
れ
な
い
の
で
、
思
い
切
っ
て

飛
び
込
ん
で
流
れ
に
身
を
任
せ
る
の
も

大
事
だ
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
私
は
今
年
の
夏
、
国
政
選
挙
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
！

原薬製造の受託担当者として
お客様を案内した中国の原薬製造施設

Jubilant Biosys Limited（インド）で会食

仕事でもプライベートで訪れるインドの
グジャラート州の遺跡「女王の階段井戸」

成都の研究所時代 
日本のお客さんと会食



FRONTIER 2022/08/20 30FRONTIER 2022/08/2031

　

ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
あ
る
大
学
院
に
い

く
つ
か
コ
ン
タ
ク
ト
し
、
鹿
島
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
の
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を
さ
れ
て

い
た
筑
波
大
学
の
宮
川
教
授
の
も
と
で

学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
農
業
と
は
全

く
違
う
分
野
に
入
っ
た
と
い
う
事
も

あ
っ
て
、
遅
れ
を
と
っ
て
い
な
が
ら

も
、
人
の
身
体
に
関
わ
る
こ
と
へ
の
責

任
を
徹
底
的
に
叩
き
こ
ま
れ
、
人
の
心

理
や
身
体
に
関
わ
る
こ
と
に
改
め
て
魅

力
を
感
じ
な
が
ら
、
ま
た
チ
ー
ム
の
サ

ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、
み
ん
な
で
共
通
の

目
標
に
向
か
っ
て
行
く
こ
と
が
自
分
は

や
は
り
好
き
な
こ
と
な
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

数
々
の
失
敗
の
経
験
か
ら
、
人
の
身

体
を
も
っ
と
知
り
た
い
、
追
求
し
た
い

と
感
じ
、
自
分
の
師
匠
で
あ
っ
た
福
田

崇
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
学
ん
だ
カ

ナ
ダ
行
き
を
決
心
し
ま
し
た
。
福
田
崇

さ
ん
は
筑
波
大
学
出
身
で
、
カ
ナ
ダ

に
渡
り
、
日
本
人
で
初
め
て
カ
ナ
ダ

のAthletic Therapist

の
資
格
を
取

り
、
現
在
も
日
本
代
表
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
チ
ー
ム
を
始
め
、
数
々
の
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
母
校
で
も

associate professor

と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
●
カ
ル
ガ
リ
ー
時
代

　

筑
波
大
学
で
学
ん
だ
後
、
カ
ナ
ダ
の

カ
ル
ガ
リ
ー
に
あ
る
大
学
の
体
育
学
部

で
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
１
年
間
専
攻
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
１
番
驚
い
た
こ
と
は
学

生
と
教
授
の
関
係
性
で
す
。
教
授
が
分

か
り
に
く
い
授
業
を
す
る
と
学
生
は
遠

慮
な
く
そ
の
こ
と
を
伝
え
、
改
善
を

求
め
ま
す
。
学
生
は
自
分
達
は
授
業
料

を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と

し
た
授
業
を
提
供
し
て
ほ
し
い
と
い
っ

た
ス
タ
ン
ス
で
、
学
生
と
教
授
は
対
等

な
立
場
に
あ
り
ま
す
。
教
授
陣
は
し
っ

か
り
し
た
授
業
を
提
供
す
る
と
い
う
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
る
の
で
、
質
の
高
い

教
育
が
保
た
れ
、
教
育
環
境
と
し
て
と

て
も
い
い
関
係
が
出
来
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

生
活
の
面
で
は
、
英
語
を
話
す
暮
ら

し
や
、
色
々
な
国
籍
の
人
が
い
る
移
民

の
国
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
も
っ
て

活
躍
し
て
い
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま

し
た
し
、
自
分
は
自
分
ら
し
く
す
れ

ば
、
周
り
の
み
ん
な
が
個
性
と
し
て
認

め
て
く
れ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ル
ガ
リ
ー
の
日
本
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
生
活
や
ビ
ザ
な
ど
の
色
々
な

助
け
を
受
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

日
本
人
だ
と
い
う
こ
と
が
海
外
で
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
カ
ナ
ダ

と
い
う
移
民
国
家
の
中
で
、
日
本
で
は

気
付
け
な
か
っ
た
母
国
の
ブ
ラ
ン
ド
性

や
魅
力
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
●
エ
ド
モ
ン
ト
ン
時
代

　

カ
ナ
ダ
の
エ
ド
モ
ン
ト
ン
で
長
く

目
指
し
て
き
たAthletic Therapist

と
し
て
職
を
得
ま
す
。Canadian  

Football League

に
属
す
るEdm

onton 
Eskim

os

と
い
う
プ
ロ
の
ア
メ
フ
ト
チ
ー

ム
と
、FC Edm

onton

と
い
う
北
米
の

Independent League

に
属
す
る
プ
ロ

の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
職
場
と
な
り
ま

し
た
。

　

プ
ロ
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
で
働
く
と

い
う
楽
し
さ
、
ま
た
責
任
を
感
じ
な
が

ら
も
や
り
が
い
を
感
じ
、
自
分
の
進
む

べ
き
道
が
少
し
ず
つ
具
体
化
し
ま
し

た
。
自
分
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

し
て
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
か
を
考
え
、
人
の
身
体
に
つ
い
て

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
中
で
、
そ
の
身
体
の
神
秘
と
謙
虚

に
向
き
合
い
、
現
場
に
落
と
し
込
む
こ

と
に
専
念
し
ま
し
た
。
そ
し
て
プ
ロ
の

選
手
や
若
手
育
成
に
関
わ
り
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
作
り
、
社
会
が
活
性
化
で
き
る

し
く
み
を
作
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
●
現
在
・
ト
ロ
ン
ト
で
思
う
こ
と

　

Athletic Therapist

の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
求
人
募
集
か

ら
、
現
在
のToronto FC

に
転
職
し

ま
し
た
。Toronto FC

は
、Ｎ
Ｈ
Ｌ（
北

米
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
）
や
Ｎ
Ｂ

Ａ
（
北
米
バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ー
グ
）
に
も

チ
ー
ム
を
持
つ
ス
ポ
ー
ツ
企
業
の
傘
下

に
あ
り
、
Ｍ
Ｌ
Ｓ
の
中
で
も
大
き
な
規

模
の
チ
ー
ム
で
す
。

　

所
属
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
優
勝

を
経
験
し
、
チ
ー
ム
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
与
え
る
影
響
の
大
き

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ト
ロ
ン
ト
で
子
供
が
生
ま
れ
、

家
族
と
し
て
カ
ナ
ダ
の
社
会
に

関
わ
り
な
が
ら
、
政
府
の
方
針

や
教
育
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
身
近

に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
カ
ナ

ダ
と
い
う
国
に
一
層
魅
力
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
出
る
杭

は
打
た
れ
る
雰
囲
気
が
ま
だ

残
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
、
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
は
、

SPECIAL

な
所
は
ど
ん
ど
ん

伸
ば
し
て
い
く
、
子
供
に
は
そ

カナダ エドモントンのアメフトチーム「Edmonton Eskimos」

家族とMLS CUPの優勝トロフィ

と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
振
り
返

れ
ば
、
言
語
に

関
す
る
講
義
や

Philosophy

に

関
す
る
講
義
が
、

今
こ
う
し
て
カ
ナ

ダ
に
や
っ
て
来
た

根
本
に
あ
っ
た
と

感
じ
ま
す
。
農
学

部
の
専
門
課
程
に

進
ん
だ
後
の
教
授

と
学
生
の
関
係
も

特
徴
的
で
、
学
生

に
や
り
た
い
事
が

あ
る
な
ら
、
先
生

方
も
そ
れ
を
尊
重
す
る
方
針
で
し
た
。

そ
れ
は
生
徒
主
導
型
の
カ
ナ
ダ
の
大
学

に
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。当
時
、サ
ッ

カ
ー
部
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
も
将
来
海

外
に
行
っ
て
挑
戦
し
た
い
、
と
い
う
話

を
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
●
筑
波
大
学
時
代

　

４
年
生
の
夏
、
サ
ッ
カ
ー
部
を
引
退

し
て
か
ら
、
自
分
の
心
の
中
に
大
き
な

　

●
北
大
時
代

　

私
は
も
と
も
と
広
島
出
身
で
す
が
、

北
海
道
と
い
う
自
由
な
雰
囲
気
へ
の
憧

れ
と
地
元
か
ら
離
れ
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
北
大
に
入
り
ま
し
た
。
大
学
で

は
、
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
、
何

が
楽
し
い
の
か
、
何
が
人
生
の
中
で
重

要
な
事
な
の
か
を
考
え
る
い
い
時
間
を

過
ご
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

高
校
で
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
た
の

で
サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
に
参
加
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
当
時
の
４
年
目
の
先
輩
方

空
白
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
話
す
の
が

あ
ま
り
得
意
で
な
か
っ
た
自
分
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
モ
ノ
が
自
分
を
表
現

す
る
方
法
と
し
て
大
事
で
あ
っ
た
と
い

う
事
に
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

人
生
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
た
い
、

ス
ポ
ー
ツ
で
自
分
を
表
現
す
る
選
手
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
と
い
う
分
野

に
挑
戦
す
る
事
を
決
意
し
ま
し
た
。

や
チ
ー
ム
の
熱
量
と
雰
囲
気
に
強
く
惹

か
れ
る
も
の
を
感
じ
、
そ
の
ま
ま
４
年

間
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
そ

こ
で
自
分
の
身
体
と
向
き
合
い
、
自
由

で
寛
大
な
文
化
に
ふ
れ
、
自
分
が
や
り

た
い
事
を
や
っ
て
い
い
の
だ
と
い
う
思

い
を
育
み
ま
し
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
山
に
囲
ま
れ
た
環
境
で

育
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
農
学
部
に
進

み
、
農
業
工
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
が
残
し
た
北
大
の

校
風
や
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
人
材
を

育
て
る
た
め
の
幅
広
い
教
育
を
学
ぶ
こ

MLS  Toronto Fc
Athletic Therapist

宮内翔平
（H16・農）

ト
ロ
ン
ト
Ｆ
Ｃ
で
選
手
を
サ
ポ
ー
ト

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
か
ら
見
る
日
本

　

現
在
私
は
、M

ajor League Soccer

（
Ｍ
Ｌ
Ｓ
）と
い
う
北
米
サ
ッ
カ
ー
リ
ー

グ
の
「
ト
ロ
ン
ト 

Ｆ
Ｃ
」
と
い
う
チ
ー

ム
に
所
属
し
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で

Athletic Therapist

（
ア
ス
レ
チ
ッ
ク 
セ

ラ
ピ
ス
ト
）と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
内
容
と
し
て
は
、
主
に
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
怪
我
の
予
防
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
、

試
合
や
練
習
時
の
応
急
処
置
、
ジ
ム
で

の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
、
栄
養
管
理
な
ど
で
す
。

　

Athletic Therapist

は
日
本
で
は

ま
だ
認
知
度
が
低
い
職
業
で
す
が
、
ア

メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
で
は
、
プ
ロ
チ
ー
ム

は
も
ち
ろ
ん
大
学
や
高
校
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
広
く
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
業
権
も
あ
る

た
め
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
い
て
幅
広
い

年
齢
層
を
健
康
の
部
分
か
ら
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
人
も
多
数
い
ま
す
。
何
故
私

が
北
米
・
カ
ナ
ダ
に
き
て
、
こ
の
様
な

職
業
に
就
き
、
家
族
を
持
ち
生
活
し
て

い
る
の
か
と
い
う
の
は
北
大
時
代
ま
で

遡
り
ま
す
。
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れ
ぞ
れ
に
強
み
と
弱
み
が
あ
り
、
そ
の

子
供
に
応
じ
て
教
育
を
進
め
て
い
け
ば

よ
い
と
い
う
方
針
に
共
感
し
ま
す
。

　

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
子
供
の
成
長

に
沿
っ
た
育
成
方
針
が
比
較
的
で
き
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に

も
っ
と
よ
く
す
る
余
地
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
日
本
と
い
う
環
境
で
は
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
ワ
ー

ル
ド
ワ
イ
ド
な
視
点
で
見
て
み
る
と
ま

だ
ま
だ
偏
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
し
、
素
晴
ら
し
い
部
分
も
あ
り
ま

す
。
ひ
と
つ
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
日

本
の
教
育
の
強
さ
は
、
協
調
性
を
重
ん

じ
、
相
手
の
事
を
考
え
て
行
動
す
る
事

で
す
。
カ
ナ
ダ
や
北
米
の
強
さ
は
、
自

己
主
導
型
で
自
分
の
意
見
を
発
言
し
、

ま
た
他
人
の
意
見
が
違
っ
て
も
そ
れ
は

そ
れ
で
良
い
と
す
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
の
日
本
代
表
チ
ー
ム
な
ど

は
、
海
外
選
手
の
日
本
へ
の
移
民
や
帰

化
が
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お
け
る
海

外
選
手
の
移
民
や
帰
化
の
ル
ー
ル
が
シ

ン
プ
ル
で
、
結
果
が
明
確
だ
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
に
10
年
以
上
住
み
、
ス
ポ
ー

ツ
や
運
動
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
活

か
し
て
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
国
の
枠
を

超
え
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
の
交
流
の

仕
組
み
や
教
育
の
面
な
ど
で
、
日
本
の

社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。

MLS CUP優勝メンバーと

北米サッカーリーグ（MLS）「Toronto FC」

1. 私たちの働き方を革新し、日建設計の企業活動に起因する温室効果ガス排出を2050年に
ゼロとします。 

2. 2050年の都市・建築デザインと働き方のカーボンニュートラルモデルを目標として提起
し、2021 ～ 2050 年で必要となる対策を年次計画として提示します。 

3. これからの地域のあり方を展望し、インフラと建築の機能を融合した柔軟なシステムによ
る身近なカーボンニュートラルを提案します。 

4. 企業の環境配慮を評価するスクリーニングシステムの構築を支援し、ESG 不動産／都市
基盤投資の促進に貢献します。 

5. クライアントと緊急行動の必要性を共有して課題解決を支援します。さらには社会に向け
て発信して共感を呼びかけます。 

執行役員北海道代表 久保田 克己（工・昭59・建）

北海道オフィス
札幌市中央区大通西8-2住友商事・フカミヤ大通ビル 
Tel. 011-241-9537  Fax.011-261-7673 
URL: https://www.nikken.co.jp 

日建設計「気候非常事態宣言」

北海道大学
ホームカミングデー2022

北大交響楽団による演奏（ライブ配信）
歓迎式典〔ご挨拶〕（ライブ配信）
・北大総⻑ 寶金清博氏
・校友会エルム会⻑ 杉江和男氏
ご来賓挨拶（ライブ配信or動画配信）
記念講演会（ライブ配信）
学生による活動報告（ライブ配信）

「都ぞ弥生」（動画配信）

ご注意）新型コロナの感染状況などにより内容が変更になる可能性があります。詳しくは大学ホームページでご確認ください。

９：５５〜
１０：００〜

１０：２５〜
１０：３５〜
１１：２５〜
１１：４０〜

日時：2022年9月24日（土） 会場：北大学術交流会館
【プログラム】（予定）

WEBでの参加もOK!＜ハイブリッド開催＞
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現
地
社
員
合
わ
せ
て
50
名
超
が

一
丸
と
な
っ
て
挑
戦
し
て
い
ま

す
が
、
正
解
の
見
え
な
い
未
来

に
対
す
る
決
断
を
し
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
Ｂ
ｉ

ｇ 

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
の
４
年
・
主
将

時
に
得
た
自
信
、
あ
る
い
は
、

繰
り
返
し
た
く
な
い
後
悔
等
を

思
い
起
こ
し
、
自
身
の
哲
学
と

し
て
決
断
す
る
こ
と
も
多
い
で

す
。
ま
た
、齢
50
を
過
ぎ
て
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
に
思
い
悩
む
こ
と
も
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
技
術
者
と
し
て
社
会
に

出
る
と
決
め
た
初
心
を
思
い
起
こ
す
こ

と
で
考
え
が
整
理
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

４
年
間
毎
日
の
よ
う
に
見
て
き
た
新

サ
ー
ク
ル
会
館
や
イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
風

景
は
、
今
で
も
私
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
学

生
生
活
を
思
い
残
す
こ
と
な
く
、
エ
ン

ジ
ョ
イ
し
て
下
さ
い
。
き
っ
と
皆
さ
ん
の

糧
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
海
外
駐
在
生

活
は
大
変
な
こ
と
も
多
い

で
す
が
、
家
族
で
過
ご
す

時
間
が
増
え
た
り
、
帰
国

後
も
家
族
ぐ
る
み
の
友
人

が
で
き
た
り
、
人
生
を
豊

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
今

後
そ
れ
ほ
ど
長
く
な
い
で

あ
ろ
う
海
外
駐
在
生
活

を
で
き
る
限
り
楽
し
も
う

と
、妻
と
話
し
て
い
ま
す
。

駐
在
期
間
５
年
半

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
で
困
っ

た
記
憶
は
余
り
あ
り

ま
せ
ん
。

　

妻
と
２
人
の
駐
在

生
活
で
し
た
が
、
家

族
ぐ
る
み
で
付
き
合

う
友
人
達
に
も
恵
ま

れ
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

の
日
々
は
、
私
た
ち
夫
婦
に
と
っ
て
思
い

出
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ

は
、
妻
と
共
通
の
趣
味
の
一
つ
と
な
り
、

今
で
も
一
緒
に
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

社
内
の
夫
婦
対
抗
コ
ン
ペ
や
某
商
社
と

の
定
期
戦
も
良
い
思
い
出
で
す
が
、
一
番

は
ゴ
ル
フ
七
帝
戦
で
の
優
勝
で
す
。

　

北
大
は
第
２
回
大
会
で
最
下
位
と

な
っ
た
た
め
、
次
回
大
会
で
の
雪
辱
を

期
し
、
約
３
か
月
同
窓
生
一
丸
と
な
っ
て

練
習
に
励
み
、
第
３
回
大
会
で
見
事
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
模
様
は
、

現
地
の
「
じ
ゃ
か
る
た
新
聞
」
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
優
勝
を
果
た
し
、

表
彰
式
で
熱
唱
し
た
「
都
ぞ
弥
生
」
は
、

格
別
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
●
シ
ェ
ー
ル
革
命
の
米
国
へ
再
び

　
３
度
目
の
海
外
駐
在
は
、
48
歳
と
な
っ

た
２
０
１
７
年
８
月
か
ら
の
米
国
テ
キ

サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
へ
の
赴
任
で
、
５

年
た
っ
た
今
も
現
在
進
行
形
で
す
。
今

回
は
、
現
地
法
人
の
社
長
と
し
て
、
米

国
で
の
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル

事
業
へ
の
参
画
と
、
メ
キ

シ
コ
で
の
鉱
区
取
得
と
探

鉱
が
主
な
任
務
で
す
。

　

意
気
揚
々
と
赴
任
し
た

も
の
の
、
着
任
後
２
週
間

で
、
５
０
０
年
に
１
度
と

言
わ
れ
る
ハ
リ
ケ
ー
ン 

Ｈ

ａ
ｒ
ｖ
ｅ
ｙ
の
直
撃
を
受

け
ま
し
た
。
市
内
は
大
洪

水
と
な
り
、
駐
在
員
・
現
地
社
員
と
そ

の
家
族
の
安
否
確
認
や
サ
ポ
ー
ト
に
追

わ
れ
、
事
務
所
は
１
週
間
ほ
ど
機
能
停

止
と
な
り
、
い
き
な
り
事
業
継
続
に
も

係
わ
る
危
機
に
直
面
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
ま
し
た
。
母
国
か
ら

遠
く
離
れ
た
地
で
体
験
す
る
未
知
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
駐
在
員
と
家
族
に
と
っ

て
、
日
本
で
の
そ
れ
以
上
に
不
安
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
幸
い
両
災
害
時
と
も
、

大
き
な
被
害
は
出
ず
、
胸
を
撫
で
下
ろ

し
て
い
ま
す
が
、現
地
ト
ッ
プ
と
し
て「
社

員
の
生
命
と
生
活
を
守
る
」
と
い
う
最

も
基
本
的
な
使
命
を
認
識
す
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
と
、
石
油

産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
脱
炭
素
の
波
は
、
世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
中
心
・
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
に
も
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
元

来
、
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
と
大
水
深
油
田

の
事
業
拡
大
を
任
務
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
が
、
現
在
は
既
存
事
業
の
脱
炭
素

化
と
低
炭
素
事
業
へ
の
進
出
な
ど
事
業

戦
略
・
計
画
の
転
換
に
大
き
く
舵
を
切

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
50
歳
を
過
ぎ
て

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
大
変

だ
と
感
じ
ま
す
が
、
同
時
に
幸
せ
で
も

あ
り
ま
す
。
未
来
の
た
め
に
も
良
い
仕

事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
●
こ
れ
か
ら
、
そ
し
て
若
い
人
へ

　

海
外
生
活
は
通
算
13
年
を
超
え
ま
し

た
。
札
幌
に
も
15
年
以
上
足
が
遠
の
い

て
い
ま
す
。
た
だ
、
何
処
で
何
を
や
っ

て
い
て
も
感
じ
る

の
は
、
札
幌
・
北
大

で
過
ご
し
た
６
年
間

が
、
今
で
も
自
分
の

大
切
な
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
に
な
っ
て
い
る

な
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
ま
さ
に
、
本

社
か
ら
経
営
を
任
さ

れ
て
い
る
現
地
法
人

の
事
業
を
転
換
し

よ
う
と
、
駐
在
員
・

ゴルフ七帝戦の北大優勝を伝える
現地日刊紙「じゃかるた新聞」

ホワイトハウスを望む（ワシントンDC）

イーグルフォードシェールの掘削現場
（右から2番目が筆者）

問
と
審
査
委
員
会
が
終
わ
り
、
指
導
教

授
が
微
笑
み
な
が
ら
歩
み
寄
り
、
握
手

し
て
言
っ
て
く
れ
た
「Congratulation, 

Dr. M
anabe!

」
に
は
と
て
も
感
激
し
ま

し
た
。

　

独
身
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
間
を

見
つ
け
て
は
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
や

ナ
イ
ア
ガ
ラ
等
の
大
自
然
や
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
や
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
等
の
街
を

訪
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
豊
か
さ
と
奥
深
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
以

降
、
日
本
で
も
米
国
に
対
す
る
様
々
な

意
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
に
と
っ

て
は
今
で
も
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る

懐
の
深
い
国
で
あ
り
、
感
謝
と
尊
敬
と

憧
れ
の
対
象
で
す
。

　
●
メ
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
と
し
て

　
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ

　

２
度
目
の
海
外
駐

在
は
、
39
歳
と
な
っ
た

２
０
０
９
年
か
ら
、
国

際
石
油
開
発
帝
石
株

式
会
社
（
現
、
株
式

会
社
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
）
の

大
水
深
ガ
ス
田
・
Ｌ
Ｎ

Ｇ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
５
０
０
名
を
超
え
る

組
織
の
立
ち
上
げ
メ
ン

　
●
北
大
生
と
し
て

　

初
め
て
大
阪
・
堺
の
親
元
を
離
れ

て
、
１
９
８
７
年
４
月
に
札
幌
へ
来
ま

し
た
。
両
親
に
は
「
学
業
を
頑
張
る
」

と
言
っ
た
舌
の
根
も
乾
か
ぬ
う
ち
、
体

育
会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

Ｂ
ｉ
ｇ 

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
に
入
部
、
そ
の

後
の
４
年
間
の
ほ
ぼ
全
て
を
注
ぎ
込
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。
４
年
時
に
は
主
将

を
務
め
、
あ
る
意
味
「
青
春
を
謳
歌
」

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
問
で
は
、
資
源
開
発
工
学
の
道
に

進
み
ま
し
た
。
大
学
院
の
修
士
研
究
で

「
自
身
の
研
究
が
ど
の
よ
う
に
社
会
に

貢
献
す
る
の
か
」
を
実
感
し
た
こ
と
で
、

バ
ー
と
し
て
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ

ル
タ
へ
の
駐
在
で
し

た
。
自
身
も
、日・英・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
混

成
８
名
の
部
下
を
持

つ
初
め
て
の
管
理
職

と
し
て
の
任
務
で
、

文
化
や
考
え
方
の
違
い
に
悩
み
な
が
ら

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
人
懐
っ
こ
く
、

我
々
外
国
人
に
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
か

つ
オ
ー
プ
ン
に
付
き
合
っ
て
く
れ
ま
す

が
、
仕
事
を
す
る
上
で
は
多
少
オ
ー
プ

ン
過
ぎ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
駐
在

直
後
の
異
文
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
講
師
に
「
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

と
い
う
概
念
は
な
い
と

思
っ
て
下
さ
い
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
が
冗
談

で
は
な
い
こ
と
も
す
ぐ

に
理
解
で
き
ま
し
た
。

部
下
の
一
人
に
こ
っ
そ

り
伝
え
た
こ
と
を
、
翌

日
、
課
員
皆
が
知
っ
て

い
た
な
ん
て
こ
と
も
ざ

ら
で
し
た
。お
か
げ
で
、

教
員
志
望
だ
っ
た
私
が
、
技
術
者
と
し

て
社
会
に
出
た
い
、
と
思
う
動
機
付
け

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
漠
然
と
「
世

界
を
見
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
も
あ

り
、
就
職
で
は
石
油
公
団
（
当
時
）
に

入
り
、
石
油
技
術
者
と
し
て
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　
●
初
め
て
の
海
外
駐
在
・

　
　
米
国
の
大
学
院
へ
の
留
学

　

社
会
人
と
な
っ
て
数
年
間
は
、
井
戸

を
水
平
に
掘
る
技
術
や
深
海
に
眠
る
海

底
油
田
を
開
発
す
る
技
術
な
ど
、
当

時
の
最
先
端
技
術
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
夢
中
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
出
張

で
も
、
米
国
や
欧
州
の
み
な
ら
ず
、
ア

ラ
ブ
諸
国
や
東
南
ア
ジ
ア
に
も
訪
れ
る

な
ど
、
学
生
時
代
に
思
い
描
い
て
い
た

「
世
界
を
見
る
」
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま

し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
生
活
は
、
社
会
人
５

年
目
の
１
９
９
８
年
、
29
歳
の
時
に
米

国
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
に
あ
る
タ
ル
サ
大
学

石
油
工
学
科
博
士
課
程
へ
の
留
学
で
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
３
年
間
は
、
授
業

と
実
験
で
常
に
時
間
に
追
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。
学

位
取
得
の
瞬
間
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

３
時
間
超
に
及
ぶ
博
士
論
文
の
口
頭
試

INPEX Americas,Inc.
President

眞鍋　亮
（H5・工・資源院）

Big Greenの仲間と大学１年冬の合格発表
（中央65番が筆者）

石
油
産
業
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
駆
走
中

ジャカルタ駐在時代の職場の仲間
（右から2番目が筆者）
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学
が
モ
ン
ゴ
ル
へ
と

大
学
紹
介
に
や
っ
て

き
ま
す
（
北
海
道

大
学
も
過
去
に
同

フ
ェ
ア
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
）。
モ
ン
ゴ
ル

で
の
留
学
フ
ェ
ア
に

は
２
日
間
の
イ
ベ
ン

ト
に
最
大
２
０
０
０

人
も
の
来
場
者
が
訪

れ
、
来
場
者
の
日
本

留
学
に
対
す
る
熱
意

を
目
に
し
た
参
加
大

学
か
ら
は
驚
き
の
声

を
よ
く
い
た
だ
き
ま

す
。
総
人
口
は
少
な
く
と
も
、
日
本
留

学
へ
の
高
い
志
を
持
つ
優
秀
な
若
者
が

い
る
モ
ン
ゴ
ル
と
い
う
国
を
大
学
関
係

者
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
究
者
と
し
て
の
自
身
の
知

識
と
経
験
を
活
か
し
て
、
た
く
さ
ん
の

人
に
モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
よ
り
広
く
深

く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
最
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

そ
の
た
め
と
く
に
日
本
の
大
学
生
を
対

象
と
し
た
モ
ン
ゴ
ル
と
の
交
流
事
業
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。九
州
大
学
、

山
形
大
学
、
東
北
公
益
文
科
大
学
、
中

央
大
学
な
ど
の
大
学
と
提
携
し
、
大
学

生
が
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
日
本
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
て
就
業
体
験
す
る
事
業

を
準
備
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
は
両
国
間
の
渡
航
が

で
き
な
い
状
況
に
陥
り

ま
し
た
が
、
日
本
の
大

学
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ

な
い
で
モ
ン
ゴ
ル
か
ら

講
義
を
実
施
し
ま
し

た
。
日
本
の
大
学
生
の

皆
さ
ん
は
海
外
渡
航
は

お
ろ
か
大
学
に
登
校
さ

え
自
由
に
で
き
な
い
状

況
で
し
た
が
、
こ
の
授

業
に
よ
っ
て
少
し
で
も

「
外
の
世
界
」
を
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
●
最
後
に

　

北
海
道
と
モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
、
北

大
の
学
生
と
修
了
生
の
皆
さ
ん
に
ひ
と

こ
と
。
実
の
と
こ
ろ
北
海
道
は
モ
ン
ゴ
ル

と
気
候
が
比
較
的
似
て
い
て
、
モ
ン
ゴ

ル
人
に
と
っ
て
は
過
ご
し
や
す
い
地
域

で
す
。
そ
れ
に
羊
肉
と
縁
の
深
い
モ
ン

ゴ
ル
人
に
と
っ
て
北
海
道
は
羊
肉
を
比

較
的
容
易
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
便
利
な
土
地
で
す
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ

て
か
、
北
海
道
大
学
を
中
心
に
少
な
く

な
い
モ
ン
ゴ
ル
人
留
学
生
が
北
海
道
に

生
活
し
て
い
て
、
北
海
道
に
暮
ら
す
モ

ン
ゴ
ル
人
の
協
会
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

少
し
見
回
し
て
み
れ
ば
、
あ
な
た
の
周

り
に
も
モ
ン
ゴ
ル
と
の
関
わ
り
あ
る
事

柄
が
見
あ
た
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

日本センターでモンゴル文化の講演を行う

コロナ禍の状況下、
日本の大学とオンラインで繋いで授業

友
人
た
ち
と
時
間
を
忘
れ
て
交
わ
し
た

議
論
、
そ
し
て
北
大
の
豊
か
な
キ
ャ
ン

パ
ス
で
過
ご
し
た
年
月
は
、
今
で
も
忘

れ
ら
れ
な
い
貴
重
な
思
い
出
で
す
。
こ

う
し
た
北
海
道
大
学
で
の
過
ご
し
た
時

間
が
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
国
際
協
力

の
現
場
で
勤
務
す
る
現
在
も
私
の
大
き

な
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
●
研
究
と
実
務
、
二
足
の
わ
ら
じ

　

そ
の
支
え
と
は
ま
ず
、
北
大
で
身
に

つ
け
た
文
化
人
類
学
的
な
知
識
と
異
文

化
理
解
に
関
わ
る
姿
勢
で
す
。
私
が
モ

ン
ゴ
ル
で
国
際
協
力
の
分
野
に
お
い
て

働
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
、
私
が

モ
ン
ゴ
ル
語
を
話
せ
る
か
ら
で
も
な
け

れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
と
長
く
関
わ
っ
て
き

た
か
ら
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
モ
ン
ゴ
ル

の
文
化
や
社
会
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
努

め
、
一
見
非
合
理
で
理
屈
に
合
わ
な
い

物
事
に
出
会
っ
て
も
そ
の
背
後
に
あ
る

私
た
ち
に
も
納
得
し
う
る
事
情
か
ら
捉

え
よ
う
と
す
る
、
北
大
で
学
ん
だ
そ
う

し
た
姿
勢
が
私
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。

　

私
は
現
在
で
も
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家

と
し
て
勤
務
す
る
か
た
わ
ら
、
北
大
で

取
り
組
ん
で
い
た
研
究
を
継
続
し
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
大
学
に
籍
を
置
い

て
い
た
時
に
比
べ
れ
ば
研
究
の
歩
み
は

遅
々
と
し
た
も
の
で
す
が
、
幸
い
に
も

北
大
で
得
ら
れ
た
ご
縁
で
共
同
研
究

の
お
誘
い
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。大
学
か
ら
国
際
協
力
の
現
場
へ
と
、

す
な
わ
ち
「
研
究
か
ら
実
務
」
へ
と
軸

足
を
移
し
て
か
ら
も
、
研
究
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
る
現
状
を
た
い
へ
ん
幸
運

に
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
も

モ
ン
ゴ
ル
文
化
に
関
す
る
専
門
性
を
認

め
て
い
た
だ
き
、
新
た
に
モ
ン
ゴ
ル
に

赴
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
や
青
年

海
外
協
力
派
遣
隊
に
向
け
て
モ
ン
ゴ
ル

文
化
に
関
す
る
研
修
を
行
っ
た
り
、
モ

ン
ゴ
ル
に
関
連
す
る
他
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
ら
の
相
談
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
●
日
本
セ
ン
タ
ー
と
大
学
と
の
連
携

　

次
に
北
大
で
の
経
験
が
現
在
の
仕
事

に
活
か
さ
れ
て
い
る
点
と
し
て
、
日
本

の
大
学
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。
日
本

セ
ン
タ
ー
で
は
、
北
海
道
大
学
で
得
た

大
学
関
係
者
と
の
人
脈
を
通
じ
て
、
日

本
の
大
学
と
日
本
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
日

本
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
秋
に
「
日
本
留

学
フ
ェ
ア
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
お
り
、
日
本
か
ら
10
を
超
え
る
大

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
本

セ
ン
タ
ー
で
は
日
本
人
に
向
け
て
モ
ン

ゴ
ル
の
文
化
や
現
代
社
会
を
テ
ー
マ
に

講
義
を
行
っ
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

モ
ン
ゴ
ル
の
最
新
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
（Twitter

：「
モ
ン
ゴ
ル
日
本
セ

ン
タ
ー
公
式
（
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
・
人
材

キ
ャ
リ
ア
支
援
）」、
ア
カ
ウ
ン
ト
名@

M
ojcbiz

）。

　
●
北
大
で
の
学
び

　

私
が
モ
ン
ゴ
ル
で
こ
う
し
た
仕
事
に

就
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
北
海

道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
で
モ
ン
ゴ

ル
に
つ
い
て
研
究
し
た
こ
と
で
し
た
。

博
士
課
程
の
と
き
に
は
モ
ン
ゴ
ル
国
立

大
学
に
留
学
も
し
ま
し
た
。
当
時
か
ら

私
は
モ
ン
ゴ
ル
の
人
び
と
の
生
き
方
や

考
え
方
に
自
分
の
も
の
と
は
異
な
る
大

切
な
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
て
、
そ

の
こ
と
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に

「
異
文
化
理
解
」
を
主
要
テ
ー
マ
と
す

　

●
日
本
セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事

　

２
０
２
２
年
現
在
、
私
は
モ
ン
ゴ

ル
に
移
住
し
て
７
年
に
な
り
ま
す
。

２
０
１
５
年
か
ら
在
モ
ン
ゴ
ル
日
本
大

使
館
の
専
門
調
査
員
と
し
て
勤
務
し
、

つ
い
で
２
０
１
７
年
か
ら
現
在
ま
で
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
日
本

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
日
本
セ

ン
タ
ー
」）
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

る
文
化
人
類
学
を
専
攻
し
た
の
で
し
た
。

　

北
大
で
過
ご
し
た
時
間
を
思
い
出
す

と
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
私
の

所
属
し
た
歴
史
文
化
論
講
座
の
学
び
舎

だ
っ
た
古
河
記
念
講
堂
で
す
。
当
時
、

歴
史
文
化
論
講
座
の
多
く
の
授
業
は
古

河
講
堂
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
学

の
正
門
を
入
っ
て
中
央
ロ
ー
ン
を
横
目

に
道
な
り
に
進
ん
で
い
く
と
程
な
く
現

れ
る
２
階
建
て
の
白
壁
の
洋
風
建
築
。

歩
く
と
ギ
シ
ギ
シ
と
鳴
る
木
造
の
廊
下

や
、
高
い
天
井
と
古
い
建
物
の
特
有
の

香
り
が
醸
し
だ
す
雰
囲
気
は
今
で
も
あ

り
あ
り
と
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

私
は
も
と
も
と
関
西
出
身
で
、
北
大

は
も
と
よ
り
北
海
道
そ
の
も
の
に
ま
っ

た
く
ゆ
か
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

け
れ
ど
も
文
化
人
類
学
を
学
び
た
い
、

モ
ン
ゴ
ル
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う

思
い
で
歴
史
文
化
論
講
座
の
扉
を
叩
き

ま
し
た
。
先
生
方
か
ら
学
ん
だ
知
識
、

　

日
本
セ
ン
タ
ー
は
２
０
０
２
年
に
日

本
の
政
府
開
発
援
助
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
組
織
で
、
モ
ン
ゴ
ル
の
産
業
人
材

の
育
成
、
日
本
語
教
育
の
普
及
、
そ
し

て
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
の
相
互
理
解
促
進

に
係
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
モ
ン

ゴ
ル
で
は
日
本
へ
の
関
心
が
高
く
、
日

本
セ
ン
タ
ー
は
日
本
の
情
報
発
信
拠
点

と
し
て
当
地
で
人
気
を
集
め
て
き
ま
し

た
。
開
所
以
来
の
セ
ン
タ
ー
来
場
者
は

の
べ
２
５
０
万
人
を
超
え
、
モ
ン
ゴ
ル

の
総
人
口
が
約
３
３
０
万
人
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
こ
れ
は
大
変
な
数
字
で

す
。

　

そ
う
し
た
日
本
セ
ン
タ
ー
で
の
私
の

主
な
仕
事
の
一
つ
は
モ
ン
ゴ
ル
と
日
本

の
交
流
促
進
で
す
。
日
本
に
関
心
の
あ

る
モ
ン
ゴ
ル
の
若
者
た
ち
に
日
本
へ
の

留
学
案
内
や
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
モ
ン
ゴ
ル
で
は
日
本
に
対
す
る
関

心
が
高
く
そ
の
情
報
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
一
方
で
、
日
本
で
は
モ
ン
ゴ
ル

の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。い
ま
で
も
日
本
の
多
く
の
人
に
と
っ

て
モ
ン
ゴ
ル
と
い
え
ば
チ
ン
ギ
ス
・
ハ

ン
と
遊
牧
、
そ
し
て
相
撲
の
イ
メ
ー
ジ

モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
の

「
今
」
を
つ
な
げ
た
い

　
滝
口　

良 

（
Ｈ
25
・
文
院
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家

モ
ン
ゴ
ル
日
本
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

日本センターの「伝統衣装で出勤する日」に職員と一緒に

大学院のとき、古河講堂で
モンゴル文化の講演。家族と共に
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し
、
後
輩
に
フ
ル
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
金
属

バ
ッ
ト
を
持
た
せ
、
厚
生
年
金
ホ
ー
ル

の
入
学
式
に
出
さ
せ
た
先
輩
も
い
た
。

大
学
院
卒
業
謝
恩
会
で
は
「
ビ
ー
ル
か

け
」（
プ
ロ
野
球
優
勝
祝
賀
会
風
）
を

や
り
、
教
授
の
目
を
丸
く
さ
せ
た
。
紹

介
が
遅
れ
た
が
全
て
私
の
自
叙
伝
で
あ

る
！

　

そ
ん
な
恵
迪
寮
も
形
を
変
え
て
、

現
存
し
て
い
る
事
は
誇
ら
し
い
事
実

だ
。
今
の
寮
費
は
月
６
４
５
０
円
の

よ
う
だ
が
、
お
そ
ら
く
食
費
は
入
っ

て
な
い
の
だ
ろ
う
。
43
年
前
は
、
月

１
万
５
０
０
０
円
・
徒
歩
３
分
（
教
養

学
部
）・
３
食
付
き
＆
夜
の
エ
ッ
セ
ン

開
放
（
食
べ
な
い
人
は
譲
る
）
で
暮
ら

し
、
学
生
時
代
を
謳
歌
し
た
。

　

◆
終
活

　
　
（
仕
事
人
と
し
て
の
最
終
章
）

　

北
大
を
卒
業
し
て
か
ら
リ
ク
ル
ー
ト

→
人
材
派
遣
業
界
と
歩
ん
だ
。
リ
ク

ル
ー
ト
で
は
人
事
部
（
リ
ク
ル
ー
テ
ィ

ン
グ
担
当
）
を
経
て
名
古
屋
支
社
Ｈ
Ｒ

事
業
部
に
在
籍
し
、「
東
海
よ
り
Ｉ
タ
ー

ン
Ｂ 

ｉ
ｎ
ｇ
」
と
い
う
求
人
情
報
媒

誌
を
立
ち
上
げ
る
キ
ッ
カ
ケ
を
作
っ
た

（
自
称
）。
人
材
派
遣
会
社
に
転
職
し

て
「
社
員
出
向
型
派
遣
」
と
い
う
人
材

サ
ー
ビ
ス
で
一
定
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓

を
成
し
遂
げ
た
が
、
事
業
を
継
続
で
き

ず
、
残
念
な
が
ら
時
代
に
呑
み
込
ま
れ

た
思
い
が
あ
る
（
不
完
全
燃
焼
）。

　

そ
の
後
、
ベ
ト
ナ
ム
人
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
派
遣
会
社
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
ん

で
、
関
西
地
区
で
の
リ
サ
ー
チ
を
経

て
、
昨
年
か
ら
東
海
地
区
の
責
任
者
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
事
業
の
メ
イ

ン
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
働
き
手
を
社
員

と
し
て
雇
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
に

人
材
を
派
遣
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

現
在
進
行
形
の
仕
事
は
、
千
葉
県
在

住
の
ス
リ
ラ
ン
カ
人
留
学
生
と
の
出
会

い
か
ら
始
ま
っ
た
。
彼
ら
が
ど
の
よ
う

な
思
い
で
日
本
に
や
っ
て
き
て
、
遠
く
離

れ
た
地
で
日
本
語
を
学
び
、
専
門
学
校

で
技
術
を
学
ん
で
い
る
の
か
を
知
り
、

そ
し
て
、
わ
た
し
自
身
が
千
葉
入
管
で

の
手
続
き
を
行
っ
て
み
て
、
い
か
に
入
国

管
理
審
査
と
い
う
難
解
な
壁
が
彼
ら
の

前
に
そ
び
え
て
い
る
の
か
を
体
験
し
た
。

　

就
労
を
求
め
て
日
本
に
や
っ
て
く
る

ア
ジ
ア
の
人
々
の
ほ
と
ん
ど
は
、
日
本

語
学
校
が
そ
の
入
口
で
あ
る
。
そ
の
日

本
語
教
育
の
企
業
と
協
業
し
な
が
ら
、

今
後
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
働
き
手
と
し
て
の
彼
ら
の
活
路
を
見

出
す
こ
と
に
、
こ
れ
か
ら
の
精
力
を
傾

け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

取
り
組
ん
で
い
る
仕
事
を
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
の
17
項
目
に
関
連
し
て
考
え

た
時
、「
４ 

質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な

に
」「
８ 

働
き
が
い
も
経
済
成
長
も
」

「
11 

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
」「
12 

つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」

の
項
目
は
、
今
の
仕
事
の
ベ
ク
ト
ル
と

合
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
ベ
ト
ナ

ム
技
能
実
習
生
が
身
に
つ
け
て
い
る
技

能
に
つ
い
て
の
、
ル
ー
ル
上
の
建
前
と

実
態
の
差
」「
日
本
で
の
幸
福
を
得
る

た
め
の
、
資
格
取
得
に
高
い
壁
が
あ
る

こ
と
」「
人
文
知
識
・
国
際
業
務
・
技

術
ビ
ザ
の
基
準
の
曖
昧
さ
」
な
ど
の
現

実
的
な
問
題
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
け

る
の
か
？
と
も
感
じ
て
い
る
。

　

幼
い
頃
か
ら
「
安
定
し
た
生
活
や
幸

福
を
感
じ
る
日
本
」
に
希
望
や
夢
を
抱

い
て
い
た
28
歳
の
ス
リ
ラ
ン
カ
人
男
性

は
語
っ
て
く
れ
た
。

　

親
戚
か
ら
資
金
を
集
め
て
23
歳
で
来

日
し
、
日
本
語
学
校
に
留
学
し
た
学

費
は
２
年
で
１
５
０
万
円
、
そ
の
後

の
理
系
専
門
学
校
の
学
費
は
３
年
で

２
２
５
万
円
。
12
月
に
就
職
も
決
ま

り
、
就
職
先
か
ら
ビ
ザ
を
申
請
し
た

が
、
翌
年
２
月
の
審
査
結
果
は
技
術
ビ

ザ
が
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
卒
業
予
定

の
専
門
学
校
に
は
助
け
て
も
ら
え
ず
、

入
管
の
非
認
可
の
説
明
も
不
明
瞭
。
週

28
時
間
以
内
に
制
限
さ
れ
た
「
す
き

　

◆
大
局
的
な
こ
じ
つ
け

　
　
（
自
分
の
考
え
の
正
当
化
）

家
」
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
５
年
間
必
死
に

頑
張
っ
て
き
た
の
に
、
目
指
し
て
き
た

ゴ
ー
ル
が
で
き
ず
、
途
方
に
暮
れ
て
い

る
と
い
う
。

　
「
学
費
を
取
る
事
に
特
化
す
る
学
校
」

「
ビ
ザ
申
請
に
お
い
て
認
可
取
得
で
き

な
い
企
業
」「
基
準
が
不
明
確
で
愚
鈍
な

入
管
」。
そ
れ
ぞ
れ
に
言
い
分
は
あ
り
、

課
題
を
抱
え
て
い
る
の
で
極
端
な
表
現

は
不
適
切
と
は
思
う
も
の
の
、
申
請
者

の
こ
と
を
思
う
と
憤
り
を
禁
じ
得
な
い
。

　
勤
務
す
る
会
社
は
、川
下
（
ゴ
ー
ル
）

か
ら
組
み
立
て
る
べ
く
、
適
切
な
申
請

サ
ポ
ー
ト
で
働
き
手
を
漸
増
し
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
２
年
で
、
ベ
ト
ナ
ム
人
エ
ン

ジ
ニ
ア
25
名
と
ス
リ
ラ
ン
カ
エ
ン
ジ
ニ

ア
３
名
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
売

上
３
倍
・
営
業
利
益
11
倍
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
進
め
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が

人
手
不
足
に
あ
え
ぐ
製
造
業
界
に
貢
献

で
き
る
こ
と
を
示
す
結
果
で
あ
り
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
派
遣
会
社
の
大
儀
名
分
だ
と

思
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な

ど
、
近
年
心
が
晴
れ
な
い
こ
と
に
傾
聴

し
な
が
ら
、
一
方
で
は
戦
乱
混
沌
と
し

た
今
の
時
代
を
客
観
視
し
て
い
る
自
分

が
居
る
と
感
じ
て
い
る
。
人
材
派
遣
業

界
（
製
造
特
化
）
に
長
く
身
を
置
き
、

頭
の
中
は
い
つ
も
「
唯
一
無
二
」、
人

材
活
用
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。
仕
事

柄
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

基
本
で
あ
る
が
、
思
い
起
こ
せ
ば
、
北

大
や
恵
迪
寮
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
的

な
（
奇
抜
な
？
）
人
た
ち
と
の
出
会
い

や
一
緒
に
過
ご
し
た
経
験
が
、
そ
の
出

発
点
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

◆
北
大
の
思
い
出

　

北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
の
１
面
を
飾
り

（
赤
フ
ン
合
格
発
表
）、
43
年
前
、
木

造
の
恵
迪
寮
に
入
寮
し
た
。
４
日
間
19

〜
24
時
は
「
部
屋
訪
問
」
で
あ
る
。
新

人
が
各
部
屋
に
行
き
、
大
声
で
自
己
紹

介
を
す
る
挨
拶
回
り
は
、
口
上
か
ら
始

ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
容
器
を
使
っ
て
焼
酎

１
杯
を
飲
み
干
す
荒
行
が
行
わ
れ
た
。

（
シ
ャ
ン
プ
ー
容
器
は
丁
寧
に
洗
っ
て

も
味
が
染
み
出
る
の
で
、
物
議
を
醸
し

サ
ー
ク
ル
毎
に
嗜
好
を
凝
ら

し
た
「
仮
装
」
で
観
客
を
抱

腹
絶
倒
に
導
い
た
も
の
だ
っ

た
。
木
窓
か
ら
雪
面
に
飛
び

込
む
行
為
に
燃
え
る
奴
（
欽

ち
ゃ
ん
の
仮
装
大
会
よ
り
歴

史
が
あ
る
！
）、
市
電
を
停

め
る
奴
（
地
下
鉄
ま
で
は
停

め
な
か
っ
た
）、
カ
ー
ネ
ル

サ
ン
ダ
ー
ス
を
寮
ま
で
連
れ
て
く
る
奴

な
ど
、恵
迪
寮
は
人
材
の
宝
庫
だ
。シ
ャ

ブ
中
毒
女
性
を
連

れ
て
き
て
警
察
と

仲
良
く
な
る
学
生

も
い
た
が
、
不
思

議
と
凍
死
す
る
奴

は
い
な
か
っ
た
。

治
安
も
良
く
、
学

生
に
は
大
目
に
見

て
く
れ
る
街
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。

　
「
高
校
生
の
金

属
バ
ッ
ト
に
よ
る

両
親
撲
殺
」
と
い

う
世
相
を
模
倣

た
）

　

恵
迪
寮
は
、
自
主
サ
ー
ク
ル
ご
と
に

20
畳
の
部
屋
が
割
り
当
て
ら
れ
、
１
部

屋
５
名
の
小
じ
ん
ま
り
し
た
部
屋
や
３

部
屋
15
名
の
大
部
屋
が
あ
り
、
半
年
ご

と
に
部
屋
改
変
が
行
わ
れ
た
が
、
ど
の

部
屋
に
移
っ
て
も
酔
っ
払
い
が
毎
晩
乱

入
す
る
青
春
（
ア
オ
ハ
ル
）
を
過
ご
し

た
。

　

全
国
的
に
有
名
な
行
事
と
し
て
は

「
大
ジ
ャ
ン
プ
大
会
」
が
あ
り
、
部
屋

◎職場奮戦記

持
続
可
能
な
労
働
力
の
活
用
を

〜
東
南
ア
ジ
ア
の
教
育
・
雇
用
・
幸
福
を
目
指
し
て
〜

協調性のハートが大事

彼ら手作りの「ベトナム料理」を食べながら研修

当時の恵廸寮のパンフレット

エルコム株式会社
愛知リクルートセンター

センター長

高津知弘（S62・理院）
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◆
こ
の
５
年
で
取
り
組
む
事
業

　

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
資
格
を
取
得
す
る
た

め
に
来
日
し
た
外
国
人
と
し
て
、
ベ
ト

ナ
ム
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
た
ち
に
注
目

し
て
い
る
。

〇
ベ
ト
ナ
ム
人
：
母
国
で
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
教
育
を
習
得
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
ま
た
、
唯
一
ア
メ
リ
カ
に
戦
争

で
負
け
な
か
っ
た
国
で
あ
り
、
意
思
が

強
く
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
る
。

〇
ス
リ
ラ
ン
カ
人
：
幼
い
頃
か
ら
日
本

に
対
す
る
思
い
が
強
く
、
勇
往
邁
進
な

気
質
。
国
柄
と
し
て
は
、
近
隣
国
か
ら

の
揺
さ
ぶ
り
と
大
統
領
の
愚
策
に
喘

ぎ
、
産
業
立
国
が
厳
し
い
。

　

ア
ジ
ア
人
就
労
者
と
日
本
人
を
比
較

し
た
と
き
、
も
の
づ
く
り
現
場
で
働
い

て
い
る
一
般
の
日
本
人
従
業
員
と
は
格

段
の
差
が
出
来
て
い
る
事
は
、
10
年
間

痛
切
に
実
感
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方

で
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
希
望

者
を
見
て
い
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国

を
守
る
兵
士
に
通
じ
る
モ
ノ
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

　

派
遣
先
企
業
の
見
学
時
に
「
具
体
的

で
積
極
的
な
質
問
を
繰
り
返
す
」
の
は

ベ
ト
ナ
ム
人
で
あ
る
。
技
術
や
経
験
は

不
足
す
る
が
日
本
語
力
に
優
れ
た
ス
リ

ラ
ン
カ
人
は
、
初
日
午
後
に
は
１
人
で

作
業
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
半
年
後

に
は
外
国
人
の
教
育
係
に
な
る
ほ
ど
で

あ
る
。

　

多
く
の
企
業
に
お
い
て
、
現
場
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
「
派
遣
法
で
成
立
す

る
」
外
国
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
品
質
向
上

に
貢
献
し
て
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で

こ
な
し
、
日
本
人
正
社
員
は
、
生
産
管

理
や
取
引
先
交
渉
の
役
割
に
回
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
る
。

　

技
能
実
習
生
・
特
定
技
能
者
で
は
、

母
国
か
ら
の
送
り
出
し
機
関
・
日
本
で

の
受
け
入
れ
機
関
と
い
う
存
在
が
「
本

人
と
企
業
間
に
介
在
」
し
て
お
り
大
変

不
透
明
で
あ
る
。
ま
た
、
企

業
直
接
雇
用
で
あ
り
な
が
ら

外
部
団
体
に
「
管
理
」
を
委

ね
、「
労
働
法
」「
派
遣
法
」

規
制
か
ら
逃
れ
た
存
在
な
の

で
「
一
時
の
労
働
力
」
と
い

う
領
域
か
ら
抜
け
出
す
の
は

難
し
い
。（
入
管
許
可
に
の

み
左
右
さ
れ
た
烏
合
の
衆
と

化
し
て
い
る
）

　

目
下
、
出
生
率
低
下
に
よ

る
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
直
面

す
る
業
界
と
、
ア
ジ
ア
か

ら
就
労
先
を
求
め
て
来
日

す
る
労
働
力
の
実
情
に
即

し
た
「
法
の
基
準
」
を
目

指
し
て
、
入
管
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
精
力
的
に
行
動

し
て
い
る
。

　

主
に
ア
ジ
ア
か
ら
の

方
々
が
就
労
す
る
ま
で
の

流
れ
は
次
の
よ
う
に
な

る
。
①
塾
や
予
備
校
で
の

「
日
本
語
学
校
」
２
年
→

②
エ
ン
ジ
ニ
ア
ビ
ザ
取
得
の
た
め
の

「
専
門
学
校
」
３
年
→
③
就
労
先
を
確

保
す
る
「
派
遣
会
社
」
や
直
雇
用
で
の

就
職
（
就
職
と
い
う
出
口
を
絶
対
的
存

在
と
す
る
！
）

　

こ
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
回
る
よ
う

に
、
就
労
先
と
な
る
「
コ
ラ
ボ
先
」

（
企
業
／
個
人
）
を
探
し
、
全
国
の
入

管
の
実
態
を
調
査
し
て
い
る
（
月
間
申

請
数
と
審
査
官
力
量
な
ど
）。
企
業
や

個
人
の
検
索
に
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
含
め
た
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
距
離
と

時
間
を
短
縮
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｌ
Ｃ

Ｃ
航
空
会
社
は
移
動
コ
ス
ト
を
大
い

に
セ
ー
ブ
し
て
く
れ
る
。（
名
古
屋
⇔

札
幌 
往
復
航
空
運
賃
１
万
４
千
円
～

１
万
８
千
円
は
学
生
時
代
の
約
１
／

３
）。
出
国
管
理
団
体
・
入
国
管
理
団

体
へ
の
地
道
な
Ｔ
Ｅ
Ｌ
ア
ポ
も
並
行
し

て
行
い
、
こ
の
２
年
間
の
行
動
で
手
応

え
は
先
ず
先
ず
で
あ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
や
ス
リ
ラ
ン
カ
の
若
者
を

社
員
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と
は
、
現
実

的
に
は
大
変
な
こ
と
も
多
い
。
習
慣
や

生
活
が
異
な
る
こ
と
や
日
々
の
勤
務
で

の
ス
ト
レ
ス
で
抱
え
、
病
気
に
な
る
こ

と
も
あ
る
。
万
が
一
に
備
え
て
彼
ら
の

ア
パ
ー
ト
の
駐
車
場
で
車
中
泊
を
し
た

り
、
夜
中
に
救
急
車
を
呼
ん
で
病
院
に

搬
送
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
は
日
本

人
社
会
と
同
じ
で
あ
る
し
、
そ
れ
以
上

の
気
配
り
や
ケ
ア
が
必
要
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
、
身
の
丈
に
合
っ
た
成
長
と
幸
福
を

目
指
す
こ
の
仕
事
は
、
き
っ
と
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
社
会
に
貢
献
で
き
る
と
確
信

す
る
。
そ
し
て
、
戦
乱
混
沌
と
し
た
今

の
時
代
で
、
差
別
化
さ
れ
た
「
唯
一
無

二
の
派
遣
会
社
＝
ア
ジ
ア
人
の
一
気
通

貫
シ
ス
テ
ム
」
に
繋
が
る
も
の
と
信
じ

て
い
る
。

仕事の仕方はピュアでホワイト

乗ってくると「いいね！」ポーズも出る
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２
０
２
２
年
２
月
24
日
北
海
道
大
学

の
北
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、『
Ｈ
Ｓ
Ｆ
Ｃ 

Ｄ

ｅ
ｍ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ 

２
０
２
２
』（
エ
イ
チ

フ
ォ
ー
ス
デ
モ
デ
ィ
２
０
２
２
）
と
題
し

た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、研
究
者
自
ら
が
会
社
を
興
し
、

研
究
成
果
を
社
会
実
装
す
る
た
め
に
、

約
１
年
間
研
究
開
発
活
動
を
行
っ
て
き

た
成
果
発
表
会
だ
。
参
加
し
た
研
究
者

は
、
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
一
緒
に
活
動

し
、
研
究
開
発
と
事
業
化
に
向
け
た
調

査
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
外
部
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
ひ
と
り
が
２
０
０
４
年
に
北

大
薬
学
部
を
卒
業
し
た
西
山
結
美
さ
ん

だ
。
西
山
さ
ん
の
学
生
時
代
の
学
び
や
、

そ
の
後
の
製
薬
企
業
で
の
経
験
、
そ
し
て

現
在
携
わ
っ
て
い
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
。

「
幼
少
期
か
ら
体
が
弱
く
て
、
喘

息
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

せ
い
も
あ
っ
て
大
学
で
は
薬
の
勉
強

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
以
外
に
も
、
動
物
が
好
き
と
い

う
理
由
で
獣
医
に
も
興
味
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
地
元
の
名
古
屋
大

学
に
は
薬
学
部
が
な
い
こ
と
と
、
入
学
後

に
本
当
に
学
び
た
い
学
部
に
進
む
こ
と
が

で
き
る
制
度
に
魅
力
を
感
じ
て
北
大
を

受
験
し
ま
し
た
」
と
西
山
さ
ん
。
北
大

獣
医
学
部
を
モ
デ
ル
に
描
か
れ
た
漫
画

本
の
『
動
物
の
お
医
者
さ
ん
』
を
き
っ
か

け
に
、
北
大
へ
の
関
心
を
強
め
て
い
っ
た

そ
う
だ
。

　
「
北
大
入
学
は
２
０
０
０
年
４
月
で

す
。
実
は
双
子
の
妹
も
北
大
農
学
部
に

入
学
し
た
の
で
、
札
幌
で
は
妹
と
２
人

暮
ら
し
で
し
た
。
授
業
の
選
択
も
違
っ
て

い
ま
し
た
し
、
部
活
も
入
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
学
内
で
妹
に
会
う
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
で
す
ね
。
で
も
た
ま
に
友

人
か
ら
私
に
似
て
い
る
人
を
見
た
と
い
わ

れ
ま
し
た
よ
。
妹
と
は
中
学
ま
で
ず
っ
と

一
緒
に
通
っ
て
い
た
の
で
、
高
校
は
別
々

に
し
た
の
で
す
が
、
北
大
で
ま
た
出
会
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
ね
（
笑
）」

　

現
在
北
大
で
は
、
学
部
別
入
試
に
加

え
、
総
合
入
試
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

総
合
入
試
と
は
、
学
部
ご
と
の
入
学
で

は
な
く
文
系
・
理
系
の
お
お
き
な
括
り

で
入
学
し
、
１
年
間
、
教
養
科
目
や
基

礎
科
目
を
学
ん
だ
後
、
本
人
の
志
望
と

成
績
に
基
づ
い
て
学
部
・
学
科
に
移
行

す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
学
部

別
入
試
で
は
、
入
学
後
に
自
身
の
希
望

と
の
違
い
に
悩
む
学
生

が
少
な
く
な
か
っ
た
の

で
、
そ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の

解
消
に
導
入
さ
れ
た
の

が
、
こ
の
総
合
入
試
の

制
度
だ
。

　
「
北
大
に
入
学
し
て

驚
い
た
こ
と
は
、
ジ
ン

パ
で
す
。
当
時
中
央

ロ
ー
ン
で
七
輪
を
囲
ん

で
白
衣
の
集
団
が
何

か
焼
い
て
い
る
ん
で
す
。

STARTUP
創
薬
事
業
の
経
験
を
活
か
し

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援

【聞き手】

北海道大学
産学・地域協働推進機構
産学協働マネージャー

千脇美香

Craif株式会社 
臨床開発・薬事部長

　西山結美さん
（H16・薬院）

最
初
は
び
っ
く
り
し
た
け
れ
ど
、
後

で
ジ
ン
パ
を
し
て
い
る
と
わ
か
り
、

一
年
後
に
は
自
分
も
仲
間
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
入
学
し
て

分
か
っ
た
こ
と
は
北
海
道
の
出
身
者

が
少
な
い
こ
と
。
友
人
も
道
外
の

人
が
多
か
っ
た
で
す
。
後
は
、
根
雪

に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。
冬
に
自
転
車
に
乗
れ
な
い

の
に
は
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
で
も
、
ナ

イ
タ
ー
で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
行
け
る
の
は

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
当
時
は
よ
く
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
に
行
っ
て
い
た
の
で
、
今
で
も
よ

く
行
き
ま
す
。
北
海
道
は
文
化
的
に
お

お
ら
か
で
す
よ
ね
。
北
大
祭
で
は
お
酒

を
飲
ん
で
酔
っ
払
っ
て
い
る
人
が
い
っ
ぱ
い

い
て
、
誰
か
か
ら
怒
ら
れ
な
い
の
か
と
不

思
議
に
思
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
」

　
「
最
終
的
に
薬
学
部
で
学
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
動
物
と
触
れ
合
う
こ
と

は
好
き
だ
け
ど
、
ネ
ズ
ミ
の
解
剖
で
気

分
が
悪
く
な
り
、
よ
く
よ
く
考
え
て
獣

医
学
は
無
理
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
薬
学
部
で
は
有

機
化
学
の
研
究
室
を
選

び
ま
し
た
。
研
究
テ
ー
マ

は
シ
ア
リ
ル
ル
イ
ス
Ｘ
と

い
う
糖
鎖
抗
原
の
複
数

回
に
及
ぶ
合
成
経
路
の
再

現
性
確
認
で
し
た
。
糖
鎖

を
使
っ
た
実
験
は
、
水
素

や
側
鎖
が
思
い
描
い
た
立

体
構
造
を
し
て
い
る
の
か

を
Ｎ
Ｍ
Ｒ
装
置
を
使
っ
て

解
析
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｍ
Ｒ
装
置
と
は
、

原
子
核
を
磁
場
の
中
に
入
れ
て
核
ス

ピ
ン
の
共
鳴
現
象
を
観
測
す
る
こ
と
で
、

物
質
の
分
子
構
造
を
原
子
レ
ベ
ル
で
解

析
す
る
た
め
の
装
置
で
す
。
実
験
で
は
複

数
の
水
素
の
シ
グ
ナ
ル
が
観
測
さ
れ
て
し

ま
い
、
仙
人
の
よ
う
な
博
士
課
程
の
先

輩
に
心
眼
で
読
み
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
当
時
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
３
つ
く
ら

い
掛
け
持
ち
し
て
い
ま
し
た
が
、
ゼ
ミ
の

指
導
教
官
が
厳
し
い
先
生
だ
っ
た
の
で
、

講
義
も
真
面
目
に
受
け
て
い
ま
し
た
」

　

◎
創
薬
企
業
か
ら

　
　

バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
の
経
験

　　

博
士
課
程
へ
の
進
学
は
せ
ず
、
製
薬

企
業
に
就
職
し
た
西
山
さ
ん
は
、
創
薬

の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
る
中
、
Ｍ

Ｂ
Ａ
の
取
得
や
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
の

関
わ
り
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

「
製
薬
会
社
で
の
勤
務
は
、
臨
床
開
発

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

３
０
０
く
ら
い
あ
る
創
薬
シ
ー
ズ
の
中
か

ら
、
市
場
規
模
が
あ
り
そ
う
な
も
の
を

絞
り
込
み
ま
す
。
そ
し
て
開
発
プ
ラ
ン

を
立
て
て
、
本
社
の
人
間
に
プ
レ
ゼ
ン
を

し
て
予
算
を
確
保
し
ま
す
。
予
算
が
確

保
で
き
な
け
れ
ば
、
１
年
間
仕
事
が
あ

り
ま
せ
ん
。
予
算
が
取
れ
た
ら
社
内
か

ら
い
い
人
材
を
確
保
し
て
チ
ー
ム
を
作
り

ま
す
。
そ
の
過
程
で
の
予
算
管
理
や
投

資
に
対
し
て
の
収
益
率
な
ど
、
正
確
な

数
値
を
出
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
外

資
系
の
企
業
な
の
で
、
週
に
２
、３
回
は

英
語
で
本
社
の
人
間
と
や
り
取
り
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
語
学
は
実
務
の
中

で
身
に
つ
け
ま
し
た
。
で
も
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
し
て
は
学
ぶ
必

要
が
あ
り
、
早
稲
田
大
学
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー

ス
に
通
い
学
び
ま
し
た
。
こ
の
Ｍ
Ｂ
Ａ

コ
ー
ス
で
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

や
企
業
価
値
の
上
げ
方
な
ど
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
今
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

や
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
事
業
開
発
の
仕

事
に
活
き
て
い
ま
す
。
実
際
、
ジ
ョ
イ
ン

ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
、

投
資
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
企
業
と
の
契

約
交
渉
な
ど
を
経
験
し
ま
し
た
。」 

◎
新
た
な
学
び
と
新
た
な
出
会
い

　　
「
社
会
人
に
な
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ

は
、
年
に
１
回
は
同
期
と
交
流
会
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
家

庭
を
持
つ
と
、
だ
ん
だ
ん
と
疎
遠
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
に
携
わ
る
よ
う
に
な
る
と
、
北
大
出

身
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
誘
っ
て
も
ら

い
、
年
齢
も
職
種
も
全
く
異
な
っ
た
方
と

の
交
流
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
関
わ

り
の
中
で
、
自
分
自
身
の
起
業
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。で
も
、サ
ポ
ー

ト
す
る
方
が
私
に
は
あ
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
で
す
。
特
に
今
は
も
う
少
し
資

金
調
達
の
お
手
伝
い
な
ど
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
今
、
新
た
な

学
び
と
し
て
、
人
の
行
動
変
容
と
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
に
興
味
が
あ
り
、
プ
ラ
イ
マ
リ・

ケ
ア
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
予
防
的

な
観
点
か
ら
だ
と
、
重
症
化
さ
せ
な
い

行
動
や
そ
の
行
動
を
起
こ
さ
せ
る
メ
ン
タ

ル
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
医
療
費
の
削
減
に

繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に

は
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
つ
い
て
専
門
的
に
学

ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
き
っ
か

け
は
父
の
死
に
直
面
し
た
母
の
姿
で
す
。

年
間
１
４
０
万
人
が
亡
く
な
る
中
で
、

そ
れ
で
も
前
を
向
い
て
生
き
て
い
け
る
世

界
を
作
り
た
い
と
思
い
、
仲
間
を
募
集

中
で
す
。
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
の

学
び
を
深
め
な
が
ら
、
今
後
も
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
に
携
わ
り
、
そ
の
一
員
と
し
て

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

◇
◆
◇

　

薬
学
の
知
識
を
中
心
に
ご
自
身
の
経

験
か
ら
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
を
中

心
と
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
を
行
う

西
山
さ
ん
。
今
回
西
山
さ
ん
が
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の

は
、
北
大
を
中
心
に
北
海
道
内
の
大
学

で
組
織
化
し
た
Ｈ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
（
北
海
道
未

来
創
造
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
相
互
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〈
エ
イ
チ
フ
ォ
ー
ス
〉）

の
取
り
組
み
の
一つ
で
あ
る
起
業
活
動
支

援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
現
在
北
大
で

は
、
本
年
度
か
ら
５
年
間
の
予
定
で
、

集
中
的
に
学
生
の
起
業
家
教
育
も
含
め

た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
の
構
築
を
推
進

し
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご

支
援
・
ご
協
力
を
頂
戴
で
き
た
ら
幸
い

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◎創薬事業の経験を活かしスタートアップを支援

学生時代のイベントサークルの仲間

製薬会社では多くのメンバーと
薬事承認を達成

海外スタートアップと
日本企業のパートナリング支援も

ベンチャー企業ではイベントの審査員も経験

〜
Ｃ
ｒ
ａ
ｉ
ｆ（
株
） 西
山
結
美
さ
ん
に
訊
く
〜
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コロナに負けるな、仲間のお店にGO!

★営業時間が通常と異なっています。来店の際は事前にお問い合せください。

も
よ
く
あ
る
と
か
。

　

店
主
の
工
藤
さ
ん
は
札
幌
西
高

出
身
で
、
水
産
学
部
に
入
学
。
バ

ブ
ル
期
前
の
経
済
が
上
り
調
子
の

頃
、学
生
の
身
な
が
ら
、講
義
そ
っ

ち
の
け
で
居
酒
屋
の
店
長
を
任
さ

れ
、
つ
い
に
は
大
手
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
の
店
舗
開
発
で
、
全
国
を
飛

び
回
っ
て
い
た
異

色
の
経
歴
。

　

飲
食
業
40
年
で
培
っ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
北

海
道
産
品
を
直
送
で
仕

入
れ
ら
れ
る
の
が
お
店

の
強
み
。

　

蒲
田
駅
西
口
の
サ
ン

ロ
ー
ド
ア
ー
ケ
ー
ド
を

歩
い
て
い
く
と
２
分
ほ

ど
の
所
に
あ
る
。

　

本
物
の
魚
介
の
味
を

是
非
と
も
ご
賞
味
あ

れ
！

〝
自
分
が
食
べ
た
い
料
理
が
あ
る
・
自

分
が
行
き
た
い
店
〟
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

６
年
前
に
開
い
た
お
店
「
余
市
」。
北

海
道
産
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
食
べ
た
い

時
に
訪
れ
た
い
お
店
だ
。

　

店
名
に
引
か
れ
て
来
店
さ
れ
る
方
も

多
い
そ
う
で
、
北
海
道
に
所
縁
が
あ
っ

た
り
、
北
大
出
身
だ
っ
た
り
す
る
こ
と

海鮮食堂余市

海鮮食堂 余市 
TEL.03-3734-0411
東京都大田区西蒲田7-65-9 第3青木ビル1F

【アクセス】
JR線・東急多摩川線「蒲田駅」西口より徒歩2分

【営業時間】
平日16:00〜24:00（L.O.23:00）
土曜日12:00〜24:00

（L.O.23:00）
日・祝日12:00〜23:00

（L.O.22:00）
水曜日定休

【ヒトサラ】公式情報  https://hitosara.com/0006130407/

北海道産魚介類の店

工藤 卓（くどう・たかし）さん 余市生まれ、札幌西高卒、北大水産
ダイエットして若返りました！（笑）

薬膳スープカレー・シャナイア
TEL.03-3442-3962 
東京都目黒区三田1-5-5

【アクセス】
JR線・日比谷線「恵比寿駅」東口より徒歩約10分

【営業時間】
ランチ11:30〜15:00 （L.O.14:15）
ディナー17:00〜21:00（L.O.20:00）
日曜日・月曜日定休

※テイクアウトについては
　ホームページを参照。

【公式Facebook】 https://www.facebook.com/comme.la.gueuze

常備100種類以上のベルギービール専門店 
Comme la Gueuze（コム・ラ・グーズ）
TEL03-6435-2463
東京都港区芝5‐24‐16 菊池ビル2F

【アクセス】
JR線「田町駅」より徒歩5分

【営業時間】
17：00〜24：00

（日・祝、第１月曜日休み）

後
に
、
ク
ル
マ
で
の
移
動
販
売

を
経
て
、
現
在
の
お
店
に
至
っ

て
い
る
。

　

こ
の
店
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー
は
薬
膳
入

り
が
特
徴
。
通
信
講
座
や
薬
膳
レ
ス
ト

ラ
ン
で
学
び
、
シ
ャ
ナ
イ
ア
風
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
も
の
。
ス
ー
プ
カ
レ
ー
は
、

チ
キ
ン
・
エ
ビ
・
野
菜
を
組
み
合
わ
せ

た
メ
ニ
ュ
ー
で
ど
れ
も

絶
品
。
具
の
量
も
食
べ

応
え
十
分
。

　

恵
比
寿
駅
が
最
寄
り

だ
が
、
ガ
ー
デ
ン
プ
レ

イ
ス
を
抜
け
た
住
宅
地

の
一
角
に
た
た
ず
む
お

店
な
の
で
、
道
に
迷
う

可
能
性
は
大
き
い
。
来

店
時
は
サ
イ
ト
で
地
図

を
確
認
す
る
な
ど
、
予

め
準
備
し
て
出
か
け
る

と
よ
い
。
お
店
は
猫
が

目
印
。

ビ
ー
ル
・
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
マ
ス
タ
ー
の
資
格
を
取
得

し
、お
店
は
２
０
１
５
年
秋
に
オ
ー

プ
ン
し
て
い
る
。

　

店
内
は
木
を
ベ
ー
ス
に
落
ち
つ

い
た
空
間
で
、
ゆ
っ
く
り
寛
げ
る

雰
囲
気
が
漂
う
。
現
在
は
、
ベ
ル

ギ
ー
ビ
ー
ル
の
樽
生
６
種
類
、
ボ

ト
ル
は
１
０
０
種

類
以
上
を
用
意
し

て
い
る
。

　

マ
ス
タ
ー
の
高

木
さ
ん
に
相
談
す
れ

ば
、
お
好
み
の
テ
イ
ス

ト
の
ビ
ー
ル
を
教
え
て

も
ら
え
る
の
で
、
ベ
ル

ギ
ー
ビ
ー
ル
初
心
者
で

も
十
分
に
楽
し
め
る
。

　
Ｊ
Ｒ
田
町
駅
や
都
営

三
田
線
田
町
駅
か
ら
４

〜
５
分
の
所
。
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

　

札
幌
発
祥
な
が
ら
す
っ
か
り
市
民
権

を
得
た
ス
ー
プ
カ
レ
ー
だ
が
、
Ｔ
Ｖ
等

で
紹
介
さ
れ
カ
レ
ー
好
き
に
も
ち
ょ
っ

と
知
ら
れ
た
お
店
・
シ
ャ
ナ
イ
ア
。

　

大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職
し
た
も
の

の
、
こ
ど
も
の
頃
か
ら
の
料
理
好
き
が

捨
て
が
た
く
、
思
い
切
っ
て
転
身
。
料

理
学
校
や
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
で
修
行
の

　

以
前
ド
イ
ツ
系
企
業
で
働
い
て

い
た
頃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
張
し
た

時
に
よ
く
ベ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ル
を
飲
む

機
会
が
あ
り
、
そ
の
ビ
ー
ル
好
き
が

高
じ
て
自
分
の
お
店
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
と
か
。

　

興
味
レ
ベ
ル
の
段
階
で
ス
ク
ー
ル
に

通
い
、
ビ
ア
テ
イ
ス
タ
ー
や
ベ
ル
ギ
ー

シャナイア

コム・ラ・グーズ
Comme la Gueuze

薬膳スープカレーの店

ベルギービール専門店

【ホームページ】
http://www.nekoaji.net/shania/

田部井淳（たべい・あつし）さん
栃木県足利市出身、H13工・情報処理・修

高木直人（たかぎ・なおと）さん
千歳市出身、札幌南高卒、H4工・合化・修

本場北海道仕込み
七富チーズ工房 
TEL.０７０-８５３４-４７７２
静岡県富士宮市下条４８７-１ 

【アクセス】
新東名「新富士IC」から
クルマで30分

【営業時間】
土曜・日曜１０：００～１７：００

は
北
の
大
地
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

　

卒
業
後
は
道
内
の
チ
ー
ズ
工
房

で
の
修
業
を
経
て
、
２
０
２
１
年

１
月
に
富
士
山
の
麓
、
静
岡
県
で 

チ
ー
ズ
製
造
・
販
売
を
行
う
「
七

富
チ
ー
ズ
工
房
」
を
創
業
。
工
房

の
あ
る
富
士
宮
市
は
標
高
が
高

く
、
関
東
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

良
質
な
牛
乳
が
生
産
さ
れ
る
酪

農
が
盛
ん
な
高
原
地
帯
。
塩
も

調
整
剤
も
使
用
し
な
い
一
番
人

気
の
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
は
、
地
場

産
品
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
優
勝
す

る
程
の
お
墨
付
き
。

　

現
在
は
土
・
日
の
み
工
房
直

売
所
で
販
売
し
、
平
日
は
地
元

の
産
直
市
場
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
展
開
。「
ふ
る
さ
と
納
税
」

は
半
年
で
３
０
０
件
超
と
か
。

静
岡
に
行
か
れ
た
際
は
ち
ょ
っ

と
足
を
延
ば
し
て
高
木
さ
ん
の

お
店
を
訪
れ
て
み
て
は
！

　

口
に
入
れ
た
瞬
間
に
ミ
ル
ク
感
溢
れ

る
ジ
ュ
ー
シ
ー
さ
が
特
徴
の
モ
ッ
ツ
ァ

レ
ラ
チ
ー
ズ
。
愛
媛
か
ら
国
語
教
師
に

な
る
べ
く
北
大
に
入
学
す
る
も
、
道
内

の
乳
製
品
の
美
味
し
さ
に
感
動
。
学
生

時
代
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
ス
を
開
発

し
、大
学
生
協
や
構
内『
エ
ル
ム
の
森
』

で
販
売
す
る
な
ど
、「
大
志
」
の
原
点

七富チーズ工房
食卓にそっと寄り添う

　
　

【ホームページ】 https://nanatomicheese.shopinfo.jp/

高木宏昭（たかぎ・ひろあき）さん 愛媛県出身、H29教育
ふるさと

納税サイト
「ふるさとチョイス」

もご利用下さい！
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コロナに負けるな、仲間のお店にGO!

★営業時間が通常と異なっています。来店の際は事前にお問い合せください。

北海道大学東京同窓会　入会申込書

【FAX】03-3211-9288
ホームページからの申し込みも可能です。「北大東京同窓会」で検索してください。

【優先連絡先E-mailアドレスの指定】
・ご自宅、勤務先に E-mail アドレスをお持ちの場合、優先連絡先の方に○印をつけてください。

【優先 発送物宛先の指定】 自宅・勤務先いずれか優先する方に○印をつけてください。

【会費納入方法】
・入会申込受領後、会費案内をお届けしますので郵便振替または銀行振込みにてお支払いください。

フリガナ

氏　名

学　士

修　士

博　士
卒業年　（ 昭和  ・  平成　・  令和 ）　　　　　　　年卒業

卒業年　（ 昭和  ・  平成　・  令和 ）　　　　　　　年卒業

卒業年　（ 昭和  ・  平成　・  令和 ）　　　　　　　年卒業

（ 研究科  ・  院 ）　　　　　　　　　　専攻

（ 研究科  ・  院 ）　　　　　　　　　　専攻

学部　　　　　　　　　　　　　　　学科

自宅住所 〒（　　　　 　　）

電話 ：　

E-mail ：
（携帯・スマホ）

（PC）

FAX ：

電話 ：　

E-mail ：

FAX ：

勤務先

所属・役職

勤務先住所 〒（　　　　 　　）

【ホームページ】https://currykusa.com/

　

そ
ん
な
「
美
味
し
く
て
健
康
的

な
ミ
ル
ク
」
に
魅
力
を
感
じ
、
10

年
勤
め
た
野
村
総
研
を
辞
め
、
家

族
と
北
海
道
西
興
部
村
に
移
住
、

ミ
ル
ク
デ
ザ
イ
ン（
株
）を
立
ち
上

げ
た
山
田
さ
ん
。「
グ
ラ
ス
フ
ェ
ッ

ド
ミ
ル
ク
と
の
出
会
い
が
人
生
を

変
え
た
。
ぜ
ひ
飲
ん
で
味
わ
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
！
」
と
自

信
満
々
。
製
造
し
て
い
る

ミ
ル
ク
、
バ
タ
ー
、
チ
ー

ズ
は
百
貨
店
や
北
海
道
ど

さ
ん
こ
プ
ラ
ザ
で
販
売

し
、
産
地
直
送
の
定
期
便

も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ミ
ル
ク
デ
ザ
イ

ン（
株
）は
地
域
貢
献
や
酪

農
の
課
題
解
決
へ
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
、「
北

大
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
」
に
認
定
さ
れ
て
い

る
。

　

グ
ラ
ス
フ
ェ
ッ
ド
（grass fed

）
ミ

ル
ク
を
ご
存
知
で
す
か
？
牧
草
で
育
て

ら
れ
た
牛
の
ミ
ル
ク
の
こ
と
で
、
穀
物

飼
料
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
）
で
育
て
た

一
般
の
牛
乳
と
は
異
な
る
、
爽
や
か
な

味
わ
い
が
一
番
の
特
徴
。
植
物
由
来
の

α
リ
ノ
レ
ン
酸
（
オ
メ
ガ
３
）
や
ビ
タ

ミ
ン
な
ど
栄
養
も
豊
富
だ
と
か
。

curry 草枕（カレー クサマクラ） 
TEL.03-5379-0790
東京都新宿区新宿2-4-9  中江ビル 2F

【アクセス】
地下鉄「新宿御苑前駅」から304m
地下鉄「新宿三丁目駅」
A1出口より徒歩3分
C5出口より徒歩1分

【営業時間】
11:00～15:00（L.O.14:30）
18:00～21:00（L.O.20:30）

だ
も
の
の
、
カ
レ
ー
の
世
界
が
忘

れ
ら
れ
ず
、
３
年
の
計
測
器
メ
ー

カ
ー
勤
務
を
経
て
、
２
０
０
７
年

に
「
草
枕
」
を
開
業
。
旅
行
が
好

き
で
、そ
の
枕
詞
を
店
名
に
し
た
と
か
。

　
一
皿
あ
た
り
丸
々
一
個
程
の
す
り
お
ろ

し
た
玉
ね
ぎ
を
た
っ
ぷ
り
時
間
を
か
け
て

煮
込
み
、
多
種
多
様
な
ス
パ
イ
ス
を
加
え

て
香
り
豊
か
に
仕
上
げ
て

い
る
。
小
麦
粉
を
使
わ
ず

油
は
少
な
目
で
、
ス
パ
イ

ス
の
風
味
を
存
分
に
楽
し

め
る
。
固
め
で
粒
も
大
き

い
ご
飯
は
、
減
農
薬
で
栽

培
さ
れ
た
北
海
道
産
米「
大

地
の
星
」を
使
っ
て
い
る
。

　

新
宿
御
苑
の
新
宿
門
付

近
の
ビ
ル
の
２
階
。
広
々

と
し
た
フ
ロ
ア
で
、
奥
の

掘
り
ご
た
つ
風
の
特
別
席

は
寮
の
風
情
が
感
じ
ら
れ

る
。

　
「
北
大
カ
レ
ー
部
」
と
い
う
ワ
ー
ド
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
店
主
が

恵
迪
寮
時
代
に
立
ち
上
げ
た
グ
ル
ー
プ

で
、グ
グ
る
と
当
時
作
っ
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
が
今
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
在

学
中
か
ら
の
ス
パ
イ
ス
へ
の
こ
だ
わ
り

に
は
驚
か
さ
れ
る
。

　

６
年
か
け
て
シ
ス
テ
ム
工
学
を
学
ん

curry草枕
スパイスカレーのお店

馬屋原亨史（うまやはら・りょうじ）さん 大阪市出身、H15工

ミルクデザイン株式会社
TEL.0158-85-7302
北海道紋別郡西興部村
字上興部１２１番地

【グラスフェッド定期便】
グラスフェッドミルク100%
で作られた製品を直送
しています。

ミルクデザイン
Glass Fed Milk 100%

【ホームページ】 https://www.milkdesign. jp/

山田 尚大（やまだ・なおひろ）さん 北海道北広島市出身、Ｈ23・工院
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森　

和
弘

︵
歯
・Ｈ
1
︶

横
田　

秀  

一

支
部
長

︵
歯
・
60
︶

北
海
道
大
学
歯
学
部
同
窓
会

関
東
支
部

平
野　

太
郎

代
表
取
締
役

︵
工・Ｈ
3
・
衛
生
︶

尾
瀬
沼
畔
長
蔵
小
屋

尾
瀬
ヶ
原
第
二
長
蔵
小
屋

依
田　

智
子

︵
工・Ｈ
４
・
合
化
・
修
︶

北
大
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会 

幹
事

北
大
東
京
同
窓
会
理
事

情
報
処
理
委
員
会 

委
員

山
田　

尚
大

代
表
取
締
役

︵
工・Ｈ
23
・
応
物
・
修
︶

ミ
ル
ク
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

島
田　
　

久

代
表
取
締
役

︵
工・
61
・
金
属
︶

ワ
イ・エ
ム・エ
ス
株
式
会
社

小
山　
　

裕

代
表
取
締
役
社
長

︵
工・Ｈ
４
・
金
属
︶

十
条
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

北水同窓会
東京支部一同

支部長

副支部長

副支部長

樋口　達夫
細見　典男
吉田　克典

（水・50・食品・修）

（水・48・食品）

（水・H2・食品）

北
海
道
三
笠
市
ふ
る
さ
と
応
援
大
使  

︵
薬
・
39
︶

加
藤　
　

元

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
白
金
台
５-

１
４-

１・２
Ｆ︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
２
０-

０
０
１
２
︶

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

代
々
木

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
１-

３
０-

２
２︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
５
２-

３
０
６
０
︶

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

久
我
山

東
京
都
杉
並
区
久
我
山
３-

７-

２
７︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

３
３
３
４-

３
５
３
６
︶

︵
獣
・
31
︶

一
般
財
団
法
人J-H

AN
BS

　

代
表
理
事

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

総
合
院
長

コ
ロ
ラ
ド
州
立
獣
医
科
大
学
客
員
教
授
・日
本
親
善
大
使︵2011-2013

︶

千
葉
科
学
大
学
客
員
教
授

東京フラテ会

会長　　畠山　昌則　（医・50）

中
村　

秀
治

︵
工・
58
／
環
科
・
60
・
修
︶

北
大
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会 

東
京
支
部
長

北
大
東
京
同
窓
会
理
事 

情
報
処
理
委
員
会 

委
員
長

近
藤　

伸
一

会
長

︵
工・
58
・
応
化
・
修
︶

北
海
道
大
学
工
学
部

化
学
系
東
京
同
窓
会（
北
鐘
）

井
上　

修
平

支
部
長

︵
工・
50
・
資
源
開
発
︶

北
海
道
大
学
工
学
部
同
窓
会

東
京
支
部

︵
工・
39
・
冶
金
︶

數
土　

文
夫

名
誉
顧
問

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

石
山　
　

喬
︵
工・
42
・
冶
金
︶

岡　

隆
次
郎

︵
工・
42
・
冶
金
︶

納
谷　

峻
徳

︵
工・
38
・
冶
金
︶

2022年（令和4年）

残暑お見舞い

申し上げます。

北大東京同窓会
役員一同・事務局

　会長　　横田　　浩　（経・60）

事務局　　廣重　晃以　（法・55）

杉
江　

和
男

会
長

︵
工・
45
・
応
化
・
修
︶

北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム

小
野　

喜
世
彦

特
別
顧
問

︵
工・
49
・
電
子
︶

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

松
谷　
　

寛
︵
工・
52
・
電
子
︶

福
士　

博
司

特
別
顧
問

︵
工・
59
・
合
化
・
修
︶

味
の
素
株
式
会
社　

社会医療法人
財 団 大 和 会
武蔵村山病院

院長　　鹿取　正道　　（医・H3）

川
添　

公
貴

代
表
取
締
役

︵
工・
56
・
応
化
︶

有
限
会
社
ケ
ー
ズ
オ
フ
ィ
ス

岩
﨑　

哲
也

技
監

︵
工・
59
・
機
︶

株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ

資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー・環
境
事
業
領
域
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櫻
田　
　

巧

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

︵
農
・
58
・
農
経
︶

小
坂　

達
朗

︵
農
・
51
・
農
化
︶

中
外
製
薬
株
式
会
社 

特
別
顧
問

（
一
社
） 

日
本
経
済
団
体
連
合
会 

審
議
員
会
副
議
長

三
菱
電
機
株
式
会
社 

社
外
取
締
役

株
式
会
社
小
松
製
作
所 

社
外
監
査
役

松
沢　

幸 

一︵
農
・
48
・
農
化
・
修
︶

冨
田　
　

守

代
表
取
締
役
社
長・農
学
博
士︵

農
・
36
・
畜
産
︶

株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
テ
ク
ノ

坂
倉　

雅
夫

技
術
士(

建
設
部
門)

︵
農
・
48
・
農
工
︶

梶
谷　

辰
哉

専
務
理
事

︵
農
・
50
・
林
学
︶

一
般
社
団
法
人
緑
の
循
環
認
証
会
議

三
井　

晃  

一

代
表

︵
農
・
H1
・
農
学
︶

三
晃
堂
三
井
印
店

瀬
戸
山　

洋
介

M
anaging P

artner

︵
農
・Ｈ
12
・
農
工
︶

C
row

e G
TA

 M
yanm

ar C
o.,Ltd.

野
口　

晋  

一

編
集
部 

記
者

︵
文
・Ｈ
8
︶

財
界
さ
っ
ぽ
ろ 横

田　
　

浩

代
表
取
締
役 

社
長
執
行
役
員 

︵
経
・
60
︶

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ

萱
野　
　

聡

代
表
取
締
役
社
長

︵
法
・
62
︶

株
式
会
社
サ
ク
セ
ス
ボ
ー
ド

小
名
木　

明
宏

研
究
科
長・法
学
部
長 

法
学
博
士

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

堀
江　

亮
介

代
表
取
締
役
副
社
長

︵
法
・
61
︶

Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
板
株
式
会
社

髙
橋　
　

了

副
会
長 

兼 

事
務
局
長

︵
法
・
47
︶

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

町
村　
　

均

代
表
取
締
役

︵
法
・
60
︶

株
式
会
社
町
村
農
場

佐
々
木　

亮
子

会
長

︵
法
・
47
︶

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

北大法学部
東京同窓会 役員一同

会長

事務局長

小口　正範
大野　　峻

（法・53）

（法・H18）

北大経済学部
東京同窓会 役員一同

会長

事務局長

永松　昌一
菅埜　　誠

（経・57）

（経・52）

石
川　

裕  

一

代
表
取
締
役

︵
法
・
54
︶

株
式
会
社
ぷ
ら
う

本
間　
　

修

Ｄ
Ｇ
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役

︵
法
・
45
︶

公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部

　
　

副
理
事
長 

兼 

常
務
理
事・事
務
局
長

石
堂　

正
信

常
務
理
事

︵
法
・
44
︶

行
政
改
革
推
進
会
議
歳
出
改
革
Ｗ
Ｇ
委
員

公
益
財
団
法
人
交
通
協
力
会

（株）BlueMeme
常勤監査役　　杉山　和彦　　（法・45）

祝・マザーズ上場 
証券コード4069

一般社団法人
札幌農学同窓会

東京支部 役員一同
理事長　

副理事長　 

副理事長　 

櫻田　　巧
別所　智博
高木　　忍

（農・58・農経）　

（農・56・農化）

（農・58・農化）

東日本恵迪寮同窓会
役員一同

会長 坂倉　雅夫 （Ｓ44入寮、農・48・農工）

【日時】 令和4年10月1日（土）
　　　  1.開識社（講演会：無料） 12：00〜13：00
 　　　 　講師:上原 健 氏（S53入寮・理・高分子卒）
 　　　    演題:（仮題）野鳥の話
　　　  2.総会及び大寮歌祭（会費：5,000円） 13：15〜15：00

【会場】  『旅館 鳳明館本館』（東京都文京区本郷5-10-5）

【2022年 （一社）恵迪寮同窓会東日本大会】のご案内

髙
橋　

寛
︵
農
・
62
・
農
工
︶

北
大
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会 

東
京
支
部 

幹
事

北
大
東
京
同
窓
会 
理
事

（
一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会 

東
京
支
部 

理
事

（
公
社
）全
日
本
学
生
ス
キ
ー
連
盟 

理
事
長

新
宿
高
校
朝
陽
同
窓
会 
副
会
長

名刺広告は１コマ、
５千円で、皆様に
ご協力をいただい
ています。 

鷲
野　

弘
明

支
部
長

︵
獣
・
51
︶

北
海
道
大
学
獣
医
学
部
同
窓
会

関
東
支
部
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北海道大学の近況

北海道大学の近況
（2021年 冬〜2022年 春）

　

11
月
11
日
（
木
）・
12
日
（
金
）、
ア

ク
セ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
（
札
幌
市
白
石
区
）

に
て
「
ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
１
」

が
開
催
さ
れ
、
本
学
も
出
展
し
ま
し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
は
出
展
企
業
や

機
関
が
、
新
製
品
の
ア
イ
デ
ア
、
新
た

な
販
路
の
開
拓
と
そ
の
拡
大
、
そ
し
て

事
業
発
展
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な

新
技
術
・
新
商
品
等
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
で
、
新
技
術
・
新
商
品
等

を
「
発
見
」
で
き
る
魅
力
的
な
場
所
の

提
供
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、「
持
続
可
能
な
未
来
創
造
に

向
け
て
～
新
た
な
北
海
道
ス
テ
ー
ジ
の

扉
を
開
く
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
策
を
行
っ
た
う
え
で
道
内
外
２
７
７

社
が
出
展
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
北
海
道
の
未
来
に
向
け
た
新
た
な

価
値
・
サ
ー
ビ
ス
を
発
信
す
る
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
・
未
来
創
造
ゾ
ー
ン
」
が
新
た
に

設
け
ら
れ
、
本
学

は
そ
ち
ら
に
出
展

し
ま
し
た
。

　

本
学
の
ブ
ー
ス

で
は
令
和
３
年
６

月
に
内
閣
府
か

ら
認
定
さ
れ
た
地
域
バ
イ
オ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
あ
る
「
北
海
道
プ
ラ
イ
ム
バ
イ

オ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
及
び
本
学
か
ら
２

課
題
が
採
択
さ
れ
た
「
共
創
の
場
形
成

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ‒

Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
）」
に
係
る
紹
介
展
示
の
ほ
か
、
触
媒

科
学
研
究
所
の
福
岡
淳
教
授
が
開
発
し

た
触
媒
を
活
用
し
た
、
フ
ー
ド
ロ
ス
削

減
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
「
フ
ー
ド
ロ

ス
削
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。
開
会
式
に
引
き
続
き
、

北
海
道
知
事
・
鈴
木
直
道
氏
、
ノ
ー
ス

テ
ッ
ク
財
団
理
事

長
・
真
弓
明
彦
氏

が
本
学
ブ
ー
ス
を
訪

れ
、
寳
金
清
博
総
長

及
び
Ｃ
Ｏ
Ｉ‒

Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

吉
野
正
則
客
員
教
授

か
ら
、
本
学
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
参
加
者
が
本
学
ブ
ー
ス
を
訪

れ
、
展
示
内
容
の
照
会
や
本
学
と
協
業

す
る
場
合
の
形
態
な
ど
、
具
体
的
な
ご

相
談
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
間
で
現
地
来
場
者
２
万
１
８
０

名
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
者
８
０
５
９
名
の
合

計
２
万
８
２
３
９
名
と
な
り
、
地
域
の

方
々
や
、
企
業
及
び
自
治
体
関
係
者
等

の
皆
様
と
の
交
流
が
ま
す
ま
す
深
ま
っ

た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

（
産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
）

北海道大学総務企画部広報課

左から、吉野客員教授、 真弓明彦
ノーステック財団理事長、鈴木直
道北海道知事、寳金総長、寺内産
学・地域協働推進機構副機構長。
北大ブースにて。

北海道プライムバイオコミュニティ
のネットワーク機関「北海道3連絡
会（Hokkaido Cubix）」左から、真
弓明彦ノーステック財団理事長、
鈴木直道北海道知事、寳金総長。
ノーステック財団特設ブースにて。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
宣
言
の

制
定
に
つ
い
て
記
者
会
見
を
開
催

令
和
３
年
度 

第
２
回
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
メ
ン
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
学
生
へ
の
学
生
支
援（
第
２
回
目
）を
実
施

第
35
回
ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
１
に
出
展

　

11
月
12
日
（
金
）、
札
幌
キ
ャ
ン
パ

ス
の
学
生
１
５
０
０
名
、
同
月
19
日

（
金
）
に
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
０

名
に
対
し
て
第
２
回
目
の
学
生
支
援

と
し
て
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
学
生
へ
の
支
援
事
業
の
実
施

は
、
第
１
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
要

望
を
受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

第
１
回
目
は
本
年
６
月
４
日
（
金
）

に
食
料
品
を
中
心
に
支
援
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
学
生
か
ら
大
変
好
評
で

あ
っ
た
こ
と
、
第
２
回
目
を
期
待
す

る
声
が
あ
っ
た
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で

　

12
月
２
日
（
木
）、本
学
で
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
宣

言
を
制
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
百
年
記

念
会
館
で
記
者
会
見
を
開
催
し
ま
し

た
。
吉
見
宏
理
事
・
副
学
長
（
広
報
室

長
）
の
進
行
の
も
と
、
寳
金
清
博
総
長

か
ら
世
界
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
た

め
に
は
、〝
多
様
性
と
包
摂
（
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）〟
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
学
の
今
後

の
決
意
を
強
く
発
信
す
る
た
め
に
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
宣
言
を
12
月
１
日

（
水
）
付
け
で
策
定
し
た
こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
。
当
日
は
北
海
道
教
育
庁
記

者
ク
ラ
ブ
加
盟
社
か
ら
４
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
発
表
者
は
以
下
の
通
り

で
す
。

   　
（
総
務
企
画
部
広
報
課
）

家
族
か
ら
の
仕
送
り
や
ア
ル
バ
イ
ト

収
入
が
減
少
し
て
い
る
学
生
が
多
い

こ
と
か
ら
、
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

第
２
回
目
の
支
援
は
、
第
１
回
目
と

同
じ
く
北
大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
を
原

資
と
し
、
お
米
の
ほ
か
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
マ
ス
ク
な

ど
の
生
活
必
需
品
を
中
心
に
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
学
生
へ
支
援
し
た
お
米
の

一
部
は
本
学
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル

ド
科
学
セ
ン
タ
ー
が
大
学
敷
地
内
の

水
田
で
収
穫
し
た
８
３
０
㎏
（
４
１
５

名
分
）
の
「
北
大
米
」（
な
な
つ
ぼ
し
）

を
使
用
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
必
需
品
の
配
付
に
あ

た
っ
て
は
、
三
密
回
避
の
た
め
、
事
前

に
希
望
者
の
募
集
を
行
い
、
受
取
時
間

札幌キャンパスでの配付の様子

函館キャンパスでの配付の様子

配付した支援物資（右下が「北大米」）

当日の発表者（左から寳金総長、
山口理事・副学長、

長谷山副学長、矢野教授）

記者会見会場

（
発
表
者
）

寳
金
清
博
総
長
／
吉
見
宏
理

事
・
副
学
長
（
広
報
室
長
）
／

山
口
淳
二
理
事
・
副
学
長
（
人
材

育
成
本
部
長
）
／
長
谷
山
美
紀

副
学
長
（
男
女
共
同
参
画
・
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
担
当
）
／
矢
野
理
香

教
授
（
人
材
育
成
本
部
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
研
究
環
境
推
進
室
長
）

を
指
定
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
支
援
に
対
し
て
、
学
生
か
ら

の
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
、
今
後
の
大

学
か
ら
の
支
援
へ
の
期
待
も
多
数
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。（

学
務
部
学
生
支
援
課
）

　

新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
の
大

学
院
教
育
コ
ー
ス
で
は
、

12
月
18
日
（
土
）
に
令
和

３
年
度
第
２
回
新
渡
戸
カ

レ
ッ
ジ
メ
ン
タ
ー
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

社
会
の
多
様
な
分
野

で
活
躍
す
る
方
々
に
メ
ン

タ
ー
に
就
任
い
た
だ
き
、

新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
生
の
キ
ャ
リ
ア
意
識

の
醸
成
、
社
会
的
視
野
の
広
が
り
、
及

び
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
新
渡
戸

カ
レ
ッ
ジ
生
が
大
学
院
修
了
後
の
キ
ャ

リ
ア
を
念
頭
に
、
カ
レ
ッ
ジ
生
自
身
に

と
っ
て
身
近
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で
あ
る

メ
ン
タ
ー
と
の
交
流
を
通
じ
、
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
よ
り
具
体
的
に
考
え

る
機
会
と
し
て
、
夏
と
冬
の
年
２
回
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
第
１
部
と
し
て
講
演
会
を

行
い
、『
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
考
え
る
』

の
テ
ー
マ
で
、
７
名
の
メ
ン
タ
ー
に
、

ご
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
や
実
社

会
に
お
け
る
経
験
に
基
づ

く
ア
ド
バ
イ
ス
等
に
つ
い
て

英
語
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
生

は
、
多
様
な
分
野
で
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
す
る
先
輩
た
ち

の
話
に
刺
激
を
受
け
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

続
く
第
２
部
で
は
、
新
渡

戸
カ
レ
ッ
ジ
生
が
各
メ
ン
タ
ー
に
自
由

に
質
問
し
対
話
を
行
う
交
流
会
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
生

は
大
学
に
お
け
る
研
究
活
動
及
び
今
後

本
格
化
す
る
就
職
活
動
等
に
つ
い
て
積

極
的
に
質
問
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
メ
ン
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し

て
、
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
生
は
、
大
学
院

生
活
を
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
学
修
・
研

究
に
取
り
組
み
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
等
に
つ
い
て
、
貴
重
な
洞
察
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

（
学
務
部
教
育
推
進
課
）

メンターと新渡戸カレッジ生
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意
見
を
出
し
合
い
、
紅

茶
の
味
、フ
レ
ー
バ
ー
、

ト
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
様
々

な
具
体
的
ア
イ
デ
ィ
ア

に
つ
い
て
も
議
論
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見

を
反
映
し
、
株
式
会
社

ル
ピ
シ
ア
の
開
発
部
よ

り
ノ
ン
フ
レ
ー
バ
ー
ド

テ
ィ
ー
が
２
種
、フ
レ
ー

バ
ー
ド
テ
ィ
ー
が
２

種
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
案
３

組
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
14
日
（
月
）、
試
飲・選
定
会
を
、

寳
金
清
博
総
長
及
び
株
式
会
社
ベ
リ
ッ

シ
モ
の
城
野
祐
司
代
表
取
締
役
社
長
参

加
の
も
と
、
実
施
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
、
学
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
別
会
場
に
集
ま

り
、 ２
会
場
中
継
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
ル
ピ
シ
ア
に
て
試
作
さ
れ

た
紅
茶
（
４
種
）、パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
３
組
）

を
前
に
、
参
加
者
は
悩
み
な
が
ら
も
、

紅
茶
２
種
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
１
組
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
学
生
か
ら
の

　

産
学
・
地
域
協
働

推
進
機
構
で
は
、
北

大
ブ
ラ
ン
ド
の
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て

「
北
海
道
大
学
オ
リ

ジ
ナ
ル
テ
ィ
ー
製
作

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
株
式
会
社
ル

ピ
シ
ア
が
北
海
道
ニ

セ
コ
町
に
本
社
を
移

し
、
地
域
と
の
連
携
を
進
め
て
い
た
こ

と
か
ら
、
北
海
道
大
学
と
の
連
携
を
希

望
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。
株
式
会
社
ル
ピ
シ
ア
よ
り
学
生

と
の
コ
ラ
ボ
商
品
を
開
発
し
た
い
と
の

意
向
が
あ
り
、
学
生
に
参
加
の
募
集
を

か
け
た
と
こ
ろ
、
90
名
も
の
学
生
か
ら

応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
20
名
の
学

生
を
選
出
し
ま
し
た
。
様
々
な
学
部
・

学
年
・
出
身
地
の
学
生
が
選
出
さ
れ
、

多
様
な
メ
ン
バ
ー
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
進
め
て
行
く

過
程
で
、
学
生
た
ち
か
ら
は
、
各
々
が

イ
メ
ー
ジ
す
る
北
海
道
大
学
に
つ
い
て

　

12
月
20
日
（
月
）、
近
年
の
国
内
外

の
主
要
大
学
と
の
競
争
激
化
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な

拡
大
等
を
踏
ま
え
、
本
学
の
新
た
な

国
際
化
に
向
け
た
方
向
性
を
定
め
た

「
２
０
４
０
年
に
向
け
た
北
海
道
大
学

の
国
際
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
国
際
戦
略
は
、
寳
金
清
博
総
長
が

就
任
時
に
示
し
た
『
総
長
方
針
「
比
類

な
き
大
学
」
を
目
指
し
て
第
４
期
中
期

目
標
期
間
に
向
け
て
』
に
お
い
て
、
教

育
・
研
究
・
社
会
連
携
に
お
け
る
長
期

的
視
点
に
立
っ
た
国
際
戦
略
の
策
定
の

必
要
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

寳
金
総
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
、
各
部
局
へ
の
意
見
照
会
及
び
意
見

交
換
、
経
営
協
議
会
及
び
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
懇
話
会
に
よ
る
外
部
有
識
者
か

ら
の
意
見
を
反
映
し
策
定
し
ま
し
た
。

本
学
の
国
際
化
を
推
進
し
て
き
た
「
近

未
来
戦
略
１
５
０
」
の
中
核
と
な
る
大

学
改
革
プ
ラ
ン
で
あ
る
「Hokkaido 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
・
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
」（
以
後
「
Ｈ
Ｕ
Ｃ
Ｉ
」
と
い

う
）
が
築
い
た
成
果
を
踏
ま
え
て
、

２
０
４
０
年
ま
で
の
中
長
期
的
な
将
来

に
向
か
っ
て
国
際
の
観
点
か
ら
本
学
が

歩
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
国
際
戦
略
で
は
、
冒
頭
に

２
０
４
０
年
に
向
け
て
本
学
の
あ
る
べ

き
姿
と
し
て
３
つ
の
将
来
像
を
設
定

し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、「
頭
脳

循
環
す
る
大
学
」「
流
動
し
課
題
解
決

に
貢
献
す
る
学
生
・
教
員
」「
サ
ス
テ

イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
追
求
」「
進
化
す
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
４
つ
の
柱
か
ら
戦

略
目
標
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
実
現
の
た

め
の
具
体
的
な
取
組
を
策
定
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
ポ
ス
ト
Ｈ

Ｕ
Ｃ
Ｉ
に
お
け
る
本
学
の
国
際
化
推
進

の
在
り
方
を
再
定
義
し
、
２
つ
の
方
向

性
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。
第
一
の

方
向
性
を
、
Ｈ
Ｕ
Ｃ
Ｉ
の
成
果
を
持
続

可
能
な
形
へ
見
直
す
た
め
の
「
量
的
拡

大
」
の
路
線
か
ら
教
育
研
究
の
「
質
重

視
」
へ
の
移
行
と
し
ま
し
た
。
第
二
の

方
向
性
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
を
契
機
に
世
界
で
格
段
に
拡

が
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
教
育
や
国

際
交
流
の
取
組
の
拡
充
で
す
。

　

本
国
際
戦
略
は
、
Ｈ
Ｕ
Ｃ
Ｉ
と
同
様

に
、
教
育
、
研
究
、
社
会
連
携
を
含
む

総
合
的
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
、
広
く
本
学
関
係
者
が
参
照
す
べ
き

指
針
と
し
て
活
用
さ
れ
、
世
界
の
課
題

解
決
に
貢
献
す
る
本
学
の
発
展
に
長
期

的
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

（
国
際
部
国
際
企
画
課
）

北海道大学の近況

　

１
月
26
日
（
水
）、
北
海
道
知
事
と

の
意
見
交
換
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
に
は
、
鈴
木

直
道
北
海
道
知
事
、
北
海
道
内
の
国
立

大
学
学
長
の
ほ
か
、
令
和
４
年
４
月
に

設
置
さ
れ
る
国
立
大
学
法
人
北
海
道
国

立
大
学
機
構
の
理
事
長
に
指
名
さ
れ
た

長
谷
山
彰
氏
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

寳
金
総
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
の
後
、

鈴
木
北
海
道
知
事
か
ら
は
、
令
和
３

年
10
月
に
見
直
し
を
行
っ
た
北
海
道
総

合
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
特
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
し
て
、

北
海
道
に
お
い
て
２
０
３
０
年
ま
で
に

北
海
道
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
実
質

的
に
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北

海
道
」
の
実
現
に
あ
た
り
、
各
大
学

に
期
待
す
る
こ
と
と
し
て
、「
市
町
村

や
企
業
か
ら
の
相
談
窓
口
の
設
置
」、

「
学
生
が
地
域
の
脱
炭

素
の
取
組
な
ど
現
場
を

学
ぶ
機
会
の
創
出
」、

「
排
出
事
業
者
と
し
て

の
２
０
３
０
年
ま
で
の

Ｃ
Ｏ
２
の
50
％
削
減
」

の
３
点
に
つ
い
て
、
各

学
長
へ
協
力
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
寳
金
総
長

の
ほ
か
、
こ
の
日
出
席

し
た
、
空
閑
良
壽
室
蘭
工
業
大
学

長
、
穴
沢
眞
小
樽
商
科
大
学
長
、

奥
田
潔
帯
広
畜
産
大
学
長
、
鈴
木

聡
一
郎
北
見
工
業
大
学
長
か
ら
、

各
大
学
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
関
連
し
た

取
組
や
地
域
と
連
携
し
た
取
組
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
学
長
の
説
明
を
踏
ま
え
、
鈴
木

知
事
か
ら
は
「
国
か
ら
の
予
算
獲
得

に
は
、
大
学
と
地
域
と
の
連
携
や
様
々

な
形
で
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
大

学
の
発
展
が
地
域
の
発
展
、
北
海
道
の

発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う
方
向
性
は
、

こ
こ
に
い
る
全
員
が
同
じ
考
え
だ
と
思

う
。
北
海
道
は
厳
し
い
中
に
あ
る
が
、

目
指
す
べ
き
方
向
は
一
緒
で
あ
り
、
北

海
道
を
み
ん
な
で
元
気
に
し
て
い
く
と

い
う
言
葉
を
合
言
葉
に
、
皆
様
と
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。」
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　

閉
会
に
あ
た
り
、
寳
金
総
長
か
ら

「
北
海
道
に
は
鈴
木
知
事
の
下
、
こ
れ

だ
け
の
ア
カ
デ
ミ
ア
が
揃
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
北
海
道
に

と
っ
て
大
変
な
強
み
で
あ

り
、
今
回
の
意
見
交
換
会
を

機
に
、
産
学
官
連
携
を
北

海
道
ら
し
い
強
み
と
し
、
北

海
道
総
合
計
画
の
中
に
活

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。
各
大
学
も
真
正
面
か
ら

取
り
組
み
た
い
と
思
う
。」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
　
（
総
務
企
画
部
総
務
課
）

　

産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
は
、
１

月
26
日
（
水
）
～
28
日
（
金
）
に
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
ｎ
ａ
ｎ
ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
ｈ 

２
０
２
２
に
出
展
し
ま
し
た
。

　
ｎ
ａ
ｎ
ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
ｈ 

２
０
２
２
は
、

来
場
者
の
約
半
数
が
Ｒ
＆
Ｄ
（Research 

& Developm
ent

）
関

係
者
で
す
。
研
究
開
発

に
直
接
関
わ
る
方
々
へ

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
、
新
規
市
場
の
開

拓
や
新
規
事
業
の
パ
ー

ト
ナ
ー
探
し
に
最
適
な

展
示
会
の
位
置
づ
け
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
機
構
の
ブ
ー
ス
で

は
、 

９
つ
の
ｎ
ａ
ｎ
ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
関
連
シ
ー
ズ

を
展
示
し
ま
し
た
。

１
「
環
状
Ｐ
Ｅ
Ｇ
に
よ

る
金
ナ
ノ
粒
子
の
分
散

安
定
化
法
」
工
学
研
究

院 

応
用
化
学
部
門 

山

本
拓
矢
准
教
授

２ 「
多
孔
体
内
部
へ
の
無
機
物
質
の
均

一
担
持
に
向
け
た
高
効
率
気
相
プ
ロ
セ

ス
」
工
学
研
究
院 

応
用
化
学
部
門 

岩
村

振
一
郎
助
教

３
「
金
属
有
機
構
造
体
を
有
す
る
複

合
材
料
及
び
そ
れ
を
用
い
た
ガ
ス
分
離

材
」
地
球
環
境
科
学
研
究
院 

統
合
環
境

科
学
部
門 

野
呂
真
一
郎
教
授

４
「
規
則
性
合
金
を
用
い
た
高
効
率
触

媒
反
応
系
の
開
拓
」
触
媒
科
学
研
究
所

触
媒
材
料
研
究
部
門 

古
川
森
也
准
教
授

５
「
自
己
規
則
化
ナ
ノ
構
造
を
利
用
し

た
高
耐
久
性
滑
液
表
面
」
工
学
研
究
院

応
用
化
学
部
門 

幅
﨑
浩
樹
教

授６
「
中
温
領
域
で
作
動
す
る

直
接
ア
ン
モ
ニ
ア
形
水
素
膜

燃
料
電
池
の
開
発
」
工
学
研

究
院 

応
用
化
学
部
門 

青
木

芳
尚
准
教
授

７
「
Ｓ
ｉ
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
を

用
い
た
ア
ナ
ロ
グ
Ｒ
ｏ
Ｆ
信

号
の
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
処
理
デ
バ
イ

ス
」
情
報
科
学
研
究
院 

メ

デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
門 

佐
藤
孝
憲
准
教
授

８
「
カ
ラ
ー
３
次
元
流
動
空

間
測
定
シ
ス
テ
ム
」
工
学
研

究
院 

機
械
・
宇
宙
航
空
工
学

部
門 

村
井
祐
一
教
授

９
「
超
音
波
を
用
い
た
流
動

物
性
計
測
装
置
」
工
学
研
究
院 

機
械
・

宇
宙
航
空
工
学
部
門 

田
坂
裕
司
准
教
授

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
今
年
度
の
全
来

場
者
数
は
、
１
万
６
０
７
人
と
コ
ロ
ナ
前

の
１
／
５
程
度
で
し
た
が
、
ブ
ー
ス
で

は
研
究
代
表
者
に
よ
る
シ
ョ
ー
ト
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
リ
モ
ー
ト
）
や
サ
ン

鈴木北海道知事による説明

「
２
０
４
０
年
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　

北
海
道
大
学
の
国
際
戦
略
」を
策
定

北
海
道
知
事
と
道
内
国
立
大
学

学
長
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

ｎ
ａ
ｎ
ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
ｈ 

２
０
２
２
に
研
究
シ
ー
ズ
を
多
数
出
展

産学・地域協働推進機構
ブースの様子

ショートプレゼンテーション
（リモート）の様子

プ
ル
デ
モ
展
示
を
行
い
、
約
70
名
の
方

と
の
名
刺
交
換
と
共
に
共
同
研
究
等
に

関
す
る
具
体
的
な
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
で
は
、

今
後
も
民
間
企
業
等
と
の
様
々
な
マ
ッ

チ
ン
グ
の
企
画
を
行
い
な
が
ら
、
産
学

連
携
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
）

「
北
海
道
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
ィ
ー
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が

 

新
た
な
北
大
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
を
開
発学生プロジェクトメンバー
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フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン

ス
、
環
境
科
学
に
強
み

を
持
っ
て
い
ま
す
。
よ

り
具
体
的
な
サ
ス
テ
イ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
１
９
９
６
年
に

国
立
大
学
で
初
め
て
「
キ
ャ
ン
パ

ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

た
こ
と
に
始
ま
り
、
昨
年
の
「
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
機
構
」

の
設
置
に
至
る
ま
で
、
数
多
く
の

先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。本
学
で
は
今
後
も
、

次
世
代
に
持
続
可
能
な
社
会
を
残

す
た
め
の
取
り
組
み
を
一
層
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｈ
Ｅ
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン

グ
２
０
２
２
と
は
：
イ
ギ
リ
ス
の

高
等
教
育
専
門
誌
「Tim

esHigher 
Education

（
Ｔ
Ｈ
Ｅ：テ
ィ
ー・エ
イ
チ・

イ
ー
）」
に
よ
る
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
イ
ン
パ
ク
ト

ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
こ
と
で
、
気
候
変
動
に

対
す
る
活
動
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
、

健
康
と
福
祉
な
ど
、
大
学

の
社
会
貢
献
の
取
り
組
み

を
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
枠

組
み
を
使
っ
て
評
価
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
今
回

で
４
回
目
と
な
る
こ
の
ラ

ン
キ
ン
グ
に
、
本
年
度
は

世
界
１
５
２
４
大
学
、
日

本
か
ら
は
84
大
学
が
参
加

し
ま
し
た
。

（
社
会
共
創
部
広
報
課
）

北海道大学の近況

【
感
想
】

　

こ
の
た
び
、
日
本
学
士
院
賞
を
受
賞
で
き

る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
医
学
研
究

院
の
最
終
講
義
が
行
わ
れ
る
３
日
前
の
３
月

14
日
（
月
）
に
日
本
学
士
院
か
ら
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。
日
本
学
士
院
は
、
福
沢
諭
吉
が

初
代
会
長
で
１
４
０
年
の
歴
史
を
持
ち
、
日

本
学
士
院
賞
は
日
本
の
科
学
者
と
し
て
の
最

高
峰
の
賞
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
授
賞
式
は

６ 

月
27
日
（
月
）
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
や
、
が
ん
は
、
早
期
に
発
見
し
て
、
手

術
、
放
射
線
、
薬
剤
な
ど
で
多
く
の
方
を
治

癒
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
日
本
の
死
因
の
第
一
位
で
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
未
解
決
の
こ
と
も
多
い
世
界
の
課

題
で
す
。
私
は
、
40
年
前
に
放
射
線
治
療
医

の
道
を
歩
み
始
め
、
同
分
野
の
急
速
な
進
歩

を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
実
際

に
は
、
治
せ
な
い
方
も
大
勢
お
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
、
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
診

療
の
合
間
に
、
な
ぜ
治
ら
な
い
の
か
を
考

え
、
今
ま
で
に
な
い
治
療
法
を
想
像
し
、
が

ん
に
対
す
る
挑
戦
状
と
し
て
の
「
研
究
計
画

書
」
を
書
く
こ
と
で
し
た
。
多
く
の
挑
戦

は
計
画
だ
け
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中

の
い
く
つ
か
は
、
医
学
系
研
究
者
・
理
工
系

研
究
者
・
国
内
企
業
な
ど
、
周
り
か
ら
の
大

き
な
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
、
計
画
以
上
に
事

が
進
み
、
自
分
だ
け
で
は
成
し
遂
げ

ら
れ
な
い
よ
う
な
成
果
を
生
み
ま
し

た
。
北
海
道
大
学
で
は
、
大
き
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
す
る
と
、
い
ま
ま
で
お
話
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
教
員
の
方
や
事
務

部
の
方
が
、
想
像
を
超
え
る
ご
支
援

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
教
員

も
職
員
も
、
皆
が
ク
ラ
ー
ク
精
神
を

持
っ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
今
後
と
も
そ
う
簡
単
に
は
消

え
な
い
、
約
１
５
０
年
の
歴
史
の
重
み

を
も
つ
、
北
海
道
大
学
の
強
み
で
あ

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
当
は
、
成
果
物
と
し
て
の
医
療

機
器
が
各
国
で
製
造
販
売
承
認
さ

れ
、
そ
の
機
器
を
基
に
し
た
新
医
療

技
術
が
各
国
で
保
険
収
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
、
か
つ
て
自
分
が
治
せ
な

品
化
に
つ
な
げ
た
。

　

続
い
て
、「
体
内
で
呼
吸
や
腸
動
な
ど
で

動
い
て
い
る
臓
器
に
発
生
し
た
小
型
の
が
ん

に
ど
の
よ
う
に
正
確
に
放
射
線
を
集
中
す
る

か
？
」
の
課
題
に
関
し
て
、 

２
方
向
の
直
交

Ｘ
線
透
視
撮
影
で
、
が
ん
近
傍
に
留
置
し
た

１
・
５
―
２
㎜
の
金
マ
ー
カ
ー
を
０
・
０
３
３

秒
毎
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
パ
タ
ー
ン
認
識
技
術

で
自
動
認
識
し
、
計
画
し
た
３
次
元
位
置

に
金
マ
ー
カ
ー
が
位
置
し
て
い
る
間
だ
け
±

１
・
０
―
２・
０
㎜
の
精
度
で
治
療
用
Ｘ
線
の

同
期
照
射
を
行
う
治
療
を
考
案
し
、
腫
瘍
動

体
追
跡
（real-tim

e tum
or tracking

）
治

療
と
命
名
し
た
。
動
体
追
跡
Ｘ
線
治
療
装

置
を
国
内
医
療
機
器
製
造
業
者
と
開
発
し
、

周
囲
正
常
組
織
へ
の
無
駄
な
照
射
範
囲
を
１

／
３
―
１
／
４
に
抑
え
、
先
進
医
療
を
経
て

保
険
収
載
に
結
び
付
け
た
。
同
装
置
を
利
用

し
て
北
海
道
大
学
病
院
で
１
４
７
３
例
（
令

和
３
年
９
月
時
点
）
の
初
期
の
肺
が
ん
・
肝

が
ん
・
前
立
腺
が
ん
等
を
治
療
し
、
体
内
の

動
き
に
関
す
る
様
々
な
新
知
見
を
発
表
し
、

従
来
の
Ｘ
線
治
療
よ
り
も
少
な
い
有
害
反
応

（
副
作
用
）
で
手
術
に
匹
敵
す
る
成
績
を
挙

げ
た
。
同
装
置
は
改
良
を
重
ね
、
現
在
も
15

施
設
で
高
精
度
放
射
線
治
療
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
大
き
な
腫
瘍
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
動
体
追
跡
技
術
と
粒
子
線
治
療
技

術
と
を
融
合
し
、
コ
ス
ト
も
下
げ
ら
れ
る
小

型
動
体
追
跡
ス
ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ン
型
陽
子
線

治
療
装
置
を
考
案
し
、
最
先
端
研
究
開
発
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
産
学
連
携
で
研
究
開
発

し
、
同
装
置
は
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学

病
院
・
メ
イ
ヨ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
Ｍ
Ｄ
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
が
ん
セ
ン
タ
ー
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
等
な
ど
世
界
最
高
峰
の

14
病
院
に
導
入
さ
れ
た
。

　

過
去
約
20
年
間
に
お
い
て
、
引
用
数
上

位
１
％
の
原
著
論
文
は
８
編
、
上
位
10
％

の
原
著
論
文
は
68
編
で
あ
っ
た
（W

eb of 
Science

令
和
３
年
９
月
14
日
）。
こ
れ
ら

の
医
学
研
究
、
医
理
工
学
研
究
に
お
い
て
、

発
案
、
開
発
・
薬
機
承
認
・
保
険
収
載
ま
で

の
橋
渡
し
研
究
、
国
際
規
格
の
提
案
、
若
手

研
究
者
の
育
成
を
先
導
し
、「
医
学
上
の
課

題
を
理
工
学
的
な
視
点
で
解
決
す
る
」
創
造

的
研
究
が
可
能
な
国
際
的
人
材
を
育
て
る
我

が
国
で
初
め
て
の
大
学
院
医
理
工
学
院
の
開

設
に
尽
力
し
た
。

か
っ
た
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
に
、
お
伝

え
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
心

の
中
の
戦
友
で
あ
る
そ
の
方
々
へ
、
現
在
の

同
じ
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
そ
の
治
療
が
活
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
心
中
で
ご
報
告
し
て
、

良
し
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
過
去
に

戻
れ
る
タ
イ
ム
マ
シ
ン
を
開
発
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

　

今
ま
で
、
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
す
べ

て
の
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

話
が
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
明
治
維
新
の

頃
に
札
幌
の
地
に
札
幌
農
学
校
を
建
学
し

た
方
々
、
北
大
の
基
本
理
念
を
打
ち
立
て

て
く
れ
た
方
々
、
激
動
の
約
１
５
０
年
間

我
が
国
と
北
海
道
大
学
を
守
っ
て
く
れ
た

方
々
に
尊
崇
の
念
を
抱
か
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
今
回
の
小
生
の
受
賞
が
契
機
と
な
り
、

「
日
頃
の
で
き
ご
と
を
基
に
し
た
発
想
が

世
界
の
課
題
解
決
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と

が
あ
る
こ
と
」、「
北
海
道
大
学
は
自
分
の
自

由
な
発
想
を
生
か
し
て
く
れ
る
基
盤
が
あ

る
こ
と
」、
に
気
が
付
く
後
輩
た
ち
が
少
し

で
も
増
え
れ
ば
、
幸
甚
で
す
。

【
功
績
等
】

　

が
ん
の
放
射
線
治
療
で
は
、「
如
何
に
し

て
周
囲
の
正
常
細
胞
に
当
た
る
放
射
線
の
量

と
範
囲
を
減
ら
し
、
が
ん
に
だ
け
放
射
線
を

集
中
す
る
か
」
と
い
う
こ
と
が
、
治
療
戦
略

上
、
重
要
と
な
る
。
白
土
博
樹
教
授
は
、
小

型
脳
腫
瘍
等
へ
の
±
１
㎜
の
精
度
で
の
一
回

大
線
量
照
射
の
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自
主

開
発
し
脳
定
位
放
射
線
治
療
シ
ス
テ
ム
の
製

白
土
博
樹
教
授
が

日
本
学
士
院
賞
を
受
賞北海道大学教授

白土 博樹氏
（しらとひろき）　

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
北
大
ブ
ラ
ン
ド

認
定
商
品
の
開
発
と
し
て
初
の
試
み
で

す
。
今
回
開
発
し
た
「
北
海
道
大
学

オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
ィ
ー
」
は
３
月
の
卒
業

式
を
目
途
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
エ
ル
ム
の
森
内
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

試
し
く
だ
さ
い
。

（
産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
）

北
海
道
大
学
が「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
２
」で

総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
世
界
10
位（
国
内
１
位
）、Ｓ
Ｄ
Ｇ
２ 

飢
餓
」の

項
目
で
世
界
１
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン

　

イ
ギ
リ
ス
の
高
等
教
育
専
門
誌

「Tim
esH

igher Education

」
は
、

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
２
２
」
を
４
月
28
日
（
木
）
に
発

表
し
、
本
学
は
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
の
対

象
と
な
っ
た
世
界
１
４
０
６
大
学
中
、

日
本
初
の
世
界
10
位
（
国
内
１
位
）
に

ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
は
各
大
学
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
別
に
算
出
さ
れ
た
ス
コ
ア
の
う
ち
、

必
須
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
17
の
ス
コ
ア
と
、
残

り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
１
～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
16
の
う
ち
上
位

３
つ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ス
コ
ア
の
合
計
で
順

位
が
決
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
目

標
別
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
17
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
目
標
の
う
ち
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
２
飢
餓
」（
世

界
１
位
）、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
17
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」（
同
12
位
）、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
14 
海
洋
資
源
」

（
同
17
位
）、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
15
陸
上
資
源
」（
同

18
位
）、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
９
産
業
と
技
術
革
新
」

（
同
43
位
）、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
16
平
和
と
公
正
」

（
同
61
位
）、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
６
安
全
な
水
と

ト
イ
レ
」（
同
92
位
）
が
世
界
１
０
０
位

以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
高
い
評
価
を

得
ま
し
た
。

　

本
結
果
を
受
け
、
本
学
は
同
日
に
記

者
会
見
を
開
催
し
、
寳
金
総
長
、
吉
見

宏
理
事
・
副
学
長
、
横
田
篤
理
事
・
副

学
長
及
び
阿
部
弘
副
理
事
が
参
加
し
て

報
道
関
係
者
向
け
に
本
学
の
取
組
や
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

寳
金
清
博
総
長
の

コ
メ
ン
ト
：
今
回
の
結

果
は
、
本
学
の
長
年
に

わ
た
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成

へ
向
け
た
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
も
の
と
考

え
て
お
り
、
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
本
学
は

１
８
７
６
年
設
立
の
札

幌
農
学
校
を
前
身
と
し

て
お
り
、
食
料
生
産
や

「THEインパクトランキング2022」詳細はこちら

当日の参加者

【略歴】

生年月日  
昭和56年

61年
　　61年

　　
62年

平成元年
　　5年
　　2年
　　5年

　　10年
　　18年

19年
　　21年

20年
21年
25年
27年
25年
26年
26年

令和 2年
28年
29年
29年

令和 3年
令和 2年

４年

3月
4月

10月

10月

4月
3月
9月
4月
6月

10月
４月
3月
4月
3月
4月
３月
4月

4月
3月
4月
4月
4月
3月
４月
３月

昭和32年3月29日
北海道大学医学部附属病院放射線科 研修医
北海道大学医学部 助手
ブリティッシュ・コロンビア大学（バンクーバー カナダ）客員
臨床研究員
クリスティ病院ホルトラジウム研究所（マンチェスター 
英国）客員臨床研修医

帯広厚生病院・主任医長

医学博士（北海道大学）
北海道大学医学部附属病院 講師
北海道大学医学部附属病院 助教授
北海道大学大学院医学研究科 教授

北海道大学大学院医学研究科 副研究科長

北海道大学教育研究評議会・評議員

北海道大学大学院医学研究科 副研究科長

北海道大学教育研究評議会・評議員

北海道大学国際連携研究教育局・量子医理工学グ
ローバルステーション長
北海道大学 ディスティングイッシュトプロフェッサー称号付与
北海道大学大学院医学研究院 教授

北海道大学大学院医理工学院長

北海道大学医学研究院医理工学グローバルセンター長
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ラ
ン
ナ
ー
で
も
な
い

の
に
走
り
が
ち

知
ら
な
い
研
究
棟
を

使
っ
て
近
道
し
が
ち

構
内
循
環
バ
ス
に

乗
り
遅
れ
が
ち

学
食
／
コ
ン
ビ
ニ
で

涼
み
が
ち

《
オ
ア
シ
ス
ポ
イ
ン
ト
》

１３
２４

イラストⒸ髙野葵（H25環境科学院）
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主催：多磨霊園墓参を支持される有志
日時：10月9日（日） 10時30分集合
集合場所：多磨霊園正門松乃家石材店

・詳しくは東京同窓会メルマガでご案内しております。 参加希望者はメルマガよりお申込みください。
・セミナーはZOOMを使って行い、予め参加希望者にZOOMの接続情報をお送りしております。

詳しくは東京同窓会メルマガでご案内いたします。
参加希望者はメルマガよりお申込みください。

（
令
和
４
年
７
月
〜
、
敬
称
略
）

高
木
宏
昭
（
教
育
Ｈ
29
）、
中
村
一

貴
（
工
院
Ｈ
25
）、佐
々
木
拓
也
（
教

育
Ｈ
29
）、
近
藤
伸
一
（
工
Ｓ
56
）、

森
谷
哲
志
（
経
Ｈ
13
）、
浜
谷
哲
男

（
工
Ｓ
42
）、
櫻
田
誠
司
（
農
Ｓ
60
）

丸
山
恭
一（
経
Ｓ
31
）、大
塚
光（
法

Ｓ
25
）、
牛
膓
槇
男
（
工
Ｓ
27
）

令
和
４
年
１
月
以
降
に
ご
逝

去
の
お
知
ら
せ
を
い
た
だ
い

た
方
々
。
敬
称
略

日　　時 タイトル 講演者

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回

 7月  6日（水）
  

8月  8日（月）
9月18日（日）

10月  9日（日）
10月30日（日）

渡辺克己

松谷寛
高津俊司
高津俊司
高津俊司

18:30-20:00

18:30-20:00
16:00-17:00
16:00-17:00
16:00-17:00

『伝える力』で不確実性の時代を生き抜く
　　　　　　ーナレーターから企業コンサル、教育までー
オリィ研究所の挑戦〜孤独を解消する〜
鉄道技術者・大村卓一にみる北大の源流・フロンティア精神①
鉄道技術者・大村卓一にみる北大の源流・フロンティア精神②
鉄道技術者・大村卓一にみる北大の源流・フロンティア精神②

 丸の内カレッジ オンラインセミナー組織交流委員会主催
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■
昭
和
の
頃
、
大
学
で
使
う
ス
ト
ー
ブ

用
石
炭
の
運
搬
の
た
め
に
大
学
内
に
汽

車
が
走
っ
て
い
た
と
い
う
鮫
島
先
生
の

寄
稿
文
に
は
驚
い
た
。
そ
う
し
た
歴
史

の
母
校
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
大
学
と
し
て
、

世
界
10
位
・
国
内
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
と

い
う
の
も
凄
い
と
思
う
が
（
詳
細
57

Ｐ
）、
個
人
的
に
は
煙
を
モ
ク
モ
ク
さ

せ
た
蒸
気
列
車
が
走
る
さ
ま
に
北
大
ら

し
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ト
ン
ネ
ル
は
長

い
。
健
康
に
気
を
つ
け
過
ご
し
て
い
る

の
で
風
邪
も
引
か
な
い
の
は
幸
い
だ

が
、
来
年
の
新
年
交
礼
会
は
一
同
で
会

し
た
い
。

発行所：北海道大学東京同窓会
〒100‒0005 東京都千代田区丸の内1‒7‒12
　　　　　　サピアタワー10階
　103‒3211‒9211 503‒3211‒9288

北海道大学
東京同窓会会報

第61号　2022年（令和4年）8月20日発行
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（
島
田
久
）

　

庭
の
隅
に
キ
キ
ョ
ウ
が
あ
る
。
こ

れ
と
い
っ
た
世
話
を
す
る
わ
け
で
も

な
い
の
に
、
今
年
も
枝
先
に
蕾
が
膨

ら
み
は
じ
め
る
。
そ
う
か
、
も
う
秋

が
来
た
の
か
と
過
ぎ
去
る
時
を
な
ん

と
な
く
懐
か
し
く
思
う
こ
と
が
あ

る
。

　

枝
先
に
並
ぶ
う
す
緑
の
固
い
蕾
、

紫
が
か
っ
た
若
い
蕾
な
ど
眺
め
て
い

る
と
、
記
憶
は
勝
手
に
中
学
時
代
の

月
日
に
遡
る
。

　

島
松
地
区
に
あ
る
演
習
廠
舎
（
軍

隊
が
四
季
を
問
わ
な
い
演
習
な
ど
に

使
う
仮
の
宿
泊
所
）
に
薪
を
運
び
に

出
掛
け
た
時
だ
。
ま
あ
勤
労
動
員
と

歩
行
訓
練
で
あ
っ
た
ろ
う
。
集
合
場

所
は
現
在
の
月
寒
公
園
下
に
あ
る
か

つ
て
の
25
聯
隊
の
射
撃
場
で
あ
っ

た
。

　

国
道
36
号
線
は
ま
だ
砂
利
道
で
、

床
し
く
「
室
蘭
街
道
」
と
い
っ
た
。

大
曲
は
そ
の
名
の
と
お
り
東
へ
大
き

く
道
が
廻
っ
て
い
た
。
先
頭
集
団
を

間
近
に
し
て
す
れ
違
い
、
お
互
い
に

声
を
あ
げ
て
歌
い
な
が
ら
島
松
の
廠

舎
を
目
指
し
た
。

　

現
地
で
は
我
々
の
為
に
、
島
松
や

恵
庭
の
女
子
青
年
団
員
が
大
釜
で
飯

を
炊
い
て
、
あ
ず
き
餡
ま
で
用
意
し

て
「
ぼ
た
餅
」
を
我
々
に
提
供
し
よ

う
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
ら
し
い

が
、
慣
れ
な
い
作
業
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
、
握
り
が
う
ま
く
出
来
ず
、
餡
と

飯
は
別
々
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
で

も
そ
の
好
意
に
一
同
が
感
謝
し
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

廠
舎
の
一
夜
を
明
か
す
と
今
日
は

「
薪
運
び
」。
だ
が
薪
は
生
！
と
に

か
く
重
い
！
二
回
ほ
ど
往
復
す
る
と

さ
す
が
に
疲
れ
る
。
一
息
腰
を
下
ろ

し
て
ふ
と
後
ろ
を
見
る
と
、
青
空
を

移
し
た
よ
う
な
深
い
紫
の
大
き
な
花

が
幾
つ
か
。
キ
キ
ョ
ウ
た
ち
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
火
山
灰
地
に
逞
し
く
生
き
る

キ
キ
ョ
ウ
た
ち
の
姿
を
見
て
い
る
と

疲
れ
て
い
る
の
は
何
か
申
し
訳
な

い
。
も
う
一
頑
張
り
じ
ゃ
な
い
か
！

　

戦
後
こ
の
演
習
場
は
自
衛
隊
所
属

と
な
り
、
ス
ズ
ラ
ン
の
香
り
が
満
ち

る
頃
、
日
に
ち
を
限
定
し
て
市
民
に

提
供
し
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
が
ど
う

な
っ
た
か
な
？
恵
庭
岳
、
樽
前
の

山
々
が
見
え
る
あ
の
広
々
と
し
た
原

野
が
何
故
か
懐
か
し
い
！

（
昭
25
理
・
植
）

キ
キ
ョ
ウ

絵
と
文　

鮫
島
　
惇
一
郎

（
島
田
久
）


